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となっていたところです｡ 発掘調査では､ 中世
ちゅうせい

の集落
しゅうらく

跡
あと

が見
み

つか

りました｡ 遺跡内からは地面に穴を掘り､ そこに柱
はしら

を立
た

てた掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

や

井
い

戸
ど

のあと､ 溝
みぞ

や大きい穴などのほかに､ この集落で生活をしていた人々

のお墓
はか

がありました｡ また､ 食器
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数
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出土
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しました｡ これらの遺
い

物
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はこの集落に住んでいた人々が日常的
にちじょうてき

に使
つか

っていたものと考えられます｡

これらのことから､ 花岡古町遺跡が､ 当時さかんに貿
ぼう

易
えき

をしていた港町
みなとまち

として賑
にぎ

わっていた様子を知ることができます｡
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熊本県教育委員会では､ 平成15年度から17年度にかけて芦北球磨線緊急

地方道路整備事業として､ 葦北郡芦北町大字花岡字竹下に所在する花岡古

町遺跡の発掘調査を実施しました｡

発掘調査の結果､ 近世から古墳時代まで様々な遺構が発見できました｡

特に､ 中世の掘立柱建物跡35棟､ 柵列跡８基､ 溝跡10条､ 井戸跡６基､ 土

壙墓４基､ 土坑134基､ 不明遺構２基が確認できました｡

これらの調査成果が､ 学術的資料としてのみならず､ 皆様の文化財保護

への理解を深めていただくための資料となれば幸いです｡

最後になりましたが､ 調査の円滑な実施に御理解と御協力を賜りました

関係機関､ 地元の方々に対して厚く御礼申し上げます｡

平成24年３月23日

熊本県教育長 山本 �生



１ 本書は､ 熊本県葦北郡芦北町大字花岡に所在する花岡古町遺跡の埋蔵文化財発掘調査の報告書である｡

２ 調査は､ 芦北球磨線緊急道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として熊本県土木部の依頼を受け､ 平

成15年度～17年度 (2003～2005年) に熊本県教育委員会が実施した｡

３ 整理・報告書作成は､ 平成18年度～23年度 (2006～2011年) にかけて文化財資料室で行った｡

４ 検出遺構の実測・撮影は調査担当者が担当し､ 遺跡の空中写真撮影は､ 九州航空株式会社熊本営業所に

委託した｡

５ 本文の執筆は､ 西住欣一郎､ 廣田静学､ 木村元浩が担当した｡

６ 出土遺物の実測は､ 西住､ 川井田久子､ 宮崎典子､ 府内博子､ 手嶋裕子､ 松本裕子が担当し､ 一部を株

式会社九州文化財研究所に委託した｡

７ 遺物の製図は､ 佐藤淳子､ 府内､ 川井田､ 宮崎が担当した｡

８ 遺物の撮影は村田百合子が行い､ 丸山勉､ 上田佳奈子が補助した｡

９ 鉄器・古銭処理は今田里枝､ 大塚トシ子が担当した｡

10 調査及び整理報告で､ 指導・助言を頂いた方々の所在は当時のままで掲載している｡

11 本書の編集は､ 熊本県教育庁文化課で行い､ 西住・廣田・木村が担当し､ 佐藤が補助した｡

12 出土遺物・写真・図面等は､ 熊本県文化財資料室 (熊本市城南町沈目1667) で保管している｡

１ 遺跡の座標については､ 世界測地系 (日本測地系2000) を用いている｡ 方位については､ 座標軸を基準

とした座標北を指している｡

２ 現地での遺構の実測は､ 原則20分の１の縮尺で行った｡ 報告書に掲載した遺構の実測図の縮尺は､ 遺構

により80分の１や40分の１と不統一であり､それぞれに記載した｡

３ 検出した遺構には遺構の種別として､ 掘立柱建物 (SB) 柵列 (SA) を使用したが､ その他溝・井戸・

土壙墓・土坑等には､ Ｓ番を付し表記している｡

４ 出土遺物の実測は原寸で行い､ 報告書に掲載した実測図の縮尺は以下のとおりである｡

土器：３分の１ 鉄器：２分の１及び３分の１ 石器：２分の１から４分の１

土錘：３分の２ 装身具と古銭の拓本：原寸

５ 石錘の新しい欠損はアミかけで砥石の使用範囲は矢印で表記している｡

６ 土層の色調については､ 『新版 標準土色帖』 (1967年 農林水産省農林水産技術会議事務局監修) に従っ

た｡
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空撮１ 花岡古町遺跡周辺写真 (佐敷城跡側より｡ 奥は佐敷東の城跡) 右上は現状 (2011.10)
空撮２ 花岡古町遺跡全景写真 (東側より)



図版81 S287土層断面 (東から)
図版82 S317人骨出土状況 (北から)
図版83 土坑 (S355) 遺物出土状況 (南から)
図版84 S367土層断面 (南から)
図版85 S368遺物出土状況 (北から)
図版86 S384･385･373遺物出土状況 (南東から)
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図版89 井戸跡 (S374) 遺物出土状況 (南から)
図版90 S374木枠検出状況 (東から)
図版91 S374木枠検出状況 (北から)
図版92 S374土層断面
図版93 S479検出状況 (南から)
図版94 S479土層断面 (南東から)
図版95 S479主体部検出状況 (東から)
図版96 S479半裁状況
図版97 土坑 (S461) 完掘状況 (西から)
図版98 S463完掘状況 (北から)
図版99 溝跡(S456)土層断面 (１) (南東から)
図版100 S456土層断面 (２)(西から)
図版101 土坑 (S466) 完掘状況 (西から)
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図版114 SB114完掘状況 (西から)
図版115 SB116完掘状況 (南西から)
図版116 井戸跡 (S290) 土層断面 (南から)
図版117 溝跡 (S291) 遺物出土状況 (東から)
図版118 土坑 (S292･293･298)土層断面(南東から)
図版119 S292～298完掘状況 (南から)
図版120 S299完掘状況 (北西から)
図版121 S313完掘状況 (東から)
図版122 S312完掘状況 (南西から)
図版123 S314･315完掘状況 (北東から)
図版124 S319完掘状況 (南から)
図版125 S325土層断面 (東から)
図版126 S326完掘状況 (北西から)
図版127 S327完掘状況 (東から)
図版128 S328完掘状況 (南西から)
図版129 S344土層断面完掘状況 (西から)
図版130 Ⅰａ区出土遺物
図版131 Ⅲ区出土遺物 (１)
図版132 Ⅲ区出土遺物 (２)
図版133 Ⅰｂ区出土遺物 (１)
図版134 Ⅰｂ区出土遺物 (２)
図版135 Ⅱ区出土遺物
図版136 Ⅳｂ区出土遺物 (１)
図版137 Ⅳｂ区出土遺物 (２)
図版138 Ⅳａ区出土遺物
図版139 Ⅴａ区出土遺物 (１)
図版140 Ⅴａ区出土遺物 (２)
図版141 Ⅴａ区出土遺物 (３)
図版142 Ⅴａ区出土遺物 (４)
図版143 Ⅴａ区出土遺物 (５)
図版144 Ⅴａ区出土遺物 (６)
図版145 Ⅴｂ区出土遺物
図版146 Ⅵ区出土遺物



平成14年４月18日付け芦北工第３号で芦北地域振興局土木部工務課 ｢以下 芦北工務課｣ から 『芦北球磨

線緊急地方道路整備事業』 に伴う埋蔵文化財の予備調査依頼を受け､ 熊本県教育庁文化課は､ 平成14年11月

７日に埋蔵文化財の確認調査を実施した｡ その結果､ 埋蔵文化財の存在を確認し､ 平成14年11月14日付け教

文第2842号で芦北工務課に本調査の必要性を通知した｡

その後､ 芦北工務課より文化財保護法第94条第１項の規定に基づく発掘調査の通知 (平成15年４月18日付

け芦北工第９号) を受けた｡ 発掘調査の期日等の協議を進めるなかで､ 文化課において文化財保護法第99条

第１項の規定に基づき､ 発掘調査実施の通知 (平成15年５月14日付け教文第474号) を行った｡ のち､ 調査

を開始する事となった｡

【平成15年度(2003)年】
調査責任者 成瀬烈大 (文化課長)

調 査 総 括 島津義昭 (教育審議員兼課長補佐) 西住欣一郎 (文化財調査第２係長)

調査事務局 吉田 惠 (課長補佐) 欄杭正義 (主幹兼総務係長) 天野寿久 (主任主事) 杉村輝彦 (主事)

調 査 担 当 水野哲郎・高山直也 (文化財保護主事) 村中智絵 (非常勤職員)

【平成16年度(2004)年】

調査責任者 島津義昭 (文化課長)

調 査 総 括 倉岡 博 (課長補佐) 西住欣一郎 (文化財調査第２係長)

調査事務局 吉田 惠 (課長補佐) 欄杭正義 (主幹兼総務係長) 天野寿久 (主任主事) 小谷仁志 (主任主事)

調 査 担 当 水野哲郎・高山直也 (文化財保護主事) 米村俊治・村中智絵 (以上非常勤職員)

【平成17年度(2005)年】

調査責任者 梶野英二 (文化課長)

調 査 総 括 倉岡 博 (課長補佐) 西住欣一郎 (文化財調査第２係長)

調査事務局 吉田 惠 (課長補佐) 四元正明 (主幹兼総務係長) 塚原健一 (参事) 小谷仁志 (主任主事)

調 査 担 当 高山直也 (文化財保護主事) 米村俊治・村中智絵・士野雄貴 (以上非常勤職員)

【平成18年度(2006)年】
調査責任者 梶野英二 (文化課長)

調 査 総 括 江本 直 (課長補佐) 西住欣一郎 (文化財調査第２係長)

調査事務局 吉田 惠 (課長補佐) 高宮優美 (主幹兼総務係長) 塚原健一 (参事) 小谷仁志 (主任主事)

調 査 担 当 西住欣一郎 廣田静学 木村元浩 (参事) 野田 愛・加藤早織・岩下 萌 (以上非常勤職員)

【平成19年度(2007)年】
整理責任者 梶野英二 (文化課長)

整 理 総 括 江本 直 (課長補佐) 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長)

整理事務局 宗村士郎 (教育審議員兼課長補佐) 高宮優美 (主幹兼総務係長) 塚原健一 (参事)
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高松克行 (主任主事)

整 理 担 当 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長) 廣田静学 (参事)

【平成20年度(2008)年】
整理責任者 米岡正治 (文化課長)

整 理 総 括 江本 直 (課長補佐) 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長)

整理事務局 宗村士郎 (教育審議員兼課長補佐) 川上勝美 (主幹兼総務係長) 山田京子 (参事)

高松克行 (主任主事)

整 理 担 当 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長) 廣田静学 木村元浩 (参事)

岩下 萌・佐藤淳子 (以上非常勤職員)

【平成21年度(2009)年】
整理責任者 米岡正治 (文化課長)

整 理 総 括 木�康弘 (課長補佐) 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長)

整理事務局 宗村士郎 (教育審議員兼課長補佐) 辛川雅弘 (主幹兼総務係長) 山田京子 (参事)

高松克行 (主任主事)

整 理 担 当 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長) 廣田静学 木村元浩 (参事)

佐藤淳子・岩下 萌 (以上非常勤職員)

【平成22年度(2010)年】
整理責任者 小田信也 (文化課長)

整 理 総 括 木�康弘 (課長補佐) 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長)

整理事務局 宗村士郎 (教育審議員兼課長補佐) 元嶋 茂 (主幹兼総務係長) 山田京子 (参事)

松島英樹 (主任主事)

整 理 担 当 西住欣一郎 (主幹兼文化財調査第２係長) 廣田静学 木村元浩 (参事)

佐藤淳子・江見恵留 (以上非常勤職員)

今回､ 調査を行った箇所は､ 熊本県葦北郡芦北町花岡に位置し､ 佐敷川に沿い､ ９つの調査区に分かれて

おり､ その総面積は約6.380㎡である｡

�

現地の調査区は､ 調査着手順にⅠ区～Ⅵ区までに分かれている｡ さらに調査時の便宜上､ Ⅰ区はⅠａ区と

Ⅰｂ区に､ Ⅳ区はⅣａ区とⅣｂ区に､ Ⅴ区はⅤａ区とⅤｂ区に細分して調査している｡

各区の調査時期と調査面積は以下の通りである｡

Ⅰａ・Ⅰｂ区 平成15年５月27日から平成15年10月29日 調査面積 (約1263㎡)

Ⅱ区 平成15年10月３日から平成16年３月10日 調査面積 (約422㎡)

Ⅲ区 平成15年10月31日から平成16年６月17日 調査面積 (約598㎡)

Ⅳａ・Ⅳｂ区 平成16年２月５日から平成17年７月２日 調査面積 (約557㎡)

Ⅴａ区 平成16年６月23日から平成17年６月６日 調査面積 (約1840㎡)

Ⅴｂ区 平成17年６月７日から平成17年11月１日 調査面積 (約1280㎡)

Ⅵ区 平成16年７月２日から平成17年１月31日 調査面積 (約420㎡)
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�

重機により表土剥ぎを行う｡ 次に､ ジョレン､ 移植ゴテにより遺構検出作業を行う｡ 直下層上面で遺構検

出作業を行うが､ 当層で検出できなかったところでは､ 順次掘り下げを行いながら遺構検出に努める｡

この時点でおよそ中世以降の遺構が検出される｡ 次に､ 古代以前の遺構確認のため､ サブトレンチを入れ

て､ 下位の土層確認に努める｡ 直下が礫層となり､ より古い遺構は存在しない地域も多いが､ 一部には古代

及び古墳時代の遺構が確認される土層が残る｡

検出した遺構は､ 土層観察用あぜを設定し掘削する｡ 上部より出土する遺物は遺構内一括遺物として取り

上げ､ 遺構底面より出土した遺物は図化を行い､ 覆土の状況を記したうえで､ 土層断面図及び必要に応じて

土層断面写真を撮影する｡ 土層観察用あぜを除去後､ S=1/20の図を作成する｡

また､ 公共座標に沿う基準杭を設置し､ 遺構に伴わない出土物については10ｍ×10ｍのグリッドを設定し､

光波測距儀を使用して取上げた｡

�

５月 調査開始｡

６月 清掃・遺構検出作業を行う｡ 10～16世紀の遺物が出土しはじめる｡

台風により雨も多く､ 作業は思う通り進まない｡

８月 調査主査の水野文化財保護主事が担当変更となり､ 高山文化財保護主事が主担当となる｡

８～９月 掘立柱建物跡や井戸・溝・土坑など多数確認され始める｡ Ⅱ区調査開始｡

10月 Ⅰａ区の俯瞰写真撮影｡ また､ Ⅲ区の表土剥ぎ開始｡

12月 人骨・獣骨が出土｡ 人類学ミュージアム松下孝幸先生に来跡いただき指導・助言を受ける｡

2004年

１月 検出遺構が多く､ 実測業務を委託し調査の迅速化を図る｡

２月 古代の遺構面の調査より下位の古墳時代の調査にとりかかる｡ 須恵器杯身等が出土｡ Ⅳａ・Ⅳｂ区

の調査にとりかかる｡

３月 井戸・土坑等の遺構のほか､ 貨幣・石鍋・木製品など多様な遺物が出土し始める｡ 実測作業を急ぎ､

2003 (Ｈ15) 年度の調査終了｡

４月 調査二年目開始｡ Ⅲ区・Ⅳａ・Ⅳｂ区の調査に入る｡

６月 Ⅴａ区の表土剥ぎに入る｡ Ⅲ区完了｡

７月 Ⅳｂ区調査終了､ Ⅵ区の表土剥ぎに入る｡

８～10月 Ⅴａ区の調査に集中する｡ 台風も多く､ 現場がプールの様になることも多い｡ 水中ポンプがフ

ル稼働｡

８月27日 現場公開・体験発掘を開催する｡

10～11月 検出遺構も多い｡ 実測業務を委託して調査の効率化を図る｡ 人骨・獣骨も出土｡ 出土骨につい

ては人類学ミュージアム松下先生と､ 鹿児島大学西中川駿先生の教示を得た｡

12月 Ⅴａ区も調査完了に近くなり､ 一部俯瞰写真撮影｡

2005年

１月 本格的にⅥ区の調査に入る｡

３月 石組み井戸見つかる｡ 木枠も残存｡ 検出遺構の実測を急ぎ､ 2004 (Ｈ16) 年度の調査は終了｡
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４月 調査三年目開始､ Ⅴａ区の調査を開始する｡

６月 Ⅴｂ区の調査開始｡ 旧地形は､ 起伏が激しいことが判明｡

近隣の小・中・高校に現場実施のお知らせと見学の案内を行う｡ 人骨が出土､ 土井ヶ浜人類学ミュー

ジアムの松下先生来跡｡

７月 県文化課文化財調査２係の現地検討会を実施｡ 古代面の残存を確認するためトレンチ調査を行う｡

古代の遺物が出土する層は､ 調査区の中央部に限定されることが判った｡

８月 体験発掘を実施｡ ヘリコプターによるⅤｂ区俯瞰写真撮影｡

10月 井戸等検出遺構の実測を急ぐ｡

26日をもって､ 現地調査を完了｡
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表１ 花岡古町遺跡 調査工程表
2003年 (平成15年度) 2004年 (平成16年)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
�ａ区
�ｂ区
�区
�区
�ａ区
�ｂ区
�ａ区
�ｂ区
�区

2004年 (平成16年度) 2005年 (平成17年)
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

�ａ区
�ｂ区
�区
�区
�ａ区
�ｂ区
�ａ区
�ｂ区
�区

2005年 (平成17年度)
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

�ａ区
�ｂ区
�区
�区
�ａ区
�ｂ区
�ａ区
�ｂ区
�区
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芦北町は､ 熊本県の南部で葦北郡に属する｡ 北は田浦町と八代市坂本村､ 東は球磨川を境界に球磨郡球磨

村､ 南は津奈木町と水俣市に接し､ 北西は不知火海を挟んで天草諸島がある｡ 町の南端､ 水俣市との境に大

関山 (標高902ｍ) は､ 郡内の最高峰でここを水源とする二級河川の佐敷川と湯浦川が北に流れ､ 町の中央

で大きく西へ曲がり八代海に注いでいる｡ 佐敷川は藍川､ 七瀬川の別称を持ち､ また､ 佐敷川を男川､ 湯浦

川を女川とも呼ばれている｡ 町の東半分は天月川､ 吉尾川などの流域で球磨川へ注ぐ｡

海岸部は､ 九州山地が八代海に沈下して形成された沈水性のリアス式海岸で､ 岬や入り江続く変化に富ん

だ景観を見せる｡ 昭和56年に指定された芦北海岸県立公園の一部である｡

東北16.6㎞､ 南北25.4㎞､ 総面積233.81�を有する本町は､ 東西南北を山､ 川､ 海によって区切られた領

域になっている｡ この領域には標高200ｍから900ｍ前後の山並みが連なっており､ 平地が少なく約75％が丘

陵地で､ 台地､ 花岡､ 芦北､ 平生地区では江戸時代後期から明治にかけて多くの干拓新地が造成されている｡

芦北町内の丘陵地の形態は､ 北部と南部でやや異なる｡ 北部は九州山地の西端部にあたり､ 急斜面が発達し

て小規模な沢と尾根が多く見られる｡ 特に球磨川沿いの地域の山稜は急唆である｡ 南部は肥薩山地の西端に

あたり､ 山地の標高差が小さい｡ 比較的緩傾斜面が多く､ 浅い谷が発達している｡

薩摩街道最大の難所としてその名を知られた三太郎峠のうち､ 芦北町の北西部､ 田浦町との境には佐敷太

郎峠 (標高324ｍ)､ 南西部の津奈木町との境には津奈木太郎峠 (標高278ｍ) があり､ 円滑な陸上道路交通

を阻害する大きな要因であった｡

地質的にも南部と北部は異なり､ 北部は古生代・中生代の堆積岩石 (秩父累帯) からなり､ 南部は新生代

の火山岩類 (肥薩火山帯) からなる｡

気候は海岸地域と山間地域では条件が異なるが､ 海岸地帯は暖流の影響により暖かく､ ほとんど無霜地帯

であるのに対し､ 山間地域は降雨量､ 湿度共多く､ 比較的冷涼である｡
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第１図 花岡古町遺跡周辺遺跡地図 (S=1/50,000)

第１節 地理的環境
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表２ 花岡古町遺跡周辺遺跡一覧
熊本県 (43) 田浦町 (481)
遺跡番号 遺 跡 名 所在地 時代 種別 指定 備 考
008 セベット古墳群 海浦 京泊 古墳 古墳 箱式石棺
009 鬼塚古墳群 海浦 京泊 古墳 古墳 ２基､ 箱式石棺

熊本県 (43) 芦北町 (482)
遺跡番号 遺 跡 名 所在地 時代 種別 指定 備 考
003 伏木城 伏木 中世 城
007 萬葉歌碑 小浦 御番所の鼻 近代 石造物
008 鶴木山舟着場 鶴木山 近世 包蔵地
009 計石遠見御番所跡 計石 近世 包蔵地
010 佐敷城跡 (花岡城) 花岡西 下町ほか 中世・近世 城 県 町教委調査
011 佐敷東の城跡 花岡北 宇土ほか 中世 城 花岡城
012 峰崎官軍墓地 花岡 峯崎 墓地 西南の役官軍戦死者を葬むる
013 乙千屋の五輪塔群 乙千屋 中世 石造物
014 杉谷新地船着場 花岡西 近世 包蔵地
015 鷺浦船着場 女島 近世 包蔵地
016 湯浦船着場 湯浦 近世 包蔵地
017 湯浦の文明12年板碑 湯浦 中世 石造物 町 湯治坂東板碑
018 兼丸城跡 八幡 城山 中世 城
019 宮浦地下式石板積石室古墳群 宮浦 古墳 古墳 町
021 福浦船着場 女島 福浦 近世 包蔵地
022 橋本貝塚 湯浦 橋本 縄文 貝塚
023 湯浦城跡 湯浦 栫 中世 城 井戸 (涌水地) あり
024 宮崎城跡 宮崎 寺川内 中世 城 大規模な三重堀あり
025 宮崎城主墓 (五輪塔群) 宮崎 寺川内 中世 石造物
026 宮崎城主墓 (五輪塔群) 宮崎 寺川内 中世 石造物
036 万地 大川地 万地 縄文 包蔵地 剥片
037 横手 宮浦 横手 弥生 包蔵地 弥生後期 H14.11.18範囲修正
038 花岡古町 花岡 古町 中世 包蔵地 土師器・須恵器・青磁
038 湊川内焼窯跡 告 村本 H13.３.29新規
039 花岡木崎 花岡 木崎 古代 集落 土師器・須恵器
040 花岡古東泉寺 花岡古 東泉寺 中世 墓 五輪塔､ 無縁塔

熊本県 (43) 津奈木町 (484)
遺跡番号 遺 跡 名 所在地 時代 種別 指定 備 考
002 赤崎 福浜 赤崎 縄文 包蔵地 石器
005 孝子千代の墓 千代 内野 近世 墓 町 孝女千代を葬る､ 石碑５基
006 旧道 津奈木太郎 千代 桃木 近世 交通

007 浜崎貝塚 岩城 浜崎 弥生 貝塚 町 御手洗式・南福寺式・御領式・
弥生土器､ 石器

008 中村 岩城 中村 古墳 包蔵地 須恵器
011 津奈木城跡 津奈木 大手 中世 城
012 徳富家の墓 岩城 染竹 近代 墓地 墓３基
013 大見堂 岩城 染竹 近世 寺社 大御堂
014 津奈木重盤岩眼鏡橋 岩城 上原 近世 建造物 県
015 津奈木手永会所跡 岩城 城 近世 包蔵地
016 新村眼鏡橋 岩城 浜平 中世 建造物 町
017 浜眼鏡橋 岩城 浜 中世 建造物 町
018 中村眼鏡橋 岩城 城 中世 建造物 町

019 柏原無名塚 津奈木
中尾～古中尾 墳墓 塚２基

020 薬師堂跡 津奈木 南谷 近世 寺社 元和年間の建立
021 寺岡眼鏡橋 千代 松原 建造物 町
022 内野眼鏡橋 千代 松原 建造物 町
023 金山眼鏡橋 津奈木 大丸 建造物 町
024 中尾眼鏡橋 津奈木 中尾 建造物 町

025 瀬戸眼鏡橋 小津奈木
(通称前田) 近世 建造物 町
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芦北町は､ 前節で述べたように温暖な気候と多量の降水により､ 肥沃な土地に恵まれ地域であるが､ 平地

が少なく､ 原始より人々の生活の痕跡は限られている場所に残されている｡

以下各時代の概要を述べていく｡

縄文時代の遺跡の大部分は､ 大関山を源として流れる小河川沿いの細長い独立した谷部で見つかっている｡

特に町の東部､ 佐敷川上流部にあたる大野盆地内に集中して存在している｡ 大野地区には出葉山貝塚､ 向原

遺跡､ 大久保遺跡､ 中園開拓地遺跡などの縄文時代の遺跡がある｡ 特に､ 出葉山貝塚からは縄文早期・縄文

後期の遺物が発見され､ これらと共に多量の海産の貝類と獣骨が見つかっている｡ 遺跡の標高150ｍに位置

しており､ 当時の海岸線が近くにあったとは考えにくいが､ 縄文時代の生活を知る上で貴重である｡

弥生時代の遺跡は､ 大野地区のある競馬場遺跡､ 佐敷川と宮浦川の合流点付近にある横手遺跡などがある｡

古墳時代の遺跡は横手遺跡に隣接して､ 宮浦地下式板石積石室古墳群がある｡ 地下式板石積石室古墳群は

南九州独特の墓制で､ 川内川流域や不知火海沿岸､ 人吉盆地などに多く分布し､ 芦北町周辺では水俣市に初

野地下式板石積石室古墳群が存在する｡

古代の葦北郡は､ 『和名抄』 によると葦北・桑原・伴・野行・巨野・川田・水俣の７郷からなっており､

このうち葦北郷・桑原郷の２郷が､ 現在の町域にあったと比定されている｡ 佐敷は古代から肥後南部におけ

る交通の要衝で､ 『延喜式』 兵部省諸国駅伝馬条には､ 肥後国16駅の一つとして ｢佐職駅｣ が登場する｡ 駅

馬・伝馬各５匹で､ 伝馬の項には ｢佐色｣ とある｡ 平成19年度には､ 熊本県教育委員会によって実施された

花岡木崎遺跡の埋蔵文化財調査で､ 井戸の底から ｢佐色｣ ｢路｣ ｢駅｣ と書かれた木簡が発見され､ ｢駅家｣

の具体的な文字資料として注目をあびる｡ なお､ 西海道西路は佐職駅を南下後､ 芦北町湯浦付近で分岐し､

薩摩方面へは湯浦川を渡り津奈木太郎峠を越えて水俣駅に向かい､ 日向・大隈方面へは湯浦川を遡上して､

大関山付近の大地を越えて仁王駅に向かったと考えられる｡

中世には古代の葦北郡が荘園化して葦北庄となった｡ 葦北庄の範囲として､ 北は現在の八代市日奈久付近

から南は水俣市にかけての一帯と考えられる｡ 荘園成立の時期や経緯､ 本所､ 領家などについては不明で､

文保２年 (1318) の 『詫摩文書』 (北条高時下文) に ｢肥後國葦北庄佐敷・久多良木両浦事｣ とあるが､ 庄

名の初見である｡

相良氏は戦国時代に勢力を伸張し､ 肥後南部の球磨・葦北・八代三郡を支配し､ 天草郡､ さらには薩摩・

大隈方面にも勢力を伸ばすこととなる｡ このうち主要三郡の連絡路は､ 通常八代の古麓から船を利用して葦

北の支配拠点である佐敷に着き､ 佐敷より佐敷川を瀬渡りしながら遡上し､ 牧士 (まきさぶれ) 坂を越えて

市野瀬南端の祝坂､ そこから角割坂を越えて告を経由して球磨郡大阪間で球磨川に出る｡ さらにそこから川

沿いに人吉に向かうものであった｡

八代と人吉という相良氏の二大拠点の中間に位置し､ 海陸交通の要衝であった佐敷は､ 島津氏や天草方面

の土豪といった各地の勢力と参会を行う外交の場所や､ 重臣の会談の場所として多く利用された｡ また天草

方面に対する拠点として重要視され､ 中世の相良氏の動向を記した 『八代日記』 に数多く登場する｡

中世の芦北は､ このように相良氏の支配下にあったため､ 町内に存在するこの時期の遺跡も相良氏に関連

するものが多く､ 中世城郭の城主の大半が相良氏の家臣と伝えられている｡ この内､ 佐敷城と佐敷川を挟ん

で1.2㎞東側に向かい合うように位置する佐敷東の城は､ ｢佐敷の栫｣ の山上 (標高161ｍ) にあり､ 『肥後国

誌』 には ｢東ノ城迹 栫村ノ山上ニアリ城主ハ相良家臣東新左衛門同籐左衛門ト云按ニ花岡城ニ西肥前守在

城ノ以前ナルヤ年代不分明栫村ハ城ノ栫ニシテ城主常ニハ城ニ不居栫ニ居テ事アルノ時ハ城ニ籠ルト云 (以

下略)｣ とある｡ 寛文９年 (1669) に北嶋雪山が著した 『国郡一統志』 をはじめ､ 近世の地誌類のほとんど
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第２節 歴史的環境



に佐敷に古城が二ヶ所あるとの記述があるが､ 佐敷城と東の城を指すものと考えられる｡ 最近の調査により､

佐敷東の城は相良氏の本城である古麓城に匹敵する巨大な山城であり､ その規模､ 構造において同時期の葦

北郡内の城郭を遥かに凌駕することが確認された｡ なお､ 今回報告する花岡古町遺跡は､ この佐敷東の城の

城西側に位置しており､ 佐敷東の城の城下町として形成されたものと思われる｡

江戸時代に入り､ 元和元年 (1615) の一国一城令により佐敷城は､ 南関鷹ノ原城､ 内牧城などとともに廃

城となり､ 城は破却された｡ しかしそれ以後も､ 佐敷は薩摩街道と人吉街道との結節点として､ また芦北地

方の中心港として海陸交通の要地であり続け､ 肥後国内や薩摩､ 長崎方面との交易拠点や街道筋の宿場町と

しての発展をとげた｡

寛永９年 (1632)､ 加藤氏が改易となり､ 替わって細川藩政下になると､ 政治的には葦北郡代が佐敷に派

遣され葦北の郡政にあたり､ 軍事的には島津氏､ 相良氏に対する備えとして佐敷番代が設置され､ 熊本藩か

ら派遣された藩士25名が番士となり､ 国境警備や抜け荷の取り締まりなどの任務にあたった｡ また番士の補

助として郷士制度が設けられ､ 芦北郡内の要所には鉄砲衆である葦北御郡筒430人が配されるなど､ 軍事上

の重要拠点であった｡

また､ 中世に佐敷東の城の城下町であったと考えられる古町一帯 (花岡古町遺跡) は 『葦北郡佐敷之図』

には町場としては描かれておらず､ この頃にはすでに衰退していたようである｡
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第２章 位置と環境



発掘調査は調査を実施する工程の都合で､ 大きくⅠ区､ Ⅱ区､ Ⅲ区､ Ⅳ区､ Ⅴ区､ Ⅵ区に分けて実施した｡

Ⅰ区､ Ⅳ区､ Ⅴ区の各区はさらに小さくａ区､ ｂ区に分けて調査を行った｡

各調査区は新設する道路形状に沿った状態で設定しているので､ 一箇所にまとまっておらず､ 東西方向に

分かれた状態で存在している｡ Ⅰ区～Ⅳ区・Ⅴ区は東側にあり､ 北西～南東方向に伸びた帯状になっている｡

Ⅴ区は西側にあり､ 南北方向に伸びている｡ 調査区の中で､ 最も離れているＶｂ区とⅠａ区の直線距離は約

230ｍである｡ 帯状に伸びた調査区であり､ 佐敷川の氾濫による土の堆積の違いがあるため､ 全調査区の基

本土層は示せない｡

そのため､ 調査区ごとに土層をまとめることができる下記の�～�に分けて記述する｡

基本土層

� Ⅰａ区・Ⅰｂ区・Ⅱ区・Ⅲ区・Ⅳａ区・Ⅳｂ区の基本土層について

Ⅰ層：耕作土である｡ 深さは20㎝前後である｡

Ⅱ層：灰褐色土で､ 水田の床土である｡ 深さは約７～９㎝である｡

Ⅲ層：黄褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さは約６～９㎝である｡

Ⅳ層：褐色砂礫層である｡ 深さ約６㎝である｡

Ⅴ層：黄白色土で､ 粘性が強い｡ 深さは約３㎝である｡

Ⅵ層：暗褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さ約４～16㎝である｡ この層は部分的に遺物を包含する｡

Ⅶ層：灰茶褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さ約８～16㎝である｡

Ⅷ層：砂礫層である｡ 深さ８㎝前後である｡

� Ⅴａ区・Ⅴｂ区の基本土層について

Ⅰ層：客土である｡ 深さは約35～42㎝である｡

Ⅱ層：灰褐色土で､ 水田の床土である｡ 深さは約16～21㎝である｡

Ⅲ層：黄褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さは約12～24㎝である｡

Ⅳ層：暗灰褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さ約７～14㎝である｡

Ⅴ層：黄褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さは約４～８㎝である｡

Ⅵ層：暗褐色土で､ 場所によっては粘性が強い箇所と砂質の箇所がある｡ 深さ約９～17㎝である｡ こ

の層は遺物を包含する｡

Ⅶ層：黄灰褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さ22㎝前後である｡

Ⅷ層：黄褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さ12㎝前後である｡

Ⅸ層：砂礫層である｡ 深さ10㎝前後である｡

� Ⅵ区の基本土層について

Ⅰ層：耕作土である｡ 深さは30㎝前後である｡

Ⅱ層：灰褐色土で､ 水田の床土である｡ 深さは15㎝前後である｡

Ⅲ層：暗灰褐色土で､ 粘性が強い｡ 深さは約25㎝前後である｡

Ⅳ層：灰褐色土で､ 砂質である｡ 深さ約17㎝前後である｡

Ⅴ層：茶褐色土で､ 砂質である｡ 深さは27㎝前後である｡ この層は遺物を包含する｡

Ⅵ層：砂礫層である｡ 深さ16㎝前後である｡

各調査区の調査成果については､ 次の第２節～第８節で述べる｡
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第１節 調査の概要
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第１節 調査の概要



(第４図・第５図)

Ⅰａ区とⅢ区は､ 調査時期が異なるが､ グリッド図で分かるように隣接し､ 共有する掘立柱建物が一棟確

認出来た為ここでは一緒に説明する｡

Ⅰａ区で確認した遺構は､ 掘立柱建物跡５棟､ 柵列跡３基､ 溝跡２条､ 井戸跡１基､ 土坑５基で､ Ⅲ区で

確認した遺構は､ 掘立柱建物跡２棟 (内１棟は１ａ区と共有)､ 柵列跡２基､ 土壙墓１基､ 土坑15基である｡

なお､ 現地調査では､ 検出し掘削した柱穴は相当数あったが､ 建物等を構成する事は出来なかった｡ 柱穴

を含めた遺構分布は､ 掘立柱建物跡は中央部に集中し､ 北端と南端に溝がある｡ 土坑は､ 疎らに分布する｡

Ⅰａ区 掘立柱建物跡 SB24・26・27・28・29

柵列跡 SA06・07・08

溝跡 S18・71

井戸跡 S65

土坑 S25・68・77・87・88

Ⅲ区 掘立柱建物跡 SB48・53

柵列跡 SA18・20

土壙墓 S169

土坑 S131・135・136・137・146・147・149・150・152・160・162・165・176・

181・199

各遺構・遺物の詳細は第６図～第22図・表３～表６のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB 】 (第６図)

SB24は調査区の中央部に位置する遺構で､ 桁行方向はＮ５°Ｗと推定される｡ ４間×(２)間の側柱

建物と考えられるが､ 建物東側が攪乱されるため全体の規模は不明である｡

SB (第６図)

SB26は調査区の中央部に位置する遺構で､ ２間×２間の総柱建物である｡ 桁行方向はＮ40°Ｗと推

定される｡

SB (第７図)

SB28は(２)間×２間の側柱建物と考えられる｡ 建物全体の規模は､ 調査区外に柱穴が存在すると思

われるので不明であるが､ 桁行方向はＮ27°Ｅで南北棟と推定される｡

SB (第７図)

SB29は26号掘立柱建物跡と同じ調査区の中央部に位置する２間×２間の総柱建物と考えられる｡ 桁

行方向はＮ65°Ｗと推定される｡

SB (第８図)

SB27は調査区の北西部に位置する遺構で､ 検出できたのは４間×(２)間で側柱建物と思われる｡ 全

体の規模は調査区外に柱穴が存在すると思われるので不明である｡ 桁行方向はＮ60°Ｗと推定される｡

SB (第９図)

SB53はⅠａ区とⅢ区に跨る３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ20°Ｅである｡ １はPitから
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第３章 調査の成果
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第４図 �ａ区遺構配置図 (S=1/250)

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第５図 �区遺構配置図 (S=1/250)

第３章 調査の成果
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第６図 �ａ区掘立柱建物跡 (SB24･26) 実測図

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査



― 17 ―

第７図 �ａ区掘立柱建物跡 (SB28･29) 実測図

第３章 調査の成果
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表３ �a区･�区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
�a SB24 4×(2) 7.95 26.23 4.15 13.69 南北 側柱 N ５°W 1.98 6.53 2.10 6.93 24～46 20～40
�a SB26 2×2 4.00 13.20 3.95 13.03 東西 総柱 N 40°W 2.01 6.63 1.97 6.50 28～56 27～54
�a SB27 4×(2) 9.00 29.53 4.50 15.01 東西 側柱 N 60°W 2.25 7.43 2.25 7.43 44～84 38～68
�a SB28 (2)×2 4.10 13.03 3.94 13.00 南北 側柱 N 27°E 1.98 6.53 1.97 6.50 22～46 10～52
�a SB29 2×2 3.95 13.03 3.80 12.54 東西 総柱 N 65°W 1.97 6.50 1.90 6.27 22～62 16～42
� SB48 (1)×(1) 2.80 9.24 2.80 9.24 N 20°E 2.80 9.24 2.80 9.24 40～60 20～26
�a･� SB53 3×2 7.40 24.42 3.55 11.72 南北 側柱 N 20°W 1.80 5.94 1.77 5.84 22～40 6～36

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第９図 �ａ区･�区掘立柱建物跡 (SB53･48) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第10図 �ａ区･�区柵列跡 (SA06･07･08･18･20) 実測図

表４ �a区･�区柵列跡 (SA) 計測表

区 遺構番号 間数 長さ 建物の向き 方位 柱穴直径 柱穴深さ
ｍ 尺 cm cm

�a SA06 2 4.50 14.85 南北 N 22°E 14～30 12～20
�a SA07 3 7.60 25.08 南北 N 22°E 21～26 17～28
�a SA08 4 8.50 28.05 東西 N 67°W 54～62 28～42
� SA18 4 7.20 23.76 東西 N 65°W 25～40 13～35
� SA20 (3) 5.85 19.30 東西 N 70°W 22～35 10～25

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査



出土した土師器の杯である｡

SB (第９図)

SB48はⅢ区の中央部西に位置する遺構で､(１)間×(１)間である｡ 建物全体の規模は調査区外に柱穴

が存在すると思われるので不明である｡ 桁行方向はＮ20°Ｗと推定される｡ ２はPitから出土した径7.3

㎝の土師器の杯である｡

�

SA (第10図)

SA06は､ Ⅰａ区の71号溝跡に平行する柱列である｡ ほぼ南北に並ぶ３つの柱穴からなり､ 柱列の長

さは4.5ｍ (約14.85尺) で､ 下端レベルは一定でない｡

SA (第10図)

SA07は､ SA06と同様に71号溝跡に平行する柱列である｡ 西側には53号掘立柱建物跡もある｡ ４つの

柱穴からなり柱列の長さは7.6ｍ (約25.08尺) で､ 柱穴は直径21～26㎝､ 深さ17～28㎝で､ 下端レベル

は一定でない｡

SA 】 (第10図)

SA08は､ Ⅰａ区の北部に位置する遺構である｡ 柱列の軸はＮ67°Ｗで５つの柱穴からなり柱列の長

さは7.8ｍ (約25.8尺) で､ 柱穴はやや大きく直径54～62㎝､ 深さ28～42㎝で､ 下端レベルはほぼ一定で

ある｡

SA 】 (第10図)

SA18は､ Ⅲ区の南端に位置する遺構である｡ ほぼ東西に並ぶ５つの柱穴からなり柱列の長さは7.2ｍ

(約23.76尺) で､ 下端レベルは一定でない｡

SA (第10図)

SA20は､ SA18に隣接する遺構である｡ ４つの柱穴からなり柱列の長さは5.85ｍ (約19.3尺) で､ 柱

穴は直径28～44㎝､ 深さ12～20㎝で､ 下端レベルは一定でない｡

�

S 】 (第11図)

S18はⅠａ区の北部で確認でき､ 長さ8.00ｍ以上､ 幅0.64～1.40ｍ､ 深さ約0.40ｍを測り､ ほぼ東西方

向に伸びるが､ 東側が不明である｡ ３はこの遺構から出土した遺物で､ 底部に回転糸切り痕がある土師

器の杯である｡

S 】 (第12図)

S71はⅠａ区の南端に位置する遺構で､ 長さ10.00ｍ以上､ 幅1.28～1.54ｍ､ 深さ約0.42ｍを測り､ ほぼ南

北方向に伸びると思われる｡ 図化していないが土錘が１点出土している｡

�

S (第13図)

S65はⅠａ区の中央部に位置する遺構で､ 長軸2.50ｍ､ 短軸2.30ｍでほぼ円形を呈する｡ 覆土は８層に

分層され､ 底部には粘土が堆積しており､ 掘り下げ可能だったが深さ0.92ｍまでに止めた｡

�

S (第15図)

S169はⅢ区の北端に位置する遺構で､ 長軸1.08ｍ､ 短軸0.48ｍ､ 深さ0.12ｍを測り､ 覆土は１層であ

る｡

図化して無いが､ 写真図版51に屈葬された人骨が残されている｡ ６は底部に回転糸切りと板状圧痕の

― 21 ―

第３章 調査の成果
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第11図 �ａ区溝跡 (Ｓ18) 実測図及び出土遺物実測図

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第12図 �ａ区溝跡 (Ｓ71) ･土坑 (Ｓ77) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第13図 �ａ区井戸跡 (Ｓ65) ･土坑 (Ｓ87･88) 実測図

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第14図 �ａ区土坑 (Ｓ68･25) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



残る土師器の杯である｡

�

土坑はⅠａ区とⅢ区を分けて述べる｡

S (第12図)

S77はⅠａ区の南端に位置する71号溝跡に隣接する､ 長軸1.10ｍ､ 短軸0.86ｍ､ 深さ0.32ｍを測る土坑

である｡ 平面形は歪で､ 断面形は逆台形である｡ ４はここから出土した､ 天井部外器面にヘラ記号のあ

る須恵器の蓋である｡

S 】 (第13図)

S87は調査区の中央部に88号土坑と一緒に検出され､ 長軸1.32ｍ､ 短軸0.90ｍ､ 深さ0.50ｍを測る｡ 平

面形は楕円形で､ ７層に分層される｡

S (第13図)

S88は87号土坑に切られる｡ 平面形はやや方形で､ 長軸1.41ｍ､ 短軸1.30ｍ～を測る｡ 深さは0.10ｍと

浅く､ 覆土は暗灰褐色の粘質土である｡

S (第14図)

S68は調査区の南側に位置する遺構で､ 長軸2.66ｍ､ 短軸1.55ｍ､ 深さ0.54ｍを測る｡ 覆土は13層に分

かれ､ 全体的にマンガンを含む｡ 出土遺物は､ ５で滑石製の石錘である｡

S (第14図)

S25は27号掘立柱建物跡に隣接する｡ 平面形はほぼ円形で､ 長軸2.34ｍ､ 短軸2.01ｍ､ 深さ0.92ｍを測

る｡ 覆土は４層に分かれる｡

S (第15図)

S137はⅢ区の南側に位置する遺構で､ 136号土坑に切られる｡ 長軸1.02ｍ､ 短軸0.87ｍ､ 深さ0.18ｍを

測る｡ ７はここから出土した土師器の杯である｡

S (第15図)

S136は137号土坑を切る｡ 53号掘立柱建物跡の西側に位置する｡ 長軸1.99ｍ､ 短軸1.53ｍ､ 深さ0.64ｍ

を測る｡ 覆土は５層に分層される｡

S (第15図)

S135は調査区の南側に位置し､ 長軸1.10ｍ､ 短軸0.63ｍ､ 深さ0.18ｍを測る｡ 覆土は２層に分かれる｡

S 】 (第15図)

S149は調査区の中央部の西側に位置している､ 長軸1.15ｍ､ 短軸0.68ｍ､ 深さ0.16ｍと小さい｡ 覆土

は２層に分かれる｡

S (第16図)

S131は調査区の南側に位置し､ 長軸1.73ｍ､ 短軸1.10ｍ､ 深さ0.32ｍを測る｡ 覆土は４層に分かれる｡

８はここから出土した滑石製の石錘である｡

S (第16図)

S146は調査区の中央部の48号掘立柱建物跡の東側に位置し､ 長軸1.65ｍ､ 短軸1.15ｍ､ 深さ0.24ｍを

測る｡ 覆土は２層に分かれる｡

S 】 (第16図)

S147は146号土坑に隣接しており､ 長軸2.30ｍ､ 短軸1.70ｍ､ 深さ0.12ｍを測る｡ 覆土は粘土層である｡

９は146と147から出土した土師器の壺で外面に赤色顔料痕が残る｡

S (第17図)
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第15図 �区土壙墓 (Ｓ169) ･土坑 (Ｓ137･136･135･149) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第16図 �区土坑 (Ｓ131･146･147) 実測図及び出土遺物実測図

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第17図 �区土坑 (Ｓ199･165･162) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第18図 �区土坑 (Ｓ176･150･181) 実測図

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査
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第19図 �区土坑 (Ｓ152･160) 実測図

表５ �a区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
�a S18 溝 8.00～ 1.40 0.40 �a S87 土坑 1.32 0.90 0.50
�a S71 溝 10.00～ 1.35 0.42 �a S88 土坑 1.41 1.30～ 0.66
�a S77 土坑 1.10 0.86 0.32 �a S68 土坑 2.66 1.55 0.54
�a S65 井戸 2.50 2.30 0.92 �a S25 土坑 2.34 2.01 0.52

表６ �区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
� S169 土壙墓 1.08 0.48 0.12 � S199 土坑 2.00 1.60 0.28
� S137 土坑 1.02 0.87 0.18 � S165 土坑 3.39 1.88 0.39
� S136 土坑 1.99 1.53 0.64 � S162 土坑 1.74 1.30 1.57
� S135 土坑 1.10 0.63 0.18 � S176 土坑 2.16 1.64 0.43
� S149 土坑 1.15 0.68 0.16 � S150 土坑 3.05 1.77 0.20
� S131 土坑 1.73 1.10 0.32 � S181 土坑 1.32 1.12 0.29
� S146 土坑 1.65 1.15 0.24 � S152 土坑 1.85 1.16 0.73
� S147 土坑 2.30 1.70 0.12 � S160 土坑 1.34 0.57 0.43

第３章 調査の成果



S199は調査区の北側に位置する遺構で､ 長軸2.00ｍ､ 短軸1.60ｍ､ 深さ0.28ｍを測る｡ 平面形は三角

形を呈している｡ 覆土は３層に分かれる｡ ここからは､ 10の瓦質土器の杯と11の瓦器椀が出土した｡

S (第17図)

S165は調査区の北側中央に位置し､ 長軸3.39ｍ､ 短軸1.88ｍ､ 深さ0.39ｍと南北に伸びるやや大きな

遺構である｡ 覆土は３層に分かれる｡

S (第17図)

S162は165号土坑の東側にあり､ 長軸1.74ｍ､ 短軸1.30ｍ､ 深さ1.57ｍを呈する｡ 覆土は３層に分かれ､

上層には炭と焼土の大きな粒を含む｡

S (第18図)

S176は調査区の北端に位置する遺構で､ 長軸2.16ｍ､ 短軸1.64ｍ､ 深さ0.43ｍを測る｡ 覆土は６層で

混在する｡

S (第18図)

S150は調査区の中央部に位置する大きな土坑で､ 長軸3.05ｍ､ 短軸1.77ｍ､ 深さ0.20ｍを測る｡ 平面

形は楕円形を呈し､ 断面は浅い皿状をしている｡ 覆土は２層に分かれる｡

S (第18図)

S181は162号土坑の南側に位置する遺構で､ 長軸1.32ｍ､ 短軸1.12ｍ､ 深さ0.29ｍを測る｡ 覆土は３層

に分かれ､ 焼成粘土塊を多く含む｡

S (第19図)

S152は調査区の中央部東端に位置し､ 長軸1.85ｍ､ 短軸1.16ｍ､ 深さ0.73ｍを測る｡ 平面形は楕円形

で､ 断面は二段で深い｡ 覆土は６層に分層される｡

S (第19図)

S160は調査区の北側に位置する遺構で､ 長軸1.34ｍ､ 短軸0.57ｍ､ 深0.43ｍを測る｡ 覆土は３層に分

かれる｡

ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第20図)

第20図はⅠａ区より出土した遺物である｡ 12は須恵器の蓋で天井部外器面にヘラ記号がある｡ 13は土師

器の須恵器模倣杯で内面にススが付着し､ 僅かに赤色顔料痕が残る｡ 14は､ 耳環で断面は空洞になってお

り､ 少量の鍍金が残る｡ この他に､ 図化していないが土錘が６点出土している｡

(第21・22図)

第21図は土器類である｡ 15・16は土師器の皿と杯､ 17は須恵器模倣土師器杯､ 18は杯蓋である｡ 19～21

は土師器の高杯で､ 19と21は内外面に赤色顔料痕が残る｡ 22・23は須恵器の蓋と身､ 24は高台付杯､ 25は

黒色土器の椀､ 26は白磁の皿である｡

第22図の27～29は鉄製品で､ 28は長頸鏃の一部であろう｡ 30は滑石製の石錘である｡ 31も滑石の石錘で

ある｡ 32～35は古銭で､ 32は 『洪武通宝』 洪武元年 (1368年鋳造) の表裏､ 33は 『永楽通宝』 永楽六年

(1408年鋳造)､ 35は 『朝鮮通宝』 世宋五年 (1423年鋳造) と比較的に新しい方である｡ 36は玉である｡
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第21図 �区出土遺物実測図 (１)

第20図 �ａ区出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第22図 �区出土遺物実測図 (２)

第２節 Ⅰａ区・Ⅲ区の調査



(第23図)

Ⅰｂ区で掲載した遺構は､ 掘立柱建物跡８棟､ 柵列跡２基､ 溝跡２条､ 土坑35基である｡ なお､ 現地調査

では､ 検出し掘削した柱穴は相当数あったが､ 建物等を構成する事は出来なかった｡ 柱穴を含めた遺構分布

は､ 掘立柱建物跡は中央部と南部に集中し､ 溝跡は北端にある｡ 土坑は､ 全体に多く分布する｡

掘立柱建物跡 SB12・13・14・15・19・20・21・23

柵列跡 SA03・04

溝跡 S20・21

土坑 S１・２・３・５・７・８・９・10・12・13・15・17・20・21・22・28・30・31・33

34・35・36・37・40・43・45・46・48・49・50・51・52・83・84・85

各遺構・遺物の詳細は第24図～第40図・表７～表９のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB (第24図)

SB12は調査区の中央部に位置し､ 北側に約1.00ｍの庇のある５間×２間に側柱建物で､ 桁行方向はＮ

75°Ｗである｡ 桁長10.20ｍ (33.66尺) 梁長4.60ｍ (15.18尺) と大きく､ 建物方向は東西と思われる｡

SB 】 (第25図)

SB19は調査区の中央部に位置する遺構で､ 12号掘立柱建物跡の南側に建つ５間×２間の側柱建物で

ある｡ 桁行方向はＮ18°Ｅで建物方向は南北である｡ 37は土師器の皿で柱穴より出土している｡

SB (第26図)

SB21は調査区の南側に位置する遺構で､ ４間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ20°Ｅで建物

方向は南北である｡ 38は土師器の杯で柱穴より出土した｡

SB (第26図)

SB20は調査区の南隅に位置する遺構で､ ３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ10°Ｅである｡

SB (第27図)

SB14は調査区の中央部に位置する３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ73°Ｗで､ 建物方向

は東西である｡

SB (第27図)

SB23は調査区の南側に位置する３間×２間の側柱建物で､ 桁行方向はＮ75°Ｗで､ 建物方向は東西

である｡

SB (第28図)

SB13は調査区の中央部に位置する４間×２間の側柱建物で､ 14号掘立柱建物跡と同じＮ73°Ｗで､

建物方向も東西である｡

SB (第29図)

SB15は21号掘立柱建物跡の西側に隣接している検出できたのは､ (３)間×２間で側柱建物である｡

桁行方向はＮ20°Ｅである｡ 建物方向は南北である｡
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第23図 �ｂ区遺構配置図 (S=1/250)

第３節 Ⅰｂ区の調査
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表７ �b区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
�b SB12 5×2 10.20 33.66 4.60 15.18 東西 側柱 N 75°W 2.07 6.83 2.32 7.66 28～64 15～79
�b SB13 4×2 9.04 29.83 4.19 13.83 東西 側柱 N 73°W 2.30 7.59 2.12 7.00 40～60 20～60
�b SB14 3×2 7.38 24.35 4.50 14.85 東西 側柱 N 73°W 2.42 7.99 2.26 7.46 30～66 25～55
�b SB15 (3)×2 5.50 18.15 4.00 13.20 南北 側柱 N 20°E 1.90 6.27 2.00 6.60 26～52 22～46
�b SB19 5×2 9.40 31.02 4.50 14.85 南北 側柱 N 18°E 1.89 6.24 2.26 7.46 26～44 20～50
�b SB20 3×2 5.40 17.82 2.60 8.58 南北 側柱 N 10°E 1.80 5.94 1.30 4.29 20～35 18～52
�b SB21 4×2 7.87 25.97 3.80 12.54 南北 側柱 N 20°E 1.97 6.50 1.90 6.27 20～58 20～50
�b SB23 3×2 5.70 18.81 3.72 12.28 東西 側柱 N 75°W 1.90 6.27 1.87 6.17 25～60 15～50

第３章 調査の成果
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第25図 掘立柱建物跡 (SB19) 実測図及び出土遺物実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査
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第26図 掘立柱建物跡 (SB21･20) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第27図 掘立柱建物跡 (SB14･23) 実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査



�

SA (第29図)

SA03は､ 調査区の北側に位置する遺構で､ ４号柵列跡と一緒に20号溝跡に沿うように並ぶ､ ６つの

柱穴からなっている｡ 柱列の長さは12.10ｍ (約39.93尺) で､ 柱穴は直径30～50㎝､ 深さ44～64㎝で､

下端レベルはほぼ一定である｡

SA (第29図)

SA04は､ 軸はＮ68°Wで､ 20号溝跡とSA03の間に５つの柱穴が並ぶ｡ 柱列の長さは8.30ｍ (約27.39

尺) で３号柵列跡より短い｡
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表８ �b区 柵列跡 (SA) 計測表

区 遺構番号 間数 長さ 建物の向き 方位 柱穴直径 柱穴深さ
ｍ 尺 cm cm

�b SA03 (5) 12.10 39.93 東西 N 66°W 30～50 44～64
�b SA04 4 8.30 27.39 東西 N 68°W 32～46 18～48

第29図 掘立柱建物跡 (SB15) ･柵列跡 (SA03･04) 実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査
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第30図 �ｂ区溝跡 (Ｓ20･21) ･土坑 (Ｓ22･28･35) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



�

S 】 (第30図)

S20は調査区の北端部に位置する遺構で､ 長さ6.20ｍ以上､ 幅0.70～1.08ｍ､ 深さ約0.12ｍを測り､ ほ

ぼ東西方向に伸びている｡

S (第30図)

S21は調査区の北端部にあり､ 20号溝跡と平行している｡ 長さ8.58ｍ以上､ 幅1.03～1.57ｍ､ 深さ約0.34

ｍを測り､ ほぼ東西方向に伸びている｡ 礫が多く混じる｡ 図化していないが､ 土錘が３点出土している

�

S (第30図)

S22は調査区北端に位置し､ 長軸2.75ｍ以上､ 短軸1.65ｍ､ 深さ0.47ｍを測り､ 21号溝跡を切り28号土

坑に切られる｡ 39は底部に回転糸きり痕の残る土師器の杯でこの遺構より出土した｡ 図化していないが､

土錘が７点出土している

S (第30図)

S28は調査区北端で22号土坑を切る｡ 長軸1.28ｍ以上､ 短軸0.65ｍ､ 深さが0.9ｍを測り､ 井戸ではな

いかとも思われるが､ 東側半分が調査区外のため詳細は不明である｡

S (第31図)

S２は調査区の南側に位置する遺構である｡ 長軸1.53ｍ､ 短軸1.26ｍ､ 深さ0.70ｍを測る｡ 40は器高1.9

㎝の土師器の皿である｡

S (第31図)

S10は調査区の中央部に位置する｡ 長軸2.50ｍ､ 短軸2.40ｍ､ 深さ0.23ｍを測る｡ 平面形は円形を呈す

る｡ 出土遺物は41で土師器の杯である｡

S (第31図)

S３は調査区の中央部やや南に位置し､ 南北に伸びる｡ 長軸4.05ｍ､ 短軸2.70ｍ､ 深さ0.30ｍを測り､

出土遺物は42の白磁の杯と43の棒状鉄製品である｡

S 】 (第32図)

S８は中央部やや南で､ ３号土坑の西側に位置する｡ 長軸3.30ｍ､ 短軸2.70ｍ､ 深さ0.30ｍを測り､ 出

土遺物は44の土師器の皿である｡ 図化していないが､ 土錘も２点出土している｡

S (第32図)

S52は８号土坑を切る｡ 長軸2.90ｍ､ 短軸1.55ｍ､ 深さ0.55ｍを測る｡ ここからは､ 45の瓦質土器の擂

鉢が出土している｡

S (第32図)

S50は８号・52号土坑に並んで検出され､ 長軸2.00ｍ､ 短軸1.25ｍ以上､ 深さ0.55ｍを測る｡ 図化して

いないが､ 土錘も２点出土している｡

S (第33・34図)

S34は調査区の中央部よりやや北側に位置する遺構で､ 12・14号掘立柱建物に隣接する｡ 長軸1.96ｍ､

短軸1.76ｍ､ 深さ0.20ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈する｡ 46は鉄剣で､ 長さ29.5㎝､ 幅19.3㎝で身部～

茎部まで残る｡ 47は､ 土師器の皿で､ 48号土坑出土遺物と接合する｡ 49は土師器の杯で､ 外面に黒い付

着物がある｡ 図化していないが､ 土錘も３点出土する｡
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第３節 Ⅰｂ区の調査
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第31図 �ｂ区土坑 (Ｓ２･10･３) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第32図 土坑 (Ｓ8･52･50) 実測図及び出土遺物実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査



S (第33・34図)

S45は34号土坑に隣接する｡ 長軸2.00ｍ､ 短軸1.40ｍ､ 深さ0.43ｍを測る｡ 48は底部に回転糸切り痕が

残る土師器の皿である｡ 50は青磁の椀である｡ 51は瓦質土器の擂鉢で､ 34号土坑出土遺物と接合する｡

S (第33図)

S37は34号土坑の西側にある｡ 長軸2.18ｍ､ 短軸1.20ｍ､ 深さ0.40ｍを測る｡

S (第33図)

S30は37号土坑の北側に位置する｡ 長軸1.30ｍ､ 短軸1.70ｍ､ 深さ0.15ｍを測り､ 平面形は楕円形で､

覆土２層に分層される｡

S (第33図)

S36は34号土坑の北に位置する｡ 長軸1.37ｍ､ 短軸1.30ｍを測り､ 平面形はほぼ円形で､ 深さ0.55ｍと

深い｡ 覆土は５層に分けることができる｡

S (第35図)

S46は34号・45号土坑に並ぶ様に東側に隣接する｡ 長軸1.20ｍ､ 短軸0.75ｍ､ 深さ0.40ｍを測る｡ 48号

土坑に切られる｡

S (第35図)

S48は46号土坑の東に位置する｡ 長軸2.60ｍ､ 短軸1.70ｍ､ 深さ0.37ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈す

る｡ 覆土は６層に分層される｡ 出土遺物は､ 52・53で土師器の皿である｡

S (第36図)

S49は中央部の掘立柱建物跡の集中区の東側に位置し､ ７号土坑を切る｡ 長軸1.80ｍ､ 短軸1.60ｍ､ 深

さ0.50ｍを測り､ 平面形は円形を呈する｡ 出土遺物は､ 54でススが付着する石鍋の一部である｡ 覆土は

６層に分かれる｡

S (第36図)

S７は49号土坑に切られ､ 覆土は４層に分層される｡ 長軸2.70ｍ､ 短軸1.70ｍ､ 深さ0.22ｍを測り､ 平

面形は楕円形である｡

S 】 (第36図)

S43は調査区の中央部に位置する｡ 長軸1.42ｍ､ 短軸1.17ｍ､ 深さ0.43ｍを測り､ ほぼ円形を呈してい

る｡ 覆土は４層に分層できる｡

S (第36図)

S40は中央部の10号土坑の西側に位置する｡ 長軸1.00ｍ､ 短軸0.93ｍ､ 深さ0.10ｍを測る｡ 覆土は２層

に分層できる｡

S (第37図)

S12は調査区の北部に位置し､ 34号土坑の西側に位置する｡ 長軸3.87ｍ､ 短軸2.30ｍ､ 深さ0.80ｍを

測り､ 平面形は楕円形を呈する｡ 図化していないが､ 土錘も１点出土している｡ 覆土は６層に分層でき

る｡

S (第37図)

S31はⅠ２号土坑に切られ33号土坑と平行している｡ 長軸4.05ｍ以上､ 短軸1.73ｍ､ 深さ0.30ｍを測る｡

覆土は４層に分層される｡

S (第37図)

S33は調査区の北部で､ 31号土坑と12号土坑の隣に位置する｡ 長軸6.60ｍ､ 短軸1.10ｍ､ 深さ0.24ｍを

測り東西に長く伸びる遺構である｡ 覆土は２層に分層できる｡
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第33図 土坑 (Ｓ34･30･36･37･45) 実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査
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第34図 土坑 (Ｓ34･45) 出土遺物実測図

第35図 土坑 (Ｓ46･48) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第36図 土坑 (Ｓ49･７･43･40) 実測図及び出土遺物実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査
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第38図 土坑 (Ｓ１･５･83･９･15･13) 実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査



S (第38図)

S１は調査区の南端部に位置する｡ 長軸2.20ｍ､ 短軸1.36ｍ､ 深さ0.13ｍを測る｡ 平面形は方形で､ 覆

土は灰褐色粘質土である｡

S (第38図)

S５は調査区の中央部やや南の３号土坑の南に位置する｡ 長軸1.00ｍ､ 短軸0.96ｍ､ 深さ0.20ｍを測り､

平面形はほぼ円形を呈する｡ 覆土は２層に分層できる｡

S (第38図)

S83は調査区の中央部やや北､ 34号土坑の東に位置する｡ 長軸0.70ｍ､ 短軸0.60ｍと小さく､ 深さ0.10

ｍを測る｡
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表９ �b区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
�b S20 溝 6.20～ 1.00 0.18 �b S48 土坑 2.60 1.70 0.37
�b S21 溝 8.58～ 1.05 0.35 �b S49 土坑 1.80 1.60 0.50
�b S22 土坑 2.75～ 1.65 0.47 �b S7 土坑 2.70 1.70 0.22
�b S28 土坑 1.28 0.65 0.90～ �b S43 土坑 1.42 1.17 0.43
�b S35 土坑 0.95 0.90 0.23 �b S40 土坑 1.00 0.93 0.10
�b S2 土坑 1.53 1.26 0.70 �b S31 土坑 4.05～ 1.73 0.30
�b S10 土坑 2.50 2.40 0.23 �b S33 土坑 6.60 1.10 0.24
�b S3 土坑 4.05 2.70 0.30 �b S12 土坑 3.87 2.30 0.60
�b S8 土坑 3.30 2.70 0.30 �b S1 土坑 2.20 1.36 0.13
�b S52 土坑 2.90 1.55 0.55 �b S5 土坑 1.00 0.96 0.20
�b S50 土坑 2.00 1.25 0.55 �b S83 土坑 0.70 0.60 0.10
�b S34 土坑 3.87 2.50～ 0.44 �b S9 土坑 2.10 1.35 0.12
�b S30 土坑 1.30～ 1.70 0.15 �b S15 土坑 1.80 1.47 0.10
�b S36 土坑 1.37 1.30 0.55 �b S13 土坑 1.14 0.97 0.15
�b S37 土坑 2.18 1.20 0.40 �b S84 土坑 0.85 0.78 0.17
�b S45 土坑 2.00 1.40 0.43 �b S85 土坑 1.10 0.40～ 0.33
�b S46 土坑 1.20 0.75～ 0.40

第39図 土坑 (Ｓ84･85) 実測図

第３章 調査の成果
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第40図 �ｂ区出土遺物実測図

第３節 Ⅰｂ区の調査



S (第38図)

S９は中央部に位置し､ 13号掘立柱建物跡に隣接する｡ 長軸2.10ｍ､ 短軸1.35ｍ､ 深さ0.12ｍを測り楕

円形を呈し､ 覆土は２層に分層される｡

S (第38図)

S15は調査区北部の12号土坑の南に位置する｡ 長軸1.80ｍ､ 短軸1.47ｍ､ 深さ1.10ｍを測る｡ 平面形は

楕円形を呈している｡ 覆土は２層に分かれる｡

S (第38図)

S13は中央部の掘立柱建物跡の集中部の中に位置する小さな遺構である｡ 長軸1.14ｍ､ 短軸0.97ｍ､ 深

さ0.15ｍを測る｡ 覆土は暗褐色粘質土である｡

S (第39図)

S84は調査区中央部の東端に位置する｡ 長軸0.85ｍ､ 短軸0.78ｍ､ 深さ0.17ｍを測る｡ 覆土は２層に分

層できる｡

S (第39図)

S85は調査区中央部の東端､ 84号土坑の南に位置する｡ 長軸1.10ｍ､ 短軸0.40ｍ､ 深さ0.33ｍを測る｡

覆土は４層に分層できる｡

ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第40図)

55～57は底部に回転糸切り痕のある土師器の皿である｡ 56は口縁部分に黒班が残る｡ 58は黒色土器の杯

で､ 59は須恵器の杯身である｡ 60は黒色土器Ｂ類の椀である｡ 61は土師器の杯である｡ 62～64は須恵器で

ある｡ 62と64は蓋､ 63は�の一部である｡ 65は頁岩製の硯である｡ 66・67は鉄製品で､ 66は棒状鉄製品だ

が､ 断面の一方は空洞となっている｡ 67は､ 棒状鉄製品だが関部らしき部分が残るので､ 長頸鏃の可能性

がある｡

68は石鍋の転用品で､ 中央に孔が穿ってある｡ 69は同じく石鍋の転用の滑石製石錘である｡ 70は凝灰岩

製の石錘の未成品か､ 穿孔が途中である｡
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第３章 調査の成果



(第41図)

Ⅱ区・Ⅳｂ区も､ Ⅰａ区・Ⅲ区と同様に調査時期はずれるが､ 共有する遺構が多数存在するので一緒に述

べる｡ ここで確認した遺構は､ 共有する掘立柱建物跡２棟､ 溝跡２条であり､ その他はⅡ区より柵列跡２基､

溝跡１条､ 土坑19基､ Ⅳｂ区より掘立柱建物跡２棟､ 柵列跡１基､ 溝跡１条､ 井戸跡２基､ 土壙墓１基､ 土

坑３基である｡

なお､ 現地調査では､ 検出し掘削した柱穴と土坑は多数あったが､ 建物等を構成する事は出来なかった｡

柱穴を含めた遺構分布は､ 掘立柱建物跡は北部と南部にのみ確認でき､ 溝ははっきりとせず､ 溝かと推定さ

れたものもあったが､ 不明瞭な為､ 土坑として確認したものも多く､ 全体に分布する｡

Ⅱ区 掘立柱建物跡 SB37・78 (Ⅳｂ区と一緒)

柵列跡 SA12・14

溝跡 S108・112 (Ⅳｂ区と一緒) ・113・115

土坑 S98・99・100・101・102・105・106・109・110・111・114・118・119・121・

124・125・126・128・129

Ⅳｂ区 掘立柱建物跡 SB68・69

柵列跡 SA25

溝跡 S226

井戸跡 S228・230

土壙墓 S213

土坑 S225・232・238

各遺構・遺物の詳細は第42図～第57図・表10～表12のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB (第42図)

SB78は､ Ⅱ区とⅣｂ区の南側に位置する遺構である｡ Ⅱ区に柱穴が２つ存在する３間×２間の側柱

建物である｡ 桁行方向はＮ63°Ｗである｡ 建物方向は東西である｡ 出土遺物は､ 柱穴より 『太平通宝』

太平興国元年 (976年鋳造) が出土している｡

SB (第43図)

SB37は､ 調査区の北側に位置し､ Ⅱ区とⅣｂ区にまたがる３間×２間の側柱建物と考えられる｡ 桁

行方向はＮ75°Ｗである｡

SB (第43図)

SB68はⅣｂ区の南端部に位置し､(２)間×(１)間を確認したが側柱建物と思われる｡ 桁行方向はＮ32°

Ｅと推定されるが､ 建物全体の規模は調査区外に柱穴が存在すると思われるので不明である｡

SB (第43図)

SB69もⅣｂ区の南端部に位置し､(２)間×(１)間を確認したが､ 側柱建物と思われる｡ 桁行方向はＮ

17°Ｅと推定されるが､ 建物全体の規模は調査区外に柱穴が存在すると思われるので不明である｡
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第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第41図 �･�ｂ区遺構配置図 (S=1/250)

第３章 調査の成果
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第42図 �･�ｂ区掘立柱建物跡 (SB78) 実測図及び出土遺物実測図

表10 �･�ｂ区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
���b SB37 3×2 3.25 10.73 2.35 7.82 東西 側柱 N 75°W 1.09 3.60 1.18 3.89 30～58 37～97
���b SB68 (2)×(1) 3.90 12.87 1.93 6.36 側柱 N 32°E？ 1.95 6.44 1.93 6.37 27～36 16～23
���b SB69 (2)×(1) 3.90 12.87 1.85 6.10 側柱 N 17°E？ 1.95 6.44 1.85 6.11 25～37 15～43
���b SB78 3×2 3.55 11.72 2.35 7.75 東西 側柱 N 63°W 1.19 3.93 1.18 3.89 38～54 32～60

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第43図 �･�ｂ区掘立柱建物跡 (SB37･69･68) 実測図

第３章 調査の成果



�

SA (第44図)

SA12は､ Ⅱ区の柱列である｡ ほぼ東西に並ぶ４つの柱穴からなっている｡ 柱列の長さは7.35ｍ (約

24.25尺) で､ 柱穴は直径27～45㎝､ 深さ12～20㎝で､ 下端レベルは一定でない｡

SA (第44図)

SA14は､ Ⅳｂ区の柱列で､ 軸はＮ72°Ｗで､ ５つの柱穴からなっている｡ 柱列の長さは7.65ｍ (約

25.24尺) で､ 上部は削平されていて定かではないが､ 下端レベルはほぼ一定である｡

SA (第44図)

SA25は､ Ⅳｂ区の柱列で､ 軸はＮ78°Ｗで､ ４つの柱穴からなっている｡ 柱列の長さは6.5ｍ (約21.45

尺) で､ 柱穴は直径25～35㎝､ 深さ22～33㎝で､ 下端レベルは一定でない｡
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第44図 �･�ｂ区柵列跡 (SA12･14･25) 実測図

表11 �･�b区 柵列跡 (SA) 計測表

区 遺構番号 間数 長さ 建物の向き 方位 柱穴直径 柱穴深さ
ｍ 尺 cm cm

� SA12 3 7.35 24.25 東西 N 75°W 27～45 15～28
� SA14 5 7.65 25.24 東西 N 72°W 22～28 10～28
�b SA25 3 6.50 21.45 東西 N 78°W 25～35 22～33

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第45図 �･�ｂ区溝跡 (Ｓ108･112･113) ･土坑 (Ｓ121) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第46図 �区溝跡 (Ｓ115) ･土坑 (Ｓ126･118) 実測図及び出土遺物実測図

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第47図 �区土坑 (Ｓ110･111) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第48図 �区土坑 (Ｓ99･102･105) 実測図及び出土遺物実測図

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第49図 �区土坑 (Ｓ98･100･101･119･109･106) 実測図

第３章 調査の成果



�

S (第45図)

S108はⅡ区とⅣｂ区の中央部で確認でき､ 長さ5.18ｍ以上､ 幅0.5から1.08ｍ､ 深さ約0.20ｍを測り､

ほぼ南北方向に伸びている｡ 72はこの溝から出土した､ 底部に糸切り痕がある土師器の杯である｡

S (第45図)

S112はⅡ区とⅣｂ区にまたがり北側で確認できた｡ 主にⅣｂ区で､ 長さ5.00ｍ以上､ 幅1.02から1.30

ｍ､ 深さ約0.40ｍを測り､ ほぼ南北方向に伸びている｡ 覆土は６層に分層される｡ 出土遺物は､ 73の土

師器の杯である｡ この他に図化していないが､ 土錘が１点出土している｡

S (第45図)

S113は112号溝跡に切られ､ Ⅱ区で確認できた｡ 長さ1.10ｍ以上､ 幅0.98ｍ､ 深さ0.12ｍを測る｡ 覆土

は炭と焼土か混じる３層が混在している｡

S (第46図)

S115はⅡ区の北側で確認できた遺構で､ 長さ3.26ｍ以上､ 幅1.02から1.46ｍ､ 深さ約0.36ｍを測り､ ほ

ぼ南北方向に伸びている｡ 74・75は土師器の杯でいずれも溝から出土した｡
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第50図 �区土坑 (Ｓ114･128･125･124･129) 実測図

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第51図 �ｂ区井戸跡 (Ｓ228) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



S (第54図)

S226はⅣｂ区の南側で確認できた遺構で､ 長軸2.68ｍ以上､ 短軸0.45ｍ､ 深さ0.08ｍを測り､ ほぼ東

西方向に伸びる｡ 覆土は黒色シルトの単一層で､ 溝跡と言えるか不明である｡

�

S 】 (第51図)

S228はⅣｂ区の中央部で確認できた遺構で､ 長軸2.70ｍ､ 短軸2.51ｍ､ 深さ1.35ｍを測る井戸である｡

全体に礫が多く､ 図化はしていないが写真図版59～61に掲載している様に､ 下層に木枠と貝を多く含む

層が検出されている｡ 82は鉄製品で､ 刃部が一部欠損しているが､ 手鎌ではないかと思われる｡ 図化し

ていないが､ 土錘が１点出土している｡

S (第52図)

S230もⅣｂ区の中央部228号井戸跡の北側で確認できた遺構である｡ 長軸2.62ｍ､ 短軸2.58ｍ､ 深さ

1.44ｍを測る井戸である｡ こちらも木枠と貝層が検出しており､ 写真図版62に掲載している｡ 出土遺物

は多く､ 84・85・86は底部に糸切り痕の残る土師器の皿で､ 83・87・88は土師器の杯である｡ 89は石鍋

の転用品で滑石製の温石ではないだろうか｡ 図化していないが､ 土錘が２点出土している｡

�

S (第53図)

S213はⅣｂ区調査区の南端に位置し､ 長軸1.36ｍ､ 短軸1.06ｍ､ 深さ0.17ｍを測る｡ 覆土は２層に分

層できる｡ 土坑かともおもわれるが､ 遺構内の北隅から､ 90～95の土師器の皿と95の龍泉窯系の青磁椀

と96の剣が一緒に出土した為､ 土壙墓とした｡

�

Ⅱ区の土坑から述べる｡

S (第45図)

S121はⅡ区の中央部に位置し､ 108号溝跡を切る｡ 長軸1.06ｍ､ 短軸0.92ｍ､ 深さ0.17ｍを測り､ 108

号溝跡を切る｡ 平面形はほぼ円形を呈し､ ２層に分層される｡

S (第46図)

S126は115号溝跡を切るように検出された｡ 長軸1.09ｍ､ 短軸0.96ｍ､ 深さ0.45ｍを測る円形の遺構で

ある｡ 覆土は６層に分層される｡

S (第46図)

S118は調査区の北側に位置し37号掘立柱建物跡の北にある｡ 長軸2.16ｍ､ 短軸1.28ｍ､ 深さ0.42ｍを

測り､ 平面形は楕円形を呈する｡

S (第47図)

S110は調査区の中央部やや北に位置する遺構である｡ 長軸4.82ｍ､ 短軸2.88ｍ､ 深さ0.36ｍと大きい｡

出土遺物は76・77土師器の杯で歪みがある｡ 78は内黒土器である｡ 79は土師器の杯である｡ 図化してい

ないが､ 土錘が１点出土している｡ 覆土は４層に分層される｡

S (第47図)

S111は110号土坑の西側に位置する｡ 長軸0.80ｍ､ 短軸0.48ｍ､ 深さ0.16ｍを測り浅い｡ 図化していな

いが､ 土錘が１点出土している｡

S (第48図)

S102は105号土坑の南側に位置する｡ 長軸0.96ｍ､ 短軸0.72ｍを測る小さな遺構であり､ 深さ0.34ｍと

深く３層に分層できる｡
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第52図 �ｂ区井戸跡 (Ｓ230) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



S (第48図)

S99は調査区の南部に位置し､ 長軸1.96ｍ､ 短軸1.76ｍ､ 深さ0.20ｍを測り､ 平面形は不定形を呈する｡

出土遺物は､ 80の底部に糸切り痕と黒班のある土師器の杯である｡

S (第48図)

S105は調査区の中央部に位置するやや大きな遺構である｡ 長軸3.30ｍ､ 短軸3.00ｍ､ 深さ0.21ｍを測

る｡ 覆土は４層に分層される｡ 出土遺物は81で､ 底部に糸きり痕の残る土師器の杯である｡

S (第49図)

S98は99号土坑の南側に位置し､ 長軸0.94ｍ､ 短軸0.90ｍ､ 深さ0.16ｍを測り､ 平面形は円形を呈す

る｡

S (第49図)

S100は調査区の南部の東端に位置し､ 長軸0.90ｍ､ 短軸0.64ｍ､ 深さ0.27ｍを測り､ 平面形は円形を

呈する｡ 覆土は２層に分層される｡

S 】 (第49図)

S101は100号土坑の東側にあり､ 長軸0.80ｍ､ 短軸0.78ｍ､ 深さ0.12ｍを測る｡ 平面形は円形を呈し､

暗灰褐色粘質土の単一層である｡

S (第49図)

S119はⅡ区の北端に位置し､ 長軸1.70ｍ､ 短軸0.50ｍ､ 深さ0.11ｍを測り､ 平面形は不定形を呈する｡

S (第49図)

S109は調査区の中央部の東側に位置し､ 長軸0.78ｍ､ 短軸0.73ｍ､ 深さ0.14ｍを測り､ 平面形は円形

を呈する｡

S (第49図)

S106は105号土坑の東側に位置し､ 長軸1.88ｍ､ 短軸1.86ｍ､ 深さ0.54ｍを測り､ 平面形は円形を呈す

る｡ 覆土は､ 10層に分層される｡

S (第50図)

S114は区の南側に位置し､ 長軸1.12ｍ､ 短軸1.08ｍ､ 深さ0.10ｍを測る｡ 平面形は不定形である｡ 覆

土は､ 灰褐色粘質土の単一層である｡

S (第50図)

S124・S125は102号土坑に隣接し､ 長軸0.90ｍ､ 短軸0.76ｍ､ 深さ0.30ｍと､ 長軸0.74ｍ､ 短軸0.56ｍ､

深さ0.22ｍを測る｡

S (第50図)

S128は調査区の中央部の106号土坑の東側に位置し､ 長軸0.90ｍ､ 短軸0.86ｍ､ 深さ0.12ｍを測り､ 平

面形は円形を呈する｡

S (第50図)

S129は調査区の中央部の位置し､ 半分が区外になる｡ 長軸0.80ｍ､ 短軸0.34ｍ以上､ 深さ0.21ｍを測

る｡

次に､ Ⅳｂ区の土坑について述べる｡

S (第53図)

S225はⅣｂ区の南側に位置し､ 長軸0.86ｍ､ 短軸0.85ｍ､ 深さ0.15ｍを測り､ 平面形は円形を呈する｡
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第53図 �ｂ区土坑 (Ｓ213･225･238) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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表12 �･�b区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ

�･�b S108 溝 5.18～ 1.08 0.20 � S119 土坑 1.70 0.50 0.11
�･�b S112 溝 5.00～ 1.30 0.40 � S109 土坑 0.78 0.73 0.14
� S113 溝 1.00～ 0.98 0.12 � S106 土坑 1.88 1.86 0.54
� S121 土坑 1.06 0.92 0.17 � S114 土坑 1.12 1.08 0.10
� S115 溝 3.26～ 1.46 0.36 � S128 土坑 0.90 0.86 0.12
� S126 土坑 1.09 0.94 0.48 � S125 土坑 0.74 0.56 0.22
� S118 土坑 2.16 1.28 0.42 � S124 土坑 0.90 0.76 0.30
� S110 土坑 4.82 2.88 0.36 � S129 土坑 0.80 0.34～ 0.21
� S111 土坑 0.80 0.48 0.16 �b S228 井戸 2.70 2.51 1.35
� S99 土坑 1.96 1.76 0.20 �b S230 井戸 2.62 2.58 1.44
� S102 土坑 0.96 0.72 0.34 �b S213 土壙墓 1.36 1.06 0.17
� S105 土坑 3.30 3.00 0.20 �b S225 土坑 0.86 0.85 0.15
� S98 土坑 0.94 0.90 0.16 �b S238 土坑 1.00 0.67 0.10
� S100 土坑 0.90 0.64 0.27 �b S226 溝 2.68～ 0.45 0.08
� S101 土坑 0.80 0.78 0.12 �b S232 土坑 2.55 1.45 0.17

第54図 �ｂ区溝跡 (Ｓ226) ･土坑 (Ｓ232) 実測図

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第55図 �区出土遺物実測図 (１)

第３章 調査の成果



S (第53図)

S238は232号土坑の東側に位置し､ 長軸1.00ｍ､ 短軸0.67ｍ､ 深さ0.10ｍを測り､ 平面形は円形で､ 単

一層である｡

S (第54図)

S232は区の南側に位置し､ 長軸2.55ｍ､ 短軸1.45ｍ､ 深さ0.17ｍを測り､ 平面形は楕円形で断面形は

皿状を呈する｡ 覆土は２層に分層できる｡

ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第55～56図)

第55図の遺物は､ 土器類である｡ 97は底部に糸切り痕を持つ土師器の皿で､ 98・100は､ 底部に糸切り痕

を持つ土師器の杯である｡ 99は板状圧痕を持つ土師器の杯である｡ 101・102は口径12㎝以上の杯､ 103は土

師器の椀である｡ 104は内黒土器の椀で､ 105は内黒土器の杯で丁寧なミガキがある｡ 106・107は土師器の甕
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第56図 �区出土遺物実測図 (２)

第４節 Ⅱ区・Ⅳｂ区の調査
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第57図 �ｂ区出土遺物実測図

第３章 調査の成果



である｡ 108は須恵器の高台付杯で､ 109は須恵器の蓋で､ 上部にヘラ記号がある｡

第56図の遺物は､ 土器類とその他である｡ 112～114が須恵器である｡ 112は小型壺の一部で､ 肩部にヘラ

記号ある｡ 113は坩､ 114は高坏の脚である｡ 115・116は鉄器で､ 116は手鎌か鉄包丁ではないかと思われる｡

117・118は滑石製の石錘である｡ 119は古銭の 『熈寧元宝』 元豊元年 (1068年) 鋳造である｡ 図化していな

いが､ 42点の土錘が出土する｡

(第57図)

第57図は､ Ⅳｂ区の遺物である｡ 120～122は土師器で､ 120・121は須恵器模倣杯の身である｡ 122は外面

に赤色顔料の残る鉢である｡ 123～126は須恵器の杯身と蓋で､ 124には杯身の底部に､ 125・126には蓋の上

面にヘラ記号が施されている｡ 127は白磁の椀で､ 内面にはヘラ描き文があり､ 施釉される｡ 128はガラス製

の勾玉未成品である｡ 129は石鍋転用品の石錘である｡ 130は砂岩の砥石である｡ 131・132は頁岩製の磨製石

斧である｡ 図化していないが､ 12点の土錘が出土する｡
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第58図)

Ⅳａ区で確認した遺構は､ 掘立柱建物跡１棟､ 溝跡１条､ 土坑４基である｡

なお､ 現地調査では､ 検出し掘削した柱穴も少なく､ 建物等を構成するものではなかった｡ 柱穴を含めた

遺構分布は､ 掘立柱建物跡は北部に１棟のみ､ 土坑もまばらである｡

掘立柱建物跡 SB79

溝跡 S244

土坑 S234・235・239・246

各遺構・遺物の詳細は第59図～第62図・表13～14のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB (第59図)

SB79は､ 調査区の北側に位置する(２)間×(１)間の側柱建物である｡ 建物全体の規模と建物方向は

東側が調査区外になるため不明である｡ 桁行方向はＮ20°Ｅある｡

�

S (第60図)

S244は､ 調査区の南部に位置する溝である｡ 長さ1.60ｍ以上､ 幅0.50ｍ､ 深さ0.12ｍで､ 平面形は不

定形で断面形は浅い皿状を呈している｡ 239号土坑と246号土坑を切る｡

�

S 】 (第60図)

S239は調査区の南端に位置し､ 246号土坑に切られ長軸1.90ｍ以上､ 短軸1.58ｍ､ 深さ0.65ｍを測る｡

礫を多く含む｡ 覆土は２層に分層される｡

S (第60図)

S246は239号土坑を切るように検出された｡ 長軸2.73ｍ､ 短軸1.56ｍ､ 深さ0.60ｍで､ 断面形は略台形

を呈している｡

S (第61図)

S234は調査区の北端に位置し､ 長軸2.27ｍ､ 短軸1.70ｍ､ 深さ0.22ｍで､ 平面形は楕円形を呈してい

る｡ 出土遺物は133の刀子で刃部から茎部が残る｡

S (第61図)

S235は234号土坑に隣接し長軸3.10ｍ､ 短軸2.25ｍ､ 深さ0.22ｍである｡ 平面形は略三角形を呈する｡

134は青磁の蓋のつまみ部である｡
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第58図 �ａ区遺構配置図 (S=1/250)

第59図 �ａ区掘立柱建物 (SB79) 実測図

第５節 Ⅳａ区の調査
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第60図 �ａ区溝跡 (Ｓ244) ･土坑 (Ｓ246･239) 実測図

第３章 調査の成果
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第61図 土坑 (Ｓ234･235) 実測図及び出土遺物実測図

表13 �a区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
�a SB79 (2)×1 4.65 15.35 2.50 8.25 側柱 N 20°E？ 2.32 7.66 2.50 8.25 29～40 10～42

表14 �a区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
�a S244 溝 16.0～ 0.50 0.12 �a S234 土坑 2.27 1.70 0.22
�a S246 土坑 2.73 1.56 0.60 �a S235 土坑 3.10 2.25 0.22
�a S239 土坑 1.90～ 1.58 0.65

第５節 Ⅳａ区の調査



ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第62図)

135は須恵器の杯身である｡ 摩滅が激しく調整がはっきりしないが､ 外面底部にはヘラ削りが施されてい

るようである｡ 136は須恵器で杯部外面に自然釉の残る高坏である｡ 137・138は土師器の壺である｡ 137は胴

部が球形で最大胴部が中位にあり､ 外面に縦方向のハケ目調整と内面はヘラ削りが施されている｡ それに対

して138は倒卵形最大胴部が上位にあり､ 外面にハケ目調整内面にはヘラ削りが弱く施されている｡
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第62図 �ａ区出土遺物実測図

第３章 調査の成果



(第63図)

Ⅴａ区で確認した遺構は､ 掘立柱建物跡９棟､ 溝跡１条､ 土壙墓２基､ 土抗14基､ 不明遺構２基である｡

なお､ 現地調査では､ 検出し掘削した柱穴は相当数あったが､ 建物等を構成できなかった｡ 柱穴を含めた

遺構分布は､ 掘立柱建物跡は西端に多く､ 土壙墓・土坑は､ 北東部に集中する｡ 柱穴は､ 西端から中央にか

けて密である｡

掘立柱建物跡 SB82・92・99・101・118・124・130・132・136

溝跡 S284

土壙墓 S380・388

土坑 S258・355・360・361・365・367・368・373・384・395・397・407・414・

453

不明遺構 S287・317

各遺構・遺物の詳細は第64図～第84図・表15～表16のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB (第64図)

SB99は西側に伸びた調査区に位置する(２)間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ25°Ｅでほぼ

南北棟である｡ 検出面の凹凸はあるが､ 柱穴底部の深さはほぼ均一である｡ 139は､ 小型の土師器の皿

で柱穴から出土した｡ 底部には糸切り痕が残る｡

SB (第64図)

SB82は99号掘立柱建物跡に隣接し､(２)間×(１)間の側柱建物と考えられる｡ 他の柱穴が調査区外に

広がるため詳細は不明で､ 桁行方向はＮ60°Ｗでほぼ東西棟であろう｡

SB (第65図)

SB92は西側に伸びた調査区の中央部に位置し､(２)間×２間の側柱建物であるが､ 北側が調査区外に

のびるため詳細不明｡ 桁行方向はＮ17°Ｅでほぼ南北棟と推定される｡

SB (第65図)

SB124は(３)間×２間の側柱建物である｡ 建物の約半分が調査区外にのびるため詳細は不明である｡

桁行方向はＮ70°Ｅと思われ､ ほぼ東西棟と推定される｡

SB (第66図)

SB101は92号掘立柱建物よりやや南側に位置し､(３)間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ33°

Ｅでほぼ南北棟であるが､ 他の柱穴は調査区外にのびている｡

SB (第66図)

SB118も同様に(３)間×２間の側柱建物である｡ 建物の北側が調査区外にのびていて､ 桁行方向はＮ

33°Ｅでほぼ南北棟と推定される｡ 101号掘立柱建物とほぼ重なるように建つ｡

SB (第67図)

SB136は調査区の東側に位置し､ ２間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ70°Ｗでほぼ東西棟と

推定される｡

SB (第67図)

SB130は136号掘立柱建物に重なるように建っており､ ３間×(１)間の側柱建物であり､ 調査区外に
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第64図 �ａ区掘立柱建物跡 (SB99･82) 実測図及び出土遺物実測図

第６節 Ⅴａ区の調査
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第65図 掘立柱建物跡 (SB92･124) 実測図

第３章 調査の成果
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第66図 掘立柱建物跡 (SB101･118) 実測図

第６節 Ⅴａ区の調査
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第67図 掘立柱建物跡 (SB136･130) 実測図

第３章 調査の成果



のびる｡ 桁行方向はＮ15°Ｅでほぼ南北棟である｡

SB (第68図)

SB132は調査区の中央部に位置し､ ３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ21°Ｅでほぼ南北棟

である｡ 柱穴の直径が大きく､ 深いものが存在する｡

�

S (第69図)

S284は溝で､ 調査区南端で東西方向に確認された｡ 東端は355号土坑に切られ､ 西端は調査区外にの

びる｡ 長さ3.56ｍ以上､ 幅0.80ｍ､ 深さ0.12ｍで底面はほぼ平らである｡ 出土遺物として土師器の小型

皿２点､ 中型の杯２点が出土した｡ 140と141は小型皿で､ 内外面にスス？が残る｡ 口径約８㎝で､ 糸切
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第68図 掘立柱建物跡 (SB132) 実測図

表15 �a区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
�a SB82 (2)×(1) 4.75 15.68 1.96 6.47 東西 側柱 N 60°W 2.37 7.82 1.96 6.47 35～80 18～46
�a SB92 (2)×2 4.10 13.53 3.50 11.55 南北 側柱 N 17°E 2.05 6.77 1.75 5.78 40～48 21～40
�a SB99 (2)×2 4.10 13.53 3.80 12.54 南北 側柱 N 25°E 2.08 6.86 1.90 6.27 35～56 22～32
�a SB101 (3)×2 6.10 20.13 3.85 12.71 南北 側柱 N 33°E 2.04 6.73 1.92 6.34 32～66 15～45
�a SB118 (3)×2 6.20 20.46 4.20 13.86 南北 側柱 N 33°E 2.08 6.86 2.23 7.36 24～48 28～52
�a SB124 (3)×2? 6.00 19.80 4.56 15.05 東西 側柱 N 70°E 2.00 6.60 2.28 7.52 42～54 14～40
�a SB130 3×(1) 6.10 20.13 2.07 6.83 南北 側柱 N 15°E 2.13 7.03 2.07 6.83 34～100 14～48
�a SB132 3×2 6.20 20.46 3.70 12.21 南北 側柱 N 21°E 2.12 7.00 1.87 6.17 30～85 20～65
�a SB136 2×2 4.30 14.19 4.10 13.53 東西 側柱 N 70°W 2.17 7.16 2.05 6.77 28～75 20～52

第６節 Ⅴａ区の調査



り痕が残る｡ 142は土師器の杯で､ 外に直線的に開く｡ 焼きやや軟｡ 143も土師器の杯で､ 底部に板状圧

痕が残る｡ 体部中程から直接的に外に開く｡ 焼成良好｡ 図化していないが､ 土錘も１点出土した｡

�

S (第70図～72図)

S388は調査区の北側中央に位置し､ 周囲には角礫が配置される隅丸長方形の土壙墓である｡ 西側は､

攪乱により切られるため礫の配置が不明瞭だが､ 本来は方形に取り囲むものと考えられる｡ 礫の厚さは

40㎝とほぼ均一で､ 主体部上層ラインにぎっしり配置されるようである｡

長軸1.90ｍ､ 短軸1.15ｍ､ 深さ0.73ｍの主体部には､ 10点の鉄製釘が確認され､ 木棺の存在が想定さ

れる｡ 覆土は二層に分けられ､ 下層部では､ 砂の堆積が見られた｡ 写真図版77でわかる様に人骨片が出

土し､ 土井ヶ浜遺跡人類学ミュージアムの松下館長に現地指導を受けている｡ それによると､ 性別は男

性と推定され､ 仰向けで伸屈状態だったという｡ 出土遺物は､ 主体部の西側に集中するようである｡ 146
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第69図 �ａ区溝跡 (Ｓ284) ･土坑 (Ｓ355) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第70図 �ａ区土壙墓 (Ｓ388) 実測図及び出土遺物実測図 (１)

第６節 Ⅴａ区の調査



は､ 青磁の完形皿である｡ 内面に櫛描きを施し､ 釉は厚くかかる｡ 立ち上がりはやや外向きであるが､

ほぼ直接的である｡ 147・148は完形の青磁椀である｡ 両者の法量はほぼ同様で､ 体部は内側にゆるやか

に立ち上がる｡ 147は148に比較して釉が良くかかる｡ また､ 若干薄手である｡ 内面､ 外面の櫛描き文様

も､ 単位が細かく精巧である｡ 149～156は土師器皿である｡ いずれも､ 底部に糸切り痕が残る｡ 口径も､

９～10㎝と均一である｡ 口縁は､ 外に向かって緩やかに立ち上がるが､ 口縁端部は面をもつものがある｡

さらに､ 内面には成形時の 『工具圧痕』 と考えられる｡ 円盤状の凹凸が残る｡ 焼成前にその痕跡を粗く

なでたものもあるが､ そのまま残しているものも見られる｡

S (第73図)

S380は調査区の北東側に位置し､ 130号掘立柱建物跡の西側に隣接する土壙墓と考えられるものであ

る｡ 覆土は二層に分けられるが､ 両層とも黒褐色粘質土で下層の粘性が強い｡ 礫は下部に円形に配置さ

れる｡ 床面に近い部分から､ 摩滅が著しく拓本を記載していないが２枚の銅銭が出土した｡ 死者を送る

ためのものではないだろうか｡
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第71図 土壙墓 (Ｓ388) 出土遺物実測図 (２)

第３章 調査の成果
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第73図 土壙墓 (Ｓ380) 実測図

第72図 土壙墓 (Ｓ388) 出土遺物実測図 (３)

第６節 Ⅴａ区の調査
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第74図 �ａ区土坑 (Ｓ384･373･367) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



�

S (第69図)

S355は調査区南端の284号溝跡を切るかたちで検出された｡ 出土遺物は144・145で底部に糸切り痕の

ある土師器の小皿である｡ 144は底部内面が盛り上がり､ つくりも焼きも丁寧ではない｡ 145も底部外面

は平らでなく､ 底部に厚みをもつ｡

S (第74図)

S373は調査区の北端部に位置し､ 384号土坑を切るように検出された｡ 長軸1.78ｍ､ 短軸1.42ｍ以上､

深さ0.35ｍを測る｡ 157は､ ここの最深部から出土した糸切りの底部をもつ土師器の小皿で､ 口径８㎝

を測るが､ 歪みが著しい｡

S (第74図)

S384は373号土坑に切られるが､ 長軸3.76ｍ､ 短軸2.66ｍ､ 深さ0.27ｍを測る｡ 出土遺物は158の土師

器の小皿で､ 口縁端部外面にはススが付着している｡ 底部は糸切り痕が残り､ 焼成前と思われる穿孔が

４ヶ所ある｡ 159は４枚重なった銅銭で､ 遺構底面から出土した｡ 癒着している銅銭の一番上は 『治平

元宝』 である｡

S (第74図)

S367は388号土坑の東側に位置し､ 長軸1.70ｍ､ 短軸0.94ｍ､ 深さ0.18ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈

する｡ 出土遺物は160・161で土師器の小皿と杯である｡ 底部には糸切り痕が残る｡

S (第75図)

S368は調査区の北側388号土坑の北東に位置し､ 長軸1.70ｍ､ 短軸1.45ｍ､ 深さ0.10ｍを測り､ 断面形

は浅い皿状である｡ この遺構からは､ 162・163土師器の小皿が２点と164～168の杯が５点出土した｡ 全

て底部に糸切り痕があり､ 164は口縁部の1/3が欠損しているが､ ススらしき物が付着している｡ 図化し

ていないが土錘も１点出土している｡

S (第75図)

S397は北側が攪乱されるが､ 長軸2.00ｍ以上､ 短軸1.66ｍ､ 深さ0.28ｍを測る｡ 出土遺物は169で底部

は回転糸切りで､ 板状圧痕が残る土師器の杯である｡ 硬く焼きしまる｡

S (第76図)

S395は調査区の北東部に位置し､ 長軸2.58ｍ､ 短軸1.57ｍ､ 深さ0.37ｍを測り､ 検出した平面形は不

定形を呈する｡ 覆土は３層に分層される｡ 170～174の土錘が集中して出土している｡

S (第76図)

S407は調査区の中央部西側に位置し､ 一部調査区外にかかるが､ 長軸1.50ｍ以上､ 短軸1.08ｍ以上､

深さ0.75ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈している｡ 底部へはほぼ垂直に落ちる｡

S (第76図)

S414は407号土坑より南側に位置している｡ 長軸1.70ｍ､ 短軸1.57ｍ､ 深さ0.94ｍを測り､ 平面形は楕

円形で､ 底部へは直線的におちる｡ 礫が上部に被さるように配置され､ 下層には砂が多量にあるため､

井戸の可能性もあるが､ 確定できなかった｡

S (第77図)

S360は調査区の北東部に位置する遺構である｡ 長軸1.95ｍ､ 短軸1.66ｍ､ 深さ0.15ｍを測り､ 平面形

は円形､ 断面形は浅い皿状を呈する｡ 図化していないが土錘が４点出土している｡

S (第77図)

S258は西側に伸びた調査区に位置する99号掘立柱建物跡の柱穴に切られている｡ 長軸1.40ｍ､ 短軸

― 94 ―

第６節 Ⅴａ区の調査



― 95 ―

第75図 土坑 (Ｓ368･397) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第76図 土坑 (Ｓ395･407･414) 実測図及び出土遺物実測図

第６節 Ⅴａ区の調査
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第77図 土坑 (Ｓ360･258･365･453･361) 実測図

第３章 調査の成果



1.20ｍ､ 深さ0.47ｍを測る｡ 平面形は楕円形を呈する｡

S (第77図)

S365は調査区の北端に位置する遺構である｡ 長軸1.50ｍ､ 短軸1.22ｍ､ 深さ0.16ｍを測り､ 平面形は

楕円形で覆土は単一層である｡

S (第77図)

S453は414号土坑と132号掘立柱建物跡の間に位置する｡ 長軸1.50ｍ､ 短軸.05ｍ､ 深さ0.28ｍを測り､

平面形は不定形を呈する｡ 覆土は単一層である｡ 図化していないが土錘が１点出土している｡

S (第77図)

S361は136号掘立柱建物跡の西側に隣接する｡ 長軸1.80ｍ､ 短軸1.32ｍ､ 深さ0.37ｍを測り､ 平面形は

不整方形で覆土は３層に分かれ､ 各層に焼土が含まれる｡

�

S (第78図)

S287は西側に伸びる調査区の北端部に位置する不定形な遺構である｡ 長軸1.00ｍ､ 短軸0.72ｍ､ 深さ

0.18ｍを測る｡ 撹乱および82号・99号掘立柱建物跡の柱穴等による切り合いがある｡ 覆土の堆積は自然

なものと考えられるが､ 獣骨が置かれる様に見つかった｡ その他に青磁や土師器の杯も出土している｡

明らかに周辺で確認されている土坑とは異なる用途が推定できる｡ 175は青磁の大型椀で蓮弁文を施す｡

高台内側以外に釉を施している｡ つくりが丁寧である｡ 龍泉窯系であろうと推定される｡ 176は底部に

糸切り痕のある土師器の杯で､ 遺構の底部で獣骨より下層で出土している｡

なお､ 獣骨については､ 放送大学鹿児島センターの西中川駿先生に調査して頂いた｡ 大きな角を有す

る頭蓋骨から雄の成牛と考えられること｡ 骨格の計測値から日本在来牛である口之島野生化牛と類似す

るとの所見を現地にて受けている｡ 遺構内に他の獣骨は観られなかった｡

S (第79図)

S317は調査区の中に★印で示した位置に､ 人骨が発見された｡ 土壙墓として認定するべきところだ

が､ 掘り方が明瞭ではなく､ 当時の所見によると遺構検出面に乗るように確認された為､ ｢行き倒れ｣

の可能性もあり､ 不明遺構とする｡ なお人骨については､ 調査時に人類学ミュージアムの松下孝幸館長

に指導をうけ､ 姿勢は仰向け成人男性と推定されている｡
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第78図 不明遺構 (Ｓ287) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第80図～84図)

第80図は､ 土師器・瓦質土器・磁器等と硯である｡ 177・178は土師器の小皿である｡ 両者とも口縁端部に

ススが付着し､ 灯明皿と考えられる｡ 179・180は土師器の皿で､ 179の底部は糸切りで､ のち圧痕が残る｡

180は底部に１ヶ所穿孔がある｡ 181は耳皿で両端部にススが付着している｡ 182は胴部径3.8㎝のミニチュア

土器で､ 土師器の壺である｡ 回転糸切り底｡ 183・184は土師器の杯で､ 183は底部に糸切り痕がのこる｡ 184

は厚く平らな底部をもつ｡ 185は土師器の高台付の杯で､ 内外面にススが見られる｡ 186・187は白磁で灰白

色の小型の杯でつくりは丁寧である｡ 186は外面中途までの施釉である｡ 内面 (見込み部) 中央は凹みをも

つ｡ 187は高台外面まで施釉する｡ 188は石鍋口縁部の一部で､ ススが付着している｡ 189は瓦質土器の擂鉢

である｡ 190は頁岩製の硯､ 191は青磁の皿である｡
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表16 �a区検出遺構一覧表 (単位:ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
�a S284 溝 3.56～ 0.90 0.12 �a S407 土坑 1.50～ 1.08～ 0.75
�a S355 土坑 1.62 1.00 0.20 �a S414 土坑 1.70 1.57 0.94
�a S388 土壙墓 1.90 1.15 0.73 �a S360 土坑 1.95 1.66 0.15
�a S380 土壙墓 1.45 1.37 1.12 �a S258 土坑 1.40 1.20 0.47
�a S384 土坑 3.76 2.66 0.27 �a S365 土坑 1.50 1.22 0.16
�a S373 土坑 1.78 1.42 0.35 �a S453 土坑 1.50 1.05 0.28
�a S367 土坑 1.70 0.94 0.18 �a S361 土坑 1.80 1.32 0.37
�a S368 土坑 1.70 1.45 0.10 �a S287 不明遺構 2.52 2.12～ 0.58
�a S397 土坑 2.0～ 1.66 0.28 �a S317 不明遺構 2.50 2.00 0.60
�a S395 土坑 2.58 1.57 0.37

第79図 不明遺構 (Ｓ317) 実測図及び検出位置図

第６節 Ⅴａ区の調査
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第80図 �ａ区出土遺物実測図 (１)

第３章 調査の成果
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第81図 �ａ区出土遺物実測図 (２)

第６節 Ⅴａ区の調査
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第82図 �ａ区出土遺物実測図 (３)

第３章 調査の成果
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第83図 �ａ区出土遺物実測図 (４)

第６節 Ⅴａ区の調査



第81図は､ 磁器類である｡ 192は青磁の椀である｡ 高台内面以外に全て施釉する｡ 体部は外反しながら直

線的に立ち上がり､ 口縁端部は厚く丸みをもち重量感がある｡ 193は白磁の杯である｡ 体部は外反しながら

立ち上がり､ 口縁端部は平らとなる｡ 194も白磁の杯である｡ 体部の立ち上がりは193と類似する｡ 高台は外

に拡がる｡ 釉は内外面ともにかかるが､ 口縁端部に厚くかかっている｡ 195は青磁椀である｡ 高台内面以外

に施釉し､ 口縁端部は外へ大きく開く｡ 196は青磁椀の底部で､ つくりは丁寧で見込には双魚文をもつ｡ 197

も青磁椀でつくりは丁寧である｡ 釉は高台内側までかかる｡ 外面にヘラ描き文を施す｡ 体部は薄くほぼ直線

的に立ち上がる｡ 198は青磁の椀とした｡ 体部は緩やかに外反しながら立ち上がり､ 口縁端部が外へ拡がる｡

外面高台より上位に工具痕が残る｡ 施釉は外面途中までで､ つくりは丁寧である｡ 200は磁器杯の底部で鉄

絵である｡ 202は赤絵で椀の底部､ 203は磁器で猪口の底部で､ 口縁部は欠損している｡ 204～206は染付の椀

である｡
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第84図 �ａ区出土遺物実測図 (５)

第３章 調査の成果



第82図は､ 青銅器・鉄器類である｡ 207～210は刀子である｡ 207と208は刃部で､ 211は刃の茎部と思われ

る｡ 212と213は青銅製の笄 (こうがい) と考えられ､ 同一の物であろう｡ 214と215は角棒状鉄製品で同一個

体と考えられるが､ 用途は不明である｡ 217は青銅製で､ 剣先部の可能性がある｡ 218・219は板状鉄製品で

ある｡ 220は湾曲しており2ヶ所の穿孔途中の痕跡が残る｡ 222と223も同一個体である｡ 224～231は鉄製の釘

である｡ 224～226は釘頭を有するが､ 224・226は半円である｡ 229はネジ釘であり､ 231のみが丸釘でその他

は角釘である｡ 232は鉄鏃の身部～茎部と思われる｡ 233は用途不明である｡

第83図の234～272は､ 銅銭である｡ Ⅴａ区から出土したものは総数128枚である｡ その中から比較的残存

状態の良い39枚の拓本と写真 (図版144) を掲載した｡ 種類は21種類が判明した｡ 鋳造年は古いものから234

～236で 『開元通宝』 武徳四年 (621年)､ 237は 『唐？國通宝』 南唐 (959年)､ 238は 『咸平元宝』 咸平元年

(998年)､ 239は 『景徳元宝』 景徳元年 (1004年)､ 240・241は 『祥符元宝』 祥符元年 (1008年)､ 242は 『祥

符通宝』 祥符元年 (1008年)､ 243・244は 『天聖元宝』 天聖元年 (1023年)､ 245は 『明道元宝』 明道元年

(1032年)､ 246～248は 『景祐元宝』 景祐元年 (1034年)､ 249は 『嘉祐元宝』 嘉祐元年 (1056年)､ 250～252

は 『煕寧元宝』 (1073年)､ 253は 『熈寧重宝』 熈寧六年 (1073年)､ 254・255は 『元豊通宝』 元豊元年 (1078

年)､ 256～259は 『元祐通宝』 (1086年)､ 260は 『紹聖元宝』 紹聖元年 (1094年)､ 261は 『聖宋元宝』 建中靖

国元年 (1101年)､ 262・263は 『大観通宝』 大観元年 (1107年)､ 264・265は 『政和通宝』 政和元年 (1111年)､

266・267は 『洪武通宝』 洪武元年 (1368年) で266は裏面に一銭の文字がある｡ 268は 『永楽通宝』 永楽六年

(1408年)､ 269は 『朝鮮通宝』 の世宋五年 (1423年) のものまで多彩である｡ 270～272は明確ではない｡

第84図は､ 土錘・石錘・小玉類である｡ 273～279はⅤａ区の遺構外から出土した総数157点の土錘の内

の７点である｡ 長さも3.10～5.35㎝､ 幅0.70～2.90㎝､ 重さ1.60～19.60ｇ､ 孔径も3.00～5.00㎜と大小さまざま

な土錘が出ている｡ 出土位置は調査区全域にちらばり､ ある地域に集中して発見されることは無いようだ｡

280～282は石錘である｡ 280は凝灰岩製､ 281は石鍋の転用品でススが付着し282と共に滑石製である｡ 283～

287は調査区西側のグリッドから多く出土している｡ 288は凹石である｡ 安山岩製で両面中央に最深２㎝程度

の深さをもつ｡
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(第85図)

Ⅴｂ区で検出した遺構は､ 溝跡１条､ 井戸跡２基､ 土坑15基である｡ なお､ 現地調査では､ 検出し掘削し

た柱穴や土坑は多数あったが､ 建物等を構成することはできなかった｡ 柱穴を含めた遺構分布は､ 調査区西

端及び南部に集中する｡ 井戸が南端に存在し､ 溝は北半に折曲部を検出した｡ 溝を境界に遺構の粗密が見ら

れ､ 柱穴は､ 西端に多く存在している｡

溝跡 S456

井戸跡 S374・479

土坑 S460・461・463・465・466・469・470・472・475・476・482・483・488・495・

497

各遺構・遺物の詳細は第86図～第93図・表17のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

S 】 (第86図)

S456は調査区の東上側から西下側に向かい､ かぎ形に伸びる大きな溝ある｡ 長さ49.5ｍ以上､ 幅2.2～

3.75ｍ､ 深さ約0.50ｍを測り､ 断面形は浅い皿状を呈している｡ 覆土は11層に分層される｡ この遺構か

らの出土遺物としては､ 289～291の土師器と292の内面に花文を有する青磁椀がある｡ また､ 293の長さ

約19.5㎝の剣も出土している｡ 289は皿である｡ ５㎜程度の大きな長石を含み焼きも弱い｡ 290・291は

杯である｡ 291は､ 焼成後と考えられる穿孔がある｡ また､ 図化していないが６点の土錘も出土してい

る｡

�

S (第88図)

S479は調査区の南西部に位置する､ 長軸2.20ｍ､ 短軸2.00ｍ､ 深さ0.75ｍ以上を測るものである｡ 平

面形はほぼ円形となっており､ 石組みが施され､ その中から残りはよくないが木枠が検出された｡ 遺構

も浅く遺物も少ないため､ 確定はできないが井戸跡としておく｡ 図化していないが､ ２点の土錘が出土

する｡

S (第89図)

S374は調査区南端部に位置し､ Ⅴａ区とも一部共有するしっかりとした木枠を持つ井戸である｡ 長

軸4.35ｍ､ 短軸4.00ｍ､ 深さ0.85ｍを測る｡ 木枠の中から写真図版145 (Ⅴｂ区出土遺物) に掲載した､

木製の椀と木錘と杓子らしきものが出土した｡

�

S (第90図)

S469は長軸0.83ｍ､ 短軸0.78ｍを測り､ 平面形はほぼ円形を呈する｡ 深さ0.23ｍと浅いが覆土は４層

に分層される｡ 最下層には､ 焼土が含まれていた｡ 294・295は土師器の皿で､ 294には糸切りした底部

に焼成後に加工したと思われる穿孔がある｡ 296～297は土師器の杯で､ 296は風化著しいが糸切りと考

えられる｡ 297は糸切りの底部をもつ｡

S (第90図)

S461は長軸2.80ｍ､ 短軸1.60ｍ､ 深さ0.28ｍを測り､ 南部に段を持ち深くなる｡ 平面形は楕円形を呈

する｡ 覆土は２層に分層され､ 上層には焼土・炭が混じる｡ 遺物は298で､ 糸切り痕の残る小型土師器
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第85図 �ｂ区遺構配置図 (S=1/350)
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第88図 �ｂ区井戸跡 (Ｓ479) 実測図

第87図 溝跡 (Ｓ456) 出土遺物実測図
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第89図 井戸跡 (Ｓ374) 実測図

第３章 調査の成果



の杯である｡ 風化は進んでいるもののつくりは丁寧である｡

S (第90図)

S465は長軸0.80ｍ､ 短軸0.70ｍ､ 深さ0.20ｍを測り､ 平面形はほぼ円形である｡ 覆土は､ 黒褐色粘質

土の単一層である｡

S (第90図)

S460は長軸1.06ｍ､ 短軸0.98ｍ､ 深さ0.27ｍを測り､ 平面形は円形を呈する｡ 覆土掘り込みはほぼ垂

直であり､ 底面も平らである｡ 覆土は２層に分層できる｡

S (第91図)

S463は長軸1.16ｍ､ 短軸0.88ｍ､ 深さ0.32ｍを測り､ 平面形はほぼ円形である｡ 覆土は２層で､ 両層

ともに焼土・炭を若干含む｡

S (第91図)

S466は長軸0.88ｍ､ 短軸0.52ｍ､ 深さ0.28ｍを測り､ 東西に長い｡ 覆土は２層に分かれる｡

S (第91図)

S470は長軸1.30ｍ､ 短軸0.58ｍ､ 深さ0.18ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈する｡ 覆土は２層に分層で

きる｡

S (第91図)

S472は長軸1.60ｍ､ 短軸1.35ｍ､ 深さ0.29ｍを測り､ 平面形は円形である｡ 東へ二つの段を持ち落ち

ていく｡ 覆土は４層に分層でき､ 上層には焼土・炭を含むが③層東側に炭のブロックが集中して見られ

た｡

S (第91図)

S482は長軸1.58ｍ､ 短軸1.00ｍ､ 深さ0.33ｍを測り､ 平面形はほぼ円形を呈する｡ 覆土は４層に分層

でき､ 各層ともに粘性が強い｡

S (第91図)

S483は長軸1.35ｍ､ 短軸1.10ｍで､ 平面形は円形を呈する｡ 深さ0.32ｍを測る｡ 覆土は２層に分層で

きる｡ 南へ緩やかに落ち､ 底部は若干の凹凸がある｡

【S497・495】 (第92図)

S497は長軸0.83ｍ､ 短軸0.60ｍ以上､ 深さ0.13ｍを測り､ 495号土坑に切られる｡ 覆土は灰黄褐色粘質

土の単一層である｡

S495は長軸1.70ｍ､ 短軸1.10ｍ､ 深さ0.28ｍを測り､ 平面形は楕円形｡ 覆土は３層に分かれるが､ 大

半を占める③層には､ 鉄分が多く含まれていた｡

S (第92図)

S475は長軸0.98ｍ､ 短軸0.42ｍ､ 深さ0.28ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈する｡ 覆土は３層に分かれ

上層には炭が多く含まれる｡

S (第92図)

S476は長軸0.73ｍ､ 短軸0.54ｍ､ 深さ0.19ｍを測り､ 平面形は円形､ 断面形は逆三角形である｡ 覆土

は２層に分層できる｡

S (第92図)

S488は長軸0.90ｍ､ 短軸0.80ｍ以上､ 深さ0.36ｍを測る｡ 覆土は粘質土の単一層で､ 鉄分を多く含む｡
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第90図 �ｂ区土坑 (Ｓ469･461･465･460) 実測図及び出土遺物実測図
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第91図 土坑 (Ｓ463･466･470･472･482･483) 実測図
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表17 �b区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
�b S456 溝 49.5～ 3.60 0.50 �b S470 土坑 1.30 0.58 0.18
�b S479 井戸 2.20 2.00 0.75 �b S472 土坑 1.80 1.35 0.29
�b S374 井戸 4.35 4.00 0.85 �b S482 土坑 1.58 1.00 0.33
�b S469 土坑 0.83 0.78 0.23 �b S483 土坑 1.35 1.10 0.32
�b S461 土坑 2.80 1.60 0.28 �b S497 土坑 0.83 0.60～ 0.13
�b S465 土坑 0.80 0.70 0.20 �b S495 土坑 1.70 1.10 0.28
�b S460 土坑 1.06 0.98 0.27 �b S475 土坑 0.98～ 0.42 0.28
�b S463 土坑 1.16 0.88 0.32 �b S476 土坑 0.73 0.54 0.19
�b S466 土坑 0.88 0.52 0.28 �b S488 土坑 0.90 0.80～ 0.36

第92図 土坑 (Ｓ497･495･475･476･488) 実測図

第３章 調査の成果



ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第93図)

299は､ 陶器の椀である｡ 内外面に釉薬垂れが見られ､ 体部はゆるやかに立ち上がる｡ 削り出し高台でつ

くりは丁寧である｡ 300は､ 青磁で皿としたものである｡ 体部は外反しながらも直線的に立ち上がる｡ 釉は

高台・外面底部の一部にはかからない｡ 口縁端部に輪花を有する｡ 301～305は銅銭である｡ 301は一部欠損

するも 『景徳元宝』 景徳元年 (1004年) 鋳造で､ 302～304は鉄分包含層のPitから出土し302は 『皇宋通宝』

宝祐二年 (1039年) 鋳造､ 303は 『熙寧元宝』 元豊元年 (1068年) 鋳造､ 304は 『元豊通宝』 元豊元年 (1078

年) 鋳造である｡ 305は 『熙寧元宝』 である｡ 306・307は土錘である｡ 他に､ 図化していない物が19点出土

している｡ 308は滑石製の石錘で､ 石鍋の転用品らしくススが付着している｡ 309は安山岩の凹石で､ 長さ8.5

㎝､ 幅7.7㎝で､ 凹部最深0.6㎝である｡
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第93図 �ｂ区出土遺物実測図
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(第94図)

Ⅵ区で､ 確認した遺構は､ 掘立柱建物跡６棟､ 溝跡１条､ 井戸跡２基､ 土抗23基である｡

なお､ 現地調査では､ 検出し掘削した柱穴や土坑は多数あったが､ 建物等を構成することは出来なかった｡

柱穴を含む遺構分布は､ 掘立柱建物跡は中央部と北側にあり､ 溝跡は南部に１条のみ､ 土坑は､ 南部と全体

に分布する｡

掘立柱建物跡 SB108・111・112・113・114・116

溝跡 S291

井戸跡 S290

土坑 S299・332・293・292・298・294・296・297・310・314・315・318・319・

311・312・326・313・325・327・321・322・331・344

各遺構・遺物の詳細は第95図～第105図・表18・表19のとおりである｡ 以下は各遺構を概観する｡

�

SB (第95図)

SB108は調査区の中央部に位置する遺構で､ ３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ5°Ｅで建

物方向は南北である｡ 一部のみ調査区外である｡ この遺構から､ 310の上部にヘラ記号のある須恵器の

蓋が出土した｡

SB (第95図)

SB111は調査区の中央部西に位置し､ (１)間×２間の側柱建物である｡ 建物全体の規模は西側が調査

区外に柱穴が存在すると思われるので不明である｡ 桁行方向はＮ45°Ｅでほぼ東西棟と推定する｡

SB (第96図)

SB112は調査区の北部に位置する遺構で､ ３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ87°Ｅで建物

方向は､ ほぼ東西棟である｡

SB (第96図)

SB113は112号掘立柱建物とほぼ重なる様に建つ､ ３間×２間の側柱建物である｡ 桁行方向はＮ85°Ｅ

でほぼ東西方向である｡

SB (第97図)

SB116は調査区の中央部東に位置する｡ ３間×(１)間の側柱建物で､ 桁行方向はＮ40°Ｅでほぼ東西

方向である｡ 遺構の東側が調査区外になるので､ 全体の規模は不明である｡

SB (第97図)

SB114は調査区の南東部に位置し､ (２)間×２間の側柱建物であろう｡ 東側が調査区外となる為､ 建

物全体の規模不明である｡ 桁行方向はＮ82°Ｅである｡

�

S (第98図)

S291は調査区の中央部南で東西に伸びる遺構である｡ 長さ12.12ｍ以上､ 幅1.47ｍ､ 深さ0.39ｍを測る｡

覆土は､ ５層に分層される｡ 出土遺物は､ 311の高台付き杯と321の土錘である｡ また図化していないが､

５点の土錘が出土している｡
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第94図 �区遺構配置図 (S=1/250)

第８節 Ⅵ区の調査
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第95図 �区掘立柱建物跡 (SB108･111) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果
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第96図 掘立柱建物跡 (SB112･113) 実測図
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表18 �区 掘立柱建物跡 (SB) 計測表

区 遺構
番号 間数 桁長 梁長 向き 型式 方位 桁裄平均 梁間平均 柱穴直径 柱穴深さ

ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 ｍ 尺 cm cm
� SB108 3×2 6.40 21.12 4.10 13.53 南北 側柱 N ５°W 2.12 7.00 2.05 6.77 24～46 16～50
� SB111 2×(1) 3.86 12.73 2.25 7.42 東西 側柱 N 45°E 1.93 6.37 2.22 7.33 26～38 8～16
� SB112 3×2 6.60 21.78 4.07 13.43 東西 側柱 N 87°W 2.20 7.26 2.03 6.70 24～40 26～46
� SB113 3×2 5.10 16.83 3.50 11.55 東西 側柱 N 85°E 1.70 5.61 1.75 5.78 27～34 10～32
� SB116 3×(1) 6.10 20.13 2.00 6.60 東西 側柱 N 40°W 2.03 6.70 2.00 6.60 13～40 13～20
� SB114 (2)×2 3.60 12.34 4.10 13.53 東西 側柱 N 82°E 1.87 6.17 2.05 6.77 28～42 34～62

第97図 掘立柱建物跡 (SB116･114) 実測図

第３章 調査の成果
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第98図 �区溝跡 (Ｓ291) 実測図及び出土遺物実測図
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�

S (第99図)

S290は調査区の中央部に位置し､ 長軸3.19ｍ､ 短軸0.88ｍ､ 深さ0.66ｍを測る｡ 覆土は11層に分かれ､

素掘りの井戸ではないかと､ 推定される｡ この遺構からは､ 313の鉄鋤先が出土している｡

�

S (第99・100図)

S332は290号井戸跡にほとんど切られている｡ 長軸1.2ｍ以上､ 短軸0.58ｍ以上､ 深さ0.33ｍを測り､

覆土は暗褐色粘質土の単一層である｡ 出土遺物は､ 314・315の甕である｡ 316は土錘で､ 図化していな

いが､ もう１点出土している｡

S (第101図)

S321と322は調査区の南端にあり一緒に検出された｡ S321は長軸1.63ｍ､ 短軸0.88ｍ､ 深さ0.17ｍを測

り､ S322は長軸2.30ｍ以上､ 短軸は0.99ｍ､ 深さ0.13ｍを測る｡ 317は､ S321から出土した土師器の杯で

ある｡

S (第101図)

S299は北端に位置する遺構である｡ 長軸1.43ｍ､ 短軸1.05ｍ､ 深さ0.40ｍを測り､ 平面形は方形｡ こ

の遺構からは319の滑石製の石錘が出土している｡

S (第102図)

S292は調査区の南部にあり､ 291号溝跡の南側に位置する｡ 長軸3.32ｍ以上､ 短軸2.72ｍを測り､ 深さ

は0.10ｍを測り､ 覆土は黒褐色粘質土の単一層だが､ 小さな土坑に切られる｡ 319の石錘が出土した｡

S (第102図)

S293は292号土坑に隣接する遺構である｡ 長軸2.88ｍ､ 短軸2.50ｍ､ 深さ0.42ｍを測る｡ 平面形は楕円

形を呈し､ 覆土は３層に分層される｡

S (第102図)

S294・298は292号土坑の西南側を切る遺構である｡ 径は1.10ｍと1.20ｍ程度のほぼ円形を呈する｡

S (第102図)

S296・297は292号土坑の北東側を切る遺構である｡ 大きさ1.00ｍ弱､ 深さは0.30ｍ前後で､ 平面形は

ほぼ円形である｡

S (第103図)

S313は292号土坑の北側にあり､ 長軸1.15ｍ､ 短軸0.82ｍ､ 深さ0.10ｍを測り､ 平面形は楕円形を呈し､

覆土は単一層である｡ 320はこの土坑から出土した土錘である｡

S (第103図)

S325は313号土坑の隣接する遺構である｡ 長軸0.83ｍ､ 短軸0.81ｍ､ 深さ0.13ｍを測り､ ほぼ円形であ

る｡

S (第103図)

S311・344は291号溝跡の北側に位置し､ 平面形はほぼ円形で､ ２層に分層される｡ S344の東半分は

調査区外にある｡ 覆土は単一層である｡

S (第103図)

S312は調査区の南部にあり､ 径9.00ｍ前後の円形を呈する｡ 覆土は単一層である｡

S (第103図)

S314・315は調査区の中央部にある111号・116号掘立柱建物跡の間に位置する｡ S314はほぼ円形を呈
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第99図 �区井戸跡 (Ｓ290) ･土坑 (Ｓ332) 実測図及び出土遺物実測図 (１)

第８節 Ⅵ区の調査
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第101図 土坑 (Ｓ321･322･299) 実測図及び出土遺物実測図

第100図 土坑 (Ｓ332) 出土遺物実測図 (２)

第３章 調査の成果
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第103図 土坑 (Ｓ313･325･311･344･312･314･315･326) 実測図及び出土遺物実測図

第３章 調査の成果



し､ 楕円形のS315を切る｡ 覆土は単一層である｡

S (第103図)

S326は調査区の中央部にあり､ 長軸0.70ｍ､ 短軸0.55ｍ､ 深さ0.18ｍを測り､ 平面形は円形である｡

覆土は黒褐色粘質土の単一層である｡

S (第104図)

S327は調査区の北部の112号掘立柱建物跡の西側にあり､ 長軸0.78ｍ､ 短軸0.77ｍ､ 深さ0.11ｍを測り､
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第104図 土坑 (Ｓ327･310･331･318･319･328) 実測図

第８節 Ⅵ区の調査
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第105図 �区出土遺物実測図

第３章 調査の成果



平面形は円形である｡ 覆土は黒褐色粘質土の単一層である｡

S (第104図)

S310は調査区の北側にあり､ 約半分は調査区外にある｡ 長軸0.68ｍ以上､ 短軸0.24ｍ以上で､ 深さは

0.42ｍと深く､ 覆土は３層に分かれる｡

S (第104図)

S331は調査区の北側に位置し､ 長軸1.36ｍ､ 短軸0.58ｍ､ 深さ0.12ｍを測る｡ 覆土は単一層である｡

S (第104図)

S318は331号土坑の東側にあり､ 径0.70ｍ前後を測り､ 平面形はほぼ円形､ 断面形も浅い皿状である｡

覆土は､ 黒褐色粘質土の単一層である｡

S 】 (第104図)

S319は調査区の北側にあり､ 平面形はほぼ円形､ 断面形も浅い皿状である｡ 覆土は､ 黒褐色粘質土

の単一層である｡

S (第104図)

S328は調査区の北端に位置する｡ 長軸1.14ｍ､ 短軸0.85ｍ､ 深さ0.20ｍを測る｡ 覆土は黒褐色粘質土

の単一層である｡

ここでは､ ２. 遺構・遺物で遺構と共に述べられなかった遺物を概観する｡ なお､ 出土地点､ 法量､ 調整､

色調､ 胎土等の詳細については､ 別表のとおりである｡

(第105図)

321・323は､ 土師器の杯と甕である｡ 322は須恵器の壺で､ 内面に同心円文の当て具痕と外面にタタキ痕

が残る｡ 324～326は須恵器の土器である｡ 327は龍泉窯系の青磁の椀である｡ 内面にヘラ描き文がある｡ 328

は天草砥石である｡ 329は滑石製の石錘である｡ その他､ 図化していないが､ 総数62点の土錘がグリッドか

ら出土される｡ しかし､ 完形は20点前後である｡ とくにＭ－９Ｇから14点が検出された｡
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表19 �区検出遺構一覧表 (単位：ｍ)
区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ 区 遺構番号 遺構名 長軸(長さ) 短軸(幅) 深さ
� S291 溝 12.12～ 1.47 0.39 � S325 土坑 0.83 0.81 0.13
� S290 井戸 3.19 0.88 0.66 � S311 土坑 0.72 0.68 0.14
� S332 土坑 1.20～ 0.58～ 0.33 � S344 土坑 0.91 0.44～ 0.18
� S321 土坑 1.63 0.88 0.17 � S312 土坑 0.92 0.82 0.14
� S322 土坑 2.30 0.99 0.13 � S314 土坑 0.71 0.69 0.10
� S299 土坑 1.43 1.05 0.40 � S326 土坑 0.70 0.54 0.18
� S292 土坑 3.32～ 2.72 0.10 � S327 土坑 0.74 0.73 0.11
� S293 土坑 3.00 0.61 0.42 � S310 土坑 0.68～ 0.24～ 0.42
� S294 土坑 1.11 1.10 0.33 � S331 土坑 1.36～ 0.58～ 0.12
� S296 土坑 0.84 0.79 0.18 � S318 土坑 0.78 0.64 0.12
� S297 土坑 0.97 0.81 0.22 � S319 土坑 0.68 0.57 0.14
� S298 土坑 1.11 1.10～ 0.31 � S328 土坑 1.14 0.85 0.20
� S313 土坑 1.15 0.82 0.10

第８節 Ⅵ区の調査



各調査区の調査成果の中で､ 遺構の主軸が判断できる掘立柱建物跡､ 柵列跡､ 溝跡の主軸に着目すると､

大きく次の三つにわけることができる｡ Ａ：北西～南東方向の主軸またはその方向と直交する主軸をもつ｡

Ｂ：Ａより主軸が東側に振れるもの｡ Ｃ：北～南方向の主軸またはその方向と直交する主軸をもつ｡ このＡ

～Ｃの分類を調査区ごとに見てみると下記のようになる｡

Ⅰａ区

Ａ：掘立柱建物跡４棟 (SB27～29・53)､ 柵列跡３基 (SA６～８)､ 溝跡２条 (S18・71)

Ｂ：掘立柱建物跡１棟 (SB26)

Ｃ：掘立柱建物跡１棟 (SB24)

Ⅲ区

Ａ：掘立柱建物跡１棟 (SB53)､ 柵列跡２基 (SA18・20)

Ｂ：掘立柱建物跡１棟 (SB48)

Ⅰｂ区

Ａ：掘立柱建物跡８棟 (SB12～15・19～21・23)､ 柵列跡２基 (SA３・４)､ 溝跡２条 (S20・21)

Ⅱ区・Ⅳｂ区

Ａ：掘立柱建物跡３棟 (SB37・69・78)､ 柵列跡３基 (SA12・14・25)､ 溝跡３条 (S112・115・226)

Ｂ：掘立柱建物跡１棟 (SB68)

Ⅳａ区

Ａ：掘立柱建物跡１棟 (SB79)､ 溝跡１条 (S224)

Ⅴａ区

Ａ：掘立柱建物跡５棟 (SB101・118・130・132・136)､ 溝跡１条 (S284)

Ｂ：掘立柱建物跡４棟 (SB82・92・99・124)

Ⅴｂ区

Ａ：溝跡１条 (S456)

Ⅵ区

Ａ：掘立柱建物跡２棟 (SB111・116)

Ｂ：溝跡１条 (S291)

Ｃ：掘立柱建物跡４棟 (SB108・112～114)

分類した結果を見ると､ Ａに分類した遺構が最も多く､ 44基である｡ Ｂに分類した遺構が８基､ Ｃに分類

した遺構が５基である｡ Ａの主軸が振れたものがＢであるので､ 両者には大きな時期差はないと考えられる｡

そのことから､ ＡとＢに分類した遺構が主流になると推定できる｡ 全調査区を見ると､ 掘立柱建物跡の重複

状況が最も多いのが４時期である｡ しかし､ 遺構の切り合い関係が明確に確認できていないので､ 遺構の前

後関係が分からない｡

これらの遺構の時期については､ 個別に判断できる資料がないため､ 出土した遺物から判断すると12世紀

中葉から14世紀中葉と考えることができる｡ 上記の分類の対象にした遺構の他に､ 井戸跡､ 土壙墓などが検

出されており､ 今回発掘調査した部分は､ 中世の集落跡として位置づけることができる｡
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今回の調査で確認した中世の集落跡の性格を判断するには､ 遺跡が立地する地域の歴史的環境､ 地理的環

境から考察する必要がある｡

遺跡が位置する芦北地域は古代から近世にかけての交通上の要衝であった｡ 古代においては､ ｢延喜式｣

駅路である ｢佐色駅｣ が設置されていた｡ 当遺跡と隣接する花岡木崎遺跡からは､ この駅に関連する文書木

簡と考えられるものが井戸跡から出土している｡ 木簡には ｢佐色｣ や駅制に係わる文字が確認されている

(宮崎2009)｡

近世になると､ 八代海 (不知火海) に沿ってほぼ南北方向に薩摩街道が整備される｡ 薩摩街道は､ 川尻

(熊本市) ・松橋 (宇城市) ・小川 (宇城市) ・八代 (八代市) ・日奈久 (八代市) ・田浦 (芦北町) ・佐

敷 (芦北町) ・水俣 (水俣市) を経て袋 (水俣市) で薩摩国境になる｡ また､ 佐敷から東側に分岐した人吉

街道も整備された｡ 人吉街道は佐敷から東進し球磨川左岸に沿って一勝地までのぼり､ 渡利の渡しで右岸に

渡り､ 中神を経て人吉城下に入る (松本他1999)｡

肥後国内の近世舟路としては､ 慶安四年の ｢江戸江差し上げ候御帳の控｣ に37浦が記録されており､ 芦北

郡には､ 日奈久浦､ 田浦､ 海浦､ 佐敷浦､ 津奈木浦､ 水俣浦､ 袋浦があげられている (松本他1999)｡ これ

らの中で､ 佐敷浦が当遺跡に近接した港である｡

この佐敷浦を外港として利用したのは､ 近世の佐敷城跡 (花岡城跡) の時期である｡ この佐敷城跡は当遺

跡の西側にあり､ 佐敷川の流路が大きく北側に変化する地点の西側に近接している｡ 近世佐敷城の城下町は

城の東側に隣接して存在した｡ この城下町内をほぼ南北方向に薩摩街道が通っている｡

中世期には近世街道とは異なるルートが想定されている｡ 中世の薩摩街道は､ 潮の干満の影響を受けずに

川の徒歩渡りが可能である現在の栫橋付近を南下するルートを推定してある｡ 中世の人吉街道はこの栫橋付

近で分岐し､ 佐敷東の城跡が立地する丘陵の裾部沿って北西～南東方向の伸びるルートを想定してある (鶴

島2000)｡

この中世人吉街道の想定ルートが伸びる方向と一致するのが上記１でまとめたＡに分類した遺構である｡

当遺跡の主流となるのがＡ・Ｂに分類した遺構であることから､ 中世人吉街道の伸びる方向を意識した主軸

をもつ建物等が存在していたことになる｡ つまり､ 中世人吉街道に沿った集落であったと考えることができ

る｡ 鶴島氏もこのルート沿いに中世の城下町を想定している (鶴島2000)｡

集落全体を調査していないので､ 遺跡の全容は不明であるが､ 中世人吉街道沿いに､ かなり大規模な集落

が展開していたと推定できる｡ 当遺跡の遺構の切り合い関係が明確でないため､ Ｃに分類した遺構とＡ・Ｂ

に分類した遺構の前後関係が分からない｡ Ｃに分類した遺構は､ 中世人吉街道沿いに集落が展開した時期よ

り前の時期または後の時期と推定できる｡

ここで､ 課題となるのが佐敷東の城の築造時期と集落跡の時期の問題である｡ 佐敷東の城は文献資料､ 遺

構の特徴から築造時期を16世紀前半に比定してある (鶴島2000)｡ 集落跡の時期は12世紀中葉から14世紀中

葉と考えた｡

佐敷東の城へ登り道は３ルートあり､ 各ルートの登り口に乙千屋・栫・宮浦の集落が存在している｡ その

位置的な関係から､ 佐敷東の城に関係深い集落と考えることができる (鶴島2000)｡ これらの集落の成立時

期が不明であるが､ 城の築造時期とほぼ同時期の16世紀前半頃と推定すれば､ 当遺跡で確認した集落はこれ

らの集落より先行する集落として考えることができる｡ 城の登り口に展開された集落の中で､ 南西麓に存在

する栫集落が両者の位置関係から､ 当遺跡と最も関係が深いと思われる｡
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下
の
雲
母
､
長
石
､
赤
色

粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

11
3

杯
(土
師
器
)

�
a区

S1
8

一
括

(1
0.
5)

6.
3

2,
3

ヨ
コ
ナ
デ

糸
切
り
､
ヨ
コ
ナ
デ

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/ 6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤
褐

色
粒
､
黒
色
粒
等

良
好

3/
4

12
4

杯
蓋

(須
恵
器
)

�
a区

S7
7

一
括

(1
2.
8)

－
5.
0

回
転
ナ
デ
､
沈
線
状
の

工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､

回
転
ヘ
ラ
切
り
､
ヘ
ラ
描
き
文

灰
白

2.
5Y
8/
1

灰
白

2.
5Y
8/
2

石
英
と
長
石
の
微
細
粒
を
少
量
含

み
､
粗
い

良
好

1/
2

15
6

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
69

№
1,

一
括

15
.2

8.
7

3.
9

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕
､

板
状
圧
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

長
石

良
好

1/
2

15
7

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
37

一
括

(1
2.
6)

6.
6

4.
3

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

石
英

良
好

1/
3

16
9

短
頸
壷

(土
師
器
)

�
区

S1
46

,
14
7

一
括

(1
2.
4)

－
11

.2
～

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
､
粘

土
重
ね
痕
､
ヨ
コ
ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
メ
痕
､
ナ
デ
､

ヨ
コ
ナ
デ

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

1～
3㎜
の
石
英
､
長
石
､
雲
母
､

褐
色
粒

良
好

約
1/
3

17
10

杯
(瓦
質
土
器
)

�
区

S1
99

一
括

11
.8

5.
0

4.
05

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
貼
付
高
台

灰
白

10
YR
8/
2

橙
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
と
2㎜
以
下
の
雲
母
､
3㎜
以
下

の
黒
色
粒
子

良
好

1/
2

17
11

椀
(瓦
器
)

�
区

S1
99

Pi
t1

,
一
括

(1
5.
8)

(5
.3
)

5.
6

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

灰
白

2.
5Y
8/
2

淡
黄

2.
5Y
8/
3

長
石
と
石
英
の
微
細
粒
､
精
緻

良
好

1/
2弱

20
12

蓋
(須
恵
器
)

�
a区

E-
5 G

�
層

一
括

(1
3.
0)

－
4.
1

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

3㎜
以
下
の
白
色
粒
子
を
少
量
含

み
､
精
緻

良
好

1/
3

20
13

模
倣
杯

(土
師
器
)

�
a区

D-
5G

2層
№
6,
7

10
.1

－
4.
7

摩
滅
(ヨ
コ
ナ
デ
)

摩
滅
(ヨ
コ
ナ
デ
)

に
ぶ
い
褐

7.
5Y

R7
/3

に
ぶ
い
褐

7.
5Y

R6
/4

石
英
と
角
閃
石

良
好

4/
5

21
15

皿
(土
師
器
)

�
区

B-
5G

一
括

(9
.2
)
(6

.9
)

1.
3

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切
り

灰
白

10
YR
8/
2

灰
白

10
YR
8/
2

長
石

良
好

1/
3

21
16

杯
(土
師
器
)

�
区

D-
5G

,
C-
5G

Pi
t5

(7
.3
)
(4

.0
)

2.
8

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
1/
3

21
17

模
倣
杯

(土
師
器
)

�
区

一
括

(1
1.
3)

－
4.
7

工
具
ナ
デ

工
具
ナ
デ

淡
黄

2.
5Y
7/
3

黄
灰
2.
5Y
4/
1
石
英
と
長
石

良
好

2/
3

21
18

杯
蓋

(土
師
器
)

�
区

一
括

(1
4.
2)

－
5.
0～

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

橙
7.
5Y

R7
/6

2㎜
以
下
の
石
英
を
少
量
､
長
石

の
細
粒

良
好

約
1/
2弱

21
19

高
杯

(土
師
器
)

�
区

A-
3G

.4
G
�
層

Pi
t6

(1
3.
8)

－
4.
9～

ナ
デ
､
赤
彩

ナ
デ
､
工
具
ナ
デ
､
赤
彩

橙
5Y

R7
/6

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
長
石
､
石
英
､
角
閃
石
､
赤
色
粒

良
好

1/
4

21
20

高
杯

(土
師
器
)

�
区

A-
3G

.4
G
�
層

一
括

12
.2

－
6.
5～

工
具
ナ
デ

工
具
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

長
石
､
石
英
､
赤
色
石

良
好

上
部
2/
3

21
21

高
杯

(土
師
器
)

�
区

A-
3G

�
層

14
.4

－
6.
4～

杯
部
調
整
不
明
､
赤
色

顔
料
､
脚
部
工
具
痕

調
整
不
明
､
赤
色
顔
料
痕

橙
5Y

R6
/8

橙
5Y

R7
/6

1～
7㎜
の
石
英
､
1㎜
位
の
長
石
､

雲
母
､
褐
色
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

21
22

杯
蓋

(須
恵
器
)

�
区

B-
5G

�
層

(1
0.
6)

－
3.
3

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
ヘ
ラ
描
き
文

灰
N6

/０
灰

N5
/０

1㎜
以
下
の
石
英
と
長
石
､
精
緻

良
好

2/
3

21
23

杯
身

(須
恵
器
)

�
区

一
括

(1
1.
0)

(5
.0
)

3.
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
灰
白

7.
5Y
7/
1

灰
10

Y6
/1

3㎜
以
下
の
長
石
と
2㎜
以
下
の
石

英
良
好

口
縁
部
3/
8

21
24

高
台
付
杯

(瓦
質
土
器
)

�
区

B-
5G

一
括

15
.4

6.
7

5.
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
高
台
貼
付

淡
黄

2.
5Y
8/
3

淡
黄

2.
5Y
8/
3

精
緻

良
好

3/
4

21
25

椀
(黒
色
土
器
)

�
区

B-
5G

№
6

(1
6.
6)

－
4.
8～

ハ
ケ
メ
の
ち
内
黒
､

ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
黒
色

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
､
ヨ
コ

ナ
デ
の
ち
黒
色

黒 N2
/

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

長
石
の
細
粒
､
ガ
ラ
ス
片

良
好

約
1/
2
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表
21
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(２
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

21
26

皿
(白
磁
)

�
区

B-
4G

Pi
t3

10
.3

4.
0

2.
7

蛇
の
目
釉
剥
ぎ
(カ
ン
ナ
痕
･

離
れ
砂
)､
沈
線
､施
釉

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(カ
ン
ナ
痕
)､

沈
線
､ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､施
釉

灰
白

5Y
7/
1

灰
白

5Y
7/
1

1㎜
以
下
の
黒
色
粒
子
､
精
緻

良
好

3/
4

25
37

皿
(土
師
器
)

�
b区

SB
19

Pi
t1
2

8.
1

6.
4

1.
4

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

長
石
と
赤
色
粒

良
好

完
形

26
38

杯
(土
師
器
)

�
b区

SB
21

Pi
t7

12
.2

8.
2

3.
8

回
転
ナ
デ

ヘ
ラ
切
り
(左
)､
回
転
ナ

デ
橙

5Y
R7

/6
橙

5Y
R7

/6
長
石
細
粒
､2
㎜
以
下
の
石
英
､雲

母
､赤
色
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

30
39

杯
(土
師
器
)

�
b区

S2
2

一
括

(8
.4
)

1.
5

6.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R6
/6

2㎜
程
度
の
黒
色
粒
､
赤
褐
色
粒
､

長
石

良
好

2/
3

31
40

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
一
括

(9
.0
)

7.
2

1,
9

ヨ
コ
ナ
デ

糸
切
り
､
ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

10
YR
8/
2

灰
白

10
YR
8/
2

1,
5㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
黒

曜
石

良
3/
4

31
41

杯
(土
師
器
)

�
b区

S3
№
6,
9
(1
2.
9)

10
.5

2.
85

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙

YR
7/
4

に
ぶ
い
橙

YR
7/
4

4.
5㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
､
角
閃

石
､
石
英
､
長
石
､
石
な
ど

良
好

口
縁
部
分
が

4/
5欠
損

31
42

皿
(白
磁
)

�
b区

S1
0

①
11

.6
8.
2

2.
1

回
転
ナ
デ
､
施
釉

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
､
施
釉

灰
白

10
Y8

/1
灰
白

10
Y8

/1
精
緻

良
好

2/
3

32
44

皿
(土
師
器
)

�
b区

S8
一
括

8.
4

3.
0

1.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/7

1㎜
以
下
の
角
閃
石
､
石
英
､
長

石
､
黒
曜
石
､
赤
褐
色
粒
､
砂
粒

良
好

口
縁
部
分
1/
3

欠
損

32
45

摺
鉢

(瓦
質
土
器
)
�

b区
S5
2

一
括

(1
8.
7)

20
.4

(9
.5
)
タ
テ
ヨ
コ
方
向
ハ
ケ
目
・

ヨ
コ
方
向
に
ハ
ケ
目
調
整

タ
テ
方
向
ハ
ケ
目
､

ハ
ケ
目
後
ナ
デ

灰
白

10
Y8

/1
灰

5Y
6/
1･

N6
/
2㎜
以
下
の
角
閃
石
､
石
英
､
黒

色
粒
､
石
な
ど
含
む

良
1/
2

34
47

皿
(土
師
器
)

�
b区

S3
4,
48

一
括

8.
4

7.
6

1.
15

ナ
デ

ナ
デ
､
糸
切
り

浅
黄
橙

10
YR
8/
6

浅
黄
橙

10
YR
8/
4

1㎜
以
下
の
角
閃
石
､
雲
母
､
赤

褐
色
粒
､
石
な
ど
含
む

良
ほ
ぼ
完
形

34
48

皿
(土
師
器
)

�
b区

S4
5

一
括

7.
9

6.
1

1.
3

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕
の

ち
圧
痕

褐
灰

10
YR
1/
5

黄
橙

10
YR
8/
6

長
石
と
角
閃
石

良
好

完
形

34
49

杯
(土
師
器
)

�
b区

S3
4

一
括

13
.1

8.
2

2.
95

ナ
デ
(磨
滅
し
て
い
る
)
糸
切
り
の
ち
ナ
デ

浅
黄
橙

10
YR
8/
4

褐
灰

10
YR
4/
1

2㎜
以
下
の
石
英
､
長
石
､
赤
褐

色
粒
黒
色
粒
､
砂
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

34
50

椀
(青
磁
)

�
b区

S4
5

③
(1
5.
2)

4.
8

6.
2

施
釉
(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
蓮
弁
文
､
施

釉
(貫
入
)

オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y5

/2
オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y5

/2
精
緻

良
好

底
部
完
存

34
51

摺
鉢

(瓦
質
土
器
)
�

b区
S3
4,

S4
5

一
括

26
.2

10
.3

11
.1

ハ
ケ
メ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
､
ケ
ズ
リ
､
ナ
デ
､

ヨ
コ
ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

灰
N6

/０
灰

N6
/０

1㎜
以
下
の
小
石
を
少
量

良
好

9/
10

35
52

皿
(土
師
器
)

�
b区

S4
8

№
2

7.
9

6.
4

1.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
橙

5Y
R7

/6
1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤
色

粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

35
53

皿
(土
師
器
)

�
b区

S4
8

一
括

7.
8

6.
3

1.
5

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/3

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

長
石
と
角
閃
石

良
好

完
形

40
55

皿
(土
師
器
)

�
b区

H-
8G

Pi
t1

7.
8

5.
9

1.
2

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R7
/8

橙
5Y

R7
/6

長
石
､
角
閃
石
､
赤
色
粒

良
好

完
形

40
56

皿
(土
師
器
)

�
b区

I-8
G

№
1

9.
0

1.
7

7.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
3

赤
褐
色
粒
(2
㎜
以
下
多
く
含
む
)､

黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

40
57

皿
(土
師
器
)

�
b区

S3
7

一
括

9.
0

7.
4

1.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤
色

粒
､
黒
色
粒

良
3/
4

40
58

杯
(黒
色
土
器
)
�

b区
F-
5G

Pi
t1
4

15
(1
0.
8)

－
2.
7

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
､
ヘ
ラ
起
こ
し

黒
N2

/０
黒

N2
/０

石
英
と
長
石

良
好

2/
3

40
59

杯
身

(須
恵
器
)

�
b区

H-
8G

�
層

10
.0

－
4.
6

回
転
ナ
デ
､
線
刻
？

回
転
ナ
デ
､ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ

デ
､タ
タ
キ
と
思
わ
れ
る
工
具
痕
に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
良
好

完
形

40
60

椀
(黒
色
土
器
)
�

b区
F-
6G

Pi
t2
4,

一
括

(1
5.
4)

7.
2

5.
5

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
､
ヨ

コ
ナ
デ
､
貼
り
付
け
高
台

暗
灰

N3
/

暗
灰

N3
/

密
良
好

約
2/
3
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表
22
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(３
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

40
61

杯
身

(土
師
器
)

�
b区

H-
7G

2層
11

.8
6.
3

4.
7

回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
の
ち
ナ
デ

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

7㎜
以
下
の
石
英
と
3㎜
以
下
の
赤

色
砂
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

40
62

蓋
(須
恵
器
)

�
b区

H-
7G

�
層

(1
1.
1)

－
4.
8～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
白

7.
5Y
7/
1

灰
N4

/０
1㎜
以
下
の
石
英
と
長
石
､
精
緻

良
好

1/
2

40
63

�
(須
恵
器
)

�
b区

H-
7G

�
層

胴
部
径

9.
7

－
6.
2～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
沈
線

灰
白

N7
/０

灰
白

N7
/０

4㎜
以
下
の
長
石
と
石
英
を
多
量

良
好

3/
4

40
64

杯
蓋

(須
恵
器
)

�
b区

H-
7G

�
層

№
1

11
.7
5

－
4.
1

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
灰
白

7.
5Y
8/
2

灰
白

7.
5Y
8/
2

4㎜
以
下
の
石
英
と
5㎜
以
下
の
長

石
良
好

3/
4

45
72

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
08

一
括

(1
2.
5)
(1
0.
0)

2.
7

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

3㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
角
閃

石
､
赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
3/
4

45
73

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
12

№
2

(1
3.
1)

(8
.1
)

3.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1.
5㎜
以
下
の
長
石
､
角
閃
石
､

雲
母
､
赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
1/
3

46
74

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
15

一
括

8.
3

7.
1

1.
3

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角

閃
石
､
赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
3/
4

46
75

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
15

№
1

(1
2.
0)

3.
2

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/8

橙
5Y

R7
/8

1㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
､
黒
色

粒
良
好

2/
3

47
76

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
10

№
4

9.
8

7.
0

3.
0

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤

色
粒
､
黒
色
粒

良
完
形

47
77

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
10

№
2,
9

15
.6

10
.0

3.
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/6

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

橙
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
石
英
､
赤
色
粒

良
好

4/
5

47
78

杯
(内
黒
土
器
)

�
区

S1
10

№
7

一
括

14
.3

9.
1

3.
2

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

灰
褐

7.
5Y

R5
/2

に
ぶ
い

7.
5Y

R7
/3

1㎜
以
下
の
長
石
､石
英
､赤
色

粒
と
多
量
の
黒
色
粒
子
､精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

47
79

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
10

№
5

(1
4.
5)

(9
.8
)

3.
0

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

浅
黄
橙

7.
5Y

R4
/1

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

1.
5㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤

色
粒
､
黒
色
粒

良
1/
3

48
80

杯
(土
師
器
)

�
区

S9
9

一
括

(9
.3
)

7.
3

1.
8

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
､
黒

斑
あ
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/3

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

2㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤

色
粒
､
黒
色
粒

良
3/
4

48
81

杯
(土
師
器
)

�
区

S1
05

一
括

12
.5

3.
1

6.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
角
閃
石
､
長
石

良
好

ほ
ぼ
完
形

52
83

杯
(土
師
器
)

�
b区

S2
30

一
括

12
.4

9.
0

3.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

赤
褐
色
粒
多
く
含
む
2㎜
程
の

黒
色
粒
､
雲
母
､
長
石
､
角
閃
石

良
ほ
ぼ
完
形

52
84

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
30

一
括

8.
6

6.
9

1.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
3

赤
褐
色
粒
､
長
石
､
砂
粒

良
ほ
ぼ
完
形

52
85

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
30

一
括

8.
7

7.
7

1.
45

ナ
デ

ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

2.
5㎜
以
下
の
石
英
､
黒
色
粒
､

赤
褐
色
粒
､
長
石

良
好

3/
4

52
86

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
30

一
括

8.
5

7.
0

1.
6

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
赤
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

52
87

杯
(土
師
器
)

�
b区

I-6
G

一
括

(1
2.
6)

7.
5

3.
3

ナ
デ

ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

2㎜
以
下
長
石
､
石
英
､
黒
色
粒

他
含
む

良
好

1/
2

52
88

杯
(土
師
器
)

�
b区

S2
30

一
括

(1
2.
3)

(8
.3
)

2.
9

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤
色

粒
､
黒
色
粒

良
1/
2

53
90

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
13

№
8

8.
8

7.
0

1.
6

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

褐
灰

10
YR
5/
1

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
角
閃

石
良
好

完
形
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表
23
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(４
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

53
91

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
13

№
6

8.
7

7.
4

1.
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
良
好

完
形

53
92

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
13

№
7

9.
4

8.
0

1.
7

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

褐
灰

7.
5Y

R5
/1

淡
赤
橙

2.
5Y

R
7/
4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R
7/
4

4㎜
以
下
の
石
英
､
2㎜
程
度
の
角

閃
石
､雲
母

良
好

完
形

53
93

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
13

№
4

8.
8

7.
1

1.
3

回
転
ナ
デ
､
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
良
好

2/
3

53
94

皿
(土
師
器
)

�
b区

S2
13

№
5

9.
0

8.
3

1.
6

回
転
ナ
デ
､
ナ
デ

回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

長
石
､赤
色
粒

良
好

完
形

53
95

椀
(青
磁
)

�
b区

S2
13

№
3

17
.2

5.
6

7.
4

回
転
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
描

き
文
様
､
施
釉
(貫
入
)
回
転
ナ
デ
､
施
釉
(貫
入
)
オ
リ
ー
ブ
黄

7.
5Y
6/
3

オ
リ
ー
ブ
黄

7.
5Y
6/
3

精
緻

良
好

完
形

55
97

杯
(土
師
器
)

�
区

I-6
G

Pi
t2

8.
4

6.
9

1.
4

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
赤
色

粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

55
98

杯
(土
師
器
)

�
区

I-5
G

№
13

12
.3

6.
2

3.
8

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

淡
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

淡
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

石
英
､
輝
石

良
好

3/
4

55
99

皿
(土
師
器
)

�
区

K-
6G

Pi
t3

8.
4

1.
55

7.
2

ナ
デ

糸
切
り
､
板
状
圧
痕
あ
り

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
3

赤
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

55
10
0

杯
(土
師
器
)

�
区

H-
5G

一
括

(1
1.
15
)
(6

.1
)
3.
55

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

石
英
､
角
閃
石
､
赤
褐
色
粒
､
砂

粒
､
黒
色
粒

良
好

1/
4

55
10
1

杯
(土
師
器
)

�
区

H-
5G

№
41

(1
2.
4)

(6
.1
)
3.
55

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

3㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
､
石
英
､

黒
色
粒
他
含
む

良
好

1/
2強

55
10
2

杯
(土
師
器
)

�
区

H-
5G

№
17

(1
2.
4)

4.
8

6.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
ヘ
ラ
き
り
？

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R 7
/4

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
赤
褐
色
粒
､
3㎜
程
度
も
あ
り
大

き
め
の
石
多
く
含
む

良
2/
3

55
10
3

椀
(土
師
器
)

�
区

I-5
G

№
32

,5
2
(1
2.
8)

－
6.
0～

回
転
ナ
デ

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ
､
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
褐

7.
5Y

R6
/3

灰
褐

7.
5Y

R6
/2

2㎜
程
度
の
石
英
､
長
石
と
1㎜

程
度
の
角
閃
石
､
8㎜
の
赤
色
粒

良
好

2/
3

55
10
4

椀
(土
師
器
)

�
区

I-5
G

№
30

－
－

6.
0～

ミ
ガ
キ

ナ
デ
､
ケ
ズ
リ

暗
灰

N5
/０

灰
白

7.
5Y

R8
/1

長
石
細
粒
､雲
母
､角
閃
石

良
好

4/
5

55
10
5

杯
(土
師
器
)

�
区

I-5
G

№
6

13
.1

－
2.
9～

ミ
ガ
キ

ナ
デ
､
貼
り
付
け
高
台

(欠
損
)

黒
7.
5Y

R2
/ 1

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

2.
5㎜
以
下
の
石
英
､
1㎜
以
下
の

長
石
と
角
閃
石
を
多
量

良
好

ほ
ぼ
完
形

55
10
6

甕
(土
師
器
)

�
区

用
水
路

(1
6.
4)

－
23

.2
～
ヨ
コ
ナ
デ
､
ケ
ズ
リ
､

指
頭
圧
痕

ハ
ケ
メ
､
ヨ
コ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
程
度
の
長
石
と
3㎜
以
下
の
石

英
良
好

1/
4

55
10
7

甕
(土
師
器
)

�
区

H-
5G

(2
6.
5)

－
15

.7
～
ヨ
コ
ナ
デ
､
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
の
ち
ナ
デ

明
褐
灰

7.
5Y

R7
/1

橙
5Y

R7
/6

1㎜
程
度
の
長
石
と
石
英
､
2㎜
程

度
の
角
閃
石

良
好

1/
8

55
10
8

高
台
付
杯

(須
恵
器
)

�
区

I-5
G

№
21

,2
2
(1
4.
8)

8.
0

3.
9

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
高
台
貼
付
の

ち
ヨ
コ
ナ
デ

灰
白

10
YR
8/
1

灰
白

10
YR
8/
2

長
石
､
角
閃
石
､
石
英

良
好

1/
2

55
11
9

蓋
(須
恵
器
)

�
区

(1
1.
6)

－
3.
6

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
(左
)

灰
N6

/０
灰

N6
/０

3㎜
以
下
の
多
量
の
石
英
､
2㎜
以

下
の
長
石

良
好

1/
2

55
11
0

蓋
(須
恵
器
)

�
区

(1
3.
1)

－
4.
2～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
(右
)

灰
白

N8
/０

灰
白

N8
/０

長
石
細
粒
､
1㎜
以
下
の
角
閃
石

を
少
量

良
好

1/
4

55
11
1

杯
身

(須
恵
器
)

�
区

(1
1.
7)

－
3.
8～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
(左
)

灰
白

5Y
8/
1

灰
白

7.
5Y
7/
1

3㎜
以
下
の
石
英
､
2㎜
以
下
の
長

石
を
多
量

良
好

1/
4

56
11
2

小
型
壷

(須
恵
器
)

�
区

I-6
G

一
括

(1
1.
4)

－
8.
5～

回
転
ナ
デ

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ
､
タ
テ
ハ
ケ
メ
の

ち
回
転
カ
キ
メ
､
線
刻
､
ひ
ね
り
痕

灰 N5
/

灰 N6
/

長
石
の
細
粒

良
好

約
1/
5
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表
24
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(５
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

56
11
3

坩
(須
恵
器
)

�
区

Ｉ
-6

G
､

J-
6G

一
括

(8
.6
5)

(8
.8
)
6.
4～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

明
褐
灰

7.
5Y

R7
/1

褐
灰

7.
5Y

R6
/1

石
英
と
長
石
の
微
細
粒
を
少
量
含

む
､
精
緻

良
好

1/
4

56
11
4

高
杯

(須
恵
器
)

�
区

9.
6

6.
9～

回
転
ナ
デ
､
絞
り
痕

回
転
ナ
デ

灰
白

N7
/０

灰
白

N7
/０

長
石
細
粒

良
好

脚
部
の
み
､7

/8

57
12
0

模
倣
杯

(土
師
器
)

�
b区

H-
6G

(1
1.
8)

8.
5

4.
9

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切
り
､

工
具
痕

灰
白

2.
5Y
8/
2

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

長
石
と
角
閃
石
の
微
細
粒
と

3㎜
以
下
の
石
英
､
精
緻

良
好

3/
4

57
12
1

模
倣
杯

(土
師
器
)

�
b区

H-
6G

�
層

№
10
4

11
.5

－
4.
2

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

石
英
､
長
石

良
好

1/
2強

57
12
2

鉢
(土
師
器
)

�
b区

H-
6G

�
.� 層

№
58

,
78

15
.5

－
8.
5～

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
赤
色
顔

料
の
ち
ミ
ガ
キ
痕

橙
5Y

R6
/6

に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
長
石
の
細
粒
と
4㎜
位
の
石
英
､

雲
母

良
好

約
4/
5

57
12
3

杯
身

(須
恵
器
)

�
b区

G
-5

G
�
層

(1
1.
4)

－
3.
3～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
(左
)

灰
N5

/０
灰

N5
/０

0.
5㎜
以
下
の
長
石
､
1㎜
以
下
の

石
英

良
好

1/
5

57
12
4

杯
身

(須
恵
器
)

�
b区

I-7
G

�
層

(1
1.
0)

(7
.9
)

3.
9

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
ヘ
ラ
記
号

灰
7.
5Y
6/
1

灰 5Y
5/
1

2㎜
以
下
の
長
石
と
微
細
粒
の
石

英
を
少
量
含
み
､
精
緻

良
好

1/
2

57
12
5

蓋
(須
恵
器
)

�
b区

H-
6G

�
層

10
.0

6.
6

5.
2

回
転
ナ
デ
､
仕
上
げ
ナ

デ
回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
記
号

灰
N6

/０
灰

N5
/０

長
石
と
石
英
の
微
細
粒
を
少
量
含

み
､
精
緻

良
好

1/
2

57
12
6

杯
蓋

(須
恵
器
)

�
区
､

�
b区

I-6
G一
括

,
H-
6G

�
層

№
61

(1
2.
4)

－
4.
5

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
ヘ
ラ
記
号

灰
N6

/０
灰

N6
/０

3㎜
以
下
の
多
量
の
長
石
と
1㎜
以

下
の
石
英

良
好

2/
3

57
12
7

椀
(白
磁
)

�
b区

H-
6G

�
層

17
.9

6.
1

6.
7

ヘ
ラ
描
き
文
､
施
釉

(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
施
釉

灰
白

5Y
7/
1

灰
白

5Y
7/
1

精
緻

良
好

1/
3

61
13
4

蓋
つ
ま
み

(青
磁
)

�
a区

S2
35

－
1.
3

2.
0

ナ
デ

ナ
デ
､
施
釉

明
緑
灰

7.
5G

Y7
/1

明
緑
灰

7.
5G

Y7
/1

精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

62
13
5

杯
身

(須
恵
器
)

�
a区

E-
4G

�
層

№
21

14
.2

9.
2

4.
3

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

明
オ
リ
ー
ブ
灰

2.
5G

Y7
/1

明
オ
リ
ー
ブ
灰

2.5
GY
7/1

1㎜
以
下
の
長
石
と
微
細
粒
の
角

閃
石
､
精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

62
13
6

高
杯

(須
恵
器
)

�
a区

E-
4G

�
層

(1
2.
5)

受け
部径

(1
4.
8)
9.
8～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
カ
キ
メ
､

ナ
デ

灰
N
6/

オ
リ
ー
ブ
黒

5Y
3/
1

灰 N6
/

1㎜
以
下
の
石
英
､
長
石
､
灰
色

粒
良
好

約
1/
4

62
13
7

壷
(土
師
器
)

�
a区

E-
3G

－
－

22
.5
～
ケ
ズ
リ
､
工
具
ナ
デ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

1㎜
程
度
の
長
石
と
石
英

良
好

頸
部
～
胴
部

62
13
8

壷
(土
師
器
)

�
a区

E-
3G

№
2,
4,
5,

11
,1
3,
16
(1
8.
8)

最大
胴部

径
28

.6
22

.6
～
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
､
粘

土
重
ね
痕

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
､
ヨ
コ

ナ
デ

橙
7.
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R6
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
雲
母
､

褐
色
粒

良
好

約
1/
5

64
13
9

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

SB
99

Pi
t4

(6
.7
)

1.
8

4.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

1㎜
未
満
の
白
色
粒
､
黒
色
粒

良
好

3/
4

69
14
0

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S2
84

№
2

8.
5

1.
2

7.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

1㎜
未
満
の
石
英
､
長
石
等
､
密

良
好

ほ
ぼ
完
形

69
14
1

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S2
84

№
12

8.
4

6.
9

1.
25

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
橙

5Y
R7

/6
長
石
､
赤
色
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

69
14
2

杯
(土
師
器
)

�
a区

S2
84

№
2

(1
2.
0)

3.
4

9.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

橙
7.
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R6
/6

5㎜
程
度
の
褐
色
粒
､
2㎜
程
度
の

黒
色
粒

良
好

3/
4

69
14
3

杯
(土
師
器
)

�
a区

S2
84

№
1

(1
3.
7)

3.
8

9.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
精
繖

良
好

1/
2

69
14
4

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
55

№
2

8.
0

1.
5

7.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

粘
土

が
あ
ま
り
波
状
に
な
っ
て
い
る

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/3

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/3

密
良
好

完
形

69
14
5

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
55

№
1

9.
1

2.
4

8.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

密
良
好

完
形
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表
25
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(６
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

70
14
6

皿
(青
磁
)

�
a区

S3
88

№
18

13
.0

5.
5

2.
8

回
転
ナ
デ
の
ち
櫛
描
き
､

ヘ
ラ
描
き
文
様
､
施
釉

(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
､
施
釉
(貫
入
)

灰
オ
リ
ー
ブ

5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ

5Y
6/
2

精
緻

良
好

完
形

71
14
7

椀
(青
磁
)

�
a区

S3
88

№
17

16
.8

4.
8

7.
4

回
転
ナ
デ
の
ち
櫛
描
き
､

ヘ
ラ
描
き
文
様
､
施
釉
回
転
ナ
デ
の
ち
櫛
描
き
文

様
､
回
転
ヘ
ラ
切
り
､
施

釉
灰
白

7.
5Y
7/
2

灰
白

7.
5Y
7/
2

精
緻

良
好

完
形

71
14
8

椀
(青
磁
)

�
a区

S3
88

№
6

16
.8

4.
8

6.
9

回
転
ナ
デ
の
ち
櫛
描
き
､

ヘ
ラ
描
き
文
様
､
施
釉
回
転
ナ
デ
の
ち
櫛
描
き
文

様
､
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､

施
釉

灰
オ
リ
ー
ブ

5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ

5Y
6/
2

精
緻

良
好

完
形

72
14
9

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
2

9.
2

8.
0

1.
8

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

長
石
細
粒
､
雲
母
､
褐
色
粒

良
好

完
形

72
15
0

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
7

9.
4

7.
4

1.
6

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

2㎜
以
下
の
石
英
､
1㎜
以
下
の
長

石
､
赤
色
粒

良
好

完
形

72
15
1

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
3

9.
2

8.
0

1.
7

回
転
ナ
デ
､
ナ
デ
､
工

具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R6
/6

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

橙
5Y

R6
/6

浅
黄
橙

7.
5Y

R 8
/4

1㎜
程
度
の
長
石
､
赤
色
粒

良
好

完
形

72
15
2

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
10

,8
9.
5

7.
8

1.
6

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､雲
母
､褐
色
粒

良
好

完
形

72
15
3

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
9

10
.0

8.
0

2.
7

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

1㎜
以
下
の
長
石
､
赤
色
粒

良
好

完
形

72
15
4

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
1

9.
1

7.
7

2.
8

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/6

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

2㎜
以
下
の
石
英
､長
石
細
粒
､雲

母
､赤
色
粒

良
好

完
形

72
15
5

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
4

9.
6

8.
0

2.
7

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

1㎜
以
下
の
長
石
､
角
閃
石
､雲
母

を
少
量
含
む

良
好

2/
3

72
15
6

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
88

№
5

9.
7

8.
2

2.
8

回
転
ナ
デ
､
工
具
痕

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/3

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
褐
色

粒
良
好

2/
3

74
15
7

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
73

№
1

8.
0

4.
9

2.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
(摩

滅
)

橙
7.
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R6
/6

長
石
､
雲
母
､
角
閃
石
､
黒
色
粒
､

褐
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

74
15
8

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
84

ベ
ル
ト

一
括

8.
0

5.
4

1.
7

回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

石
英
､
長
石
､
赤
色
砂
粒

良
好

3/
4

74
16
0

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
67

№
1

(6
.9
)

1.
2

6.
0

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

1㎜
未
満
の
雲
母
､
長
石
､
石
英
､

角
閃
石
等

良
好

1/
2

74
16
1

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
67

№
1,
2

11
.8

3.
1

9.
3

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
4

2㎜
以
下
の
石
英
､
1㎜
以
下
の
長

石
､
角
閃
石
等

良
好

3/
4

75
16
2

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
2

(7
.8
)

1 .
2

6
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
6/
4

1㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
､
長
石
､

黒
色
粒
等

良
好

4/
5

75
16
3

小
皿

(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
20

7.
7

1.
7

6.
2

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

1㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
を
多
く
他

に
1㎜
未
満
の
角
閃
石
､
長
石
等

良
好

ほ
ぼ
完
形

75
16
4

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
18

12
.3

8.
0

2.
7

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
(摩

滅
)

橙
7.
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R6
/6

1㎜
以
下
の
赤
褐
色
粒
､
黒
色
粒
､

砂
粒

良
ほ
ぼ
完
形

75
16
5

皿
(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
7,
12

12
.3

8.
2

2.
7

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
角
閃
石
､
雲

母
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

75
16
6

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
4

12
.0

8.
6

2.
9

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕
､

板
状
圧
痕

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
白
色
・
黒
色
粒
子
と

多
量
の
赤
色
粒

良
好

4/
5

75
16
7

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
1

(1
2.
3)

(8
.8
)

2.
8

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
白
色
粒
子
を
少
量
含

み
､
精
緻

良
好

2/
3

75
16
8

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
68

№
57

(1
2.
5)

(7
.5
)

2.
7

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
(摩

滅
)

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
1/
2
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表
26
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(７
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

75
16
9

杯
(土
師
器
)

�
a区

S3
97

№
3

(1
2.
1)

4.
1

8.
5

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
回
転
糸
切
り
､

部
分
的
に
砂
粒
が
露
出

に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
に
ぶ
い
橙

5Y
R6

/4
1㎜
未
満
の
長
石
､
石
英
等
｡
密

良
好

3/
4

78
17
5

椀
(青
磁
)

�
a区

S2
87

,
K-
24

G
Pi

t2
9

16
.4

4.
7

7.
0～

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
描
文
､

施
釉

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､
蓮
弁

文
､
施
釉

オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
精
緻

良
好

約
2/
3

78
17
6

杯
(土
師
器
)

�
a区

S2
87

12
.3

8.
7

3.
35

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

2㎜
の
角
閃
石
と
1㎜
以
下
の
石
英
､

長
石
､
黒
色
粒
子
､
精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

80
17
7

灯
明
皿

(土
師
器
)

�
a区

I-2
2G

一
括

7.
2

4.
3

2.
4

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

浅
黄
橙

2.
5Y

R8
/4

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
長
石
と
石
英

良
好

ほ
ぼ
完
形

80
17
8

灯
明
皿

(土
師
器
)

�
a区

I-2
2G

一
括

6.
2

3.
5

2.
2

回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

灰
白

5Y
R8

/2
に
ぶ
い
黄
橙

7.
5Y

R7
/4

石
英
と
長
石

良
好

ほ
ぼ
完
形

80
17
9

皿
(土
師
器
)

�
a区

西
一
括

8.
2

6.
7

1.
6

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕
の

ち
圧
痕

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/6

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/6

石
英
､
赤
色
粒

良
好

4/
5

80
18
0

皿
(土
師
器
)

�
a区

一
括

(8
.1
)
(6

.2
)

1.
4

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

橙
5Y

R7
/6

橙
5Y

R7
/6

石
英
と
長
石

良
好

1/
2

80
18
1

耳
皿

(土
師
器
)

�
a区

I-2
2G

Pi
t5
9

2.
1

2.
6

2.
6

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
に
ぶ
い
橙

.5
YR
7/
4

長
石
､
石
英
､
角
閃
石

良
好

ほ
ぼ
完
形

80
18
2

壷
(土
師
器
)

�
a区

I-1
7G

Pi
t4
5

－
2.
5

2.
4～

工
具
ナ
デ

ナ
デ
､
糸
切
り
痕

灰
黄
褐

10
YR
6/
2

灰
黄
褐

10
YR
6/
2

長
石
､
石
英
､
角
閃
石

良
好

胴
部
完
存

80
18
3

杯
(土
師
器
)

�
a区

J-
17

G
№
3

13
.6

10
.1

1.
5

ナ
デ
､
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

淡
黄

2.
5Y
8/
3

淡
黄

2.
5Y
8/
3

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
角
閃

石
良
好

5/
6

80
18
4

杯
(土
師
器
)

�
a区

G
-1
6.
17

G
№
3

12
.5

10
.1

3.
4

回
転
ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ
回
転
ナ
デ

浅
黄
橙

7.
5Y

R8
/4

浅
黄
橙

10
YR
8/
4

2㎜
以
下
の
石
英
､
長
石
､
赤
色

粒
良
好

ほ
ぼ
完
形

80
18
5

高
台
付
杯

(土
師
器
)

�
a区

I-2
0G

一
括

(1
2.
1)

(7
.4
)

5.
6

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
貼
付
高
台

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
を
少
量

含
む
､
精
緻

良
好

約
1/
2

80
18
6

杯
(白
磁
)

�
a区

一
括

(7
.5
)
(2

.9
)

3.
2

施
釉

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､
ケ
ズ

リ
出
し
高
台
､
施
釉

灰
白

5Y
8/
2

灰
白

5Y
8/
2

精
緻

良
好

1/
4

80
18
7

杯
(白
磁
)

�
a区

H-
20

G
一
括

(7
.2
)
(3

.0
)

3.
0

施
釉

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､
施
釉

灰
白

7.
5Y
8/
1

灰
白

7.
5Y
8/
1

1㎜
以
下
の
黒
色
粒
子
を
少
量
含

み
､
精
緻

良
好

1/
3

80
18
9

摺
鉢

(瓦
質
土
器
)
�

a区
I-2
2G

一
括

(3
0.
8)
(1
4.
8)

13
.1

擂
り
目
(6
本
単
位
)､

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
工
具
ナ
デ
､

指
頭
圧
痕

灰
白

2.
5Y
7/
1

灰
黄

2.
5Y
7/
2

石
英
､
長
石
､
角
閃
石

良
好

1/
4

80
19
1

鉢
(青
磁
)

�
a区

J-
23

G
�
層

(2
9.
6)

－
6.
0～

回
転
ナ
デ
､
施
釉

回
転
ナ
デ
､
施
釉

灰
オ
リ
ー
ブ

7.
5Y
5/
3

灰
オ
リ
ー
ブ

7.
5Y
5/
3

精
緻

良
好

口
縁
部
1/
6

81
19
2

杯
(青
磁
)

�
a区

Ｉ
ｰ2
3G

Pi
t8

11
.9

5.
4

3.
9

施
釉

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､
施
釉

オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
を
少
量

含
む
､
精
緻

良
好

3/
4

81
19
3

杯
(白
磁
)

�
a区

K-
23

G
Pi

t1
3

(1
3.
0)

7.
5

3.
1

回
転
ナ
デ
､
施
釉

回
転
ナ
デ
､
施
釉

灰
白

2.
5G

Y8
/1

灰
白

2.
5G

Y8
/1

精
緻

良
好

2/
3

81
19
4

杯
(白
磁
)

�
a区

H-
22

G
Pi

t1
8

11
.3

7.
1

2.
7

回
転
ナ
デ
､
施
釉

回
転
ナ
デ
､
施
釉

灰
白

5Y
8/
1

灰
白

5Y
8/
1

白
色
で
精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

81
19
5

椀
(青
磁
)

�
a区

H-
19

.2
0G

床
直

(1
4.
2)

5.
6

6.
4

施
釉

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､
施
釉

灰
白

10
Y7

/2
灰
白

10
Y7

/2
1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
を
少
量
含
む
､
精
緻

良
好

2/
3

81
19
6

椀
(青
磁
)

�
a区

K-
18

G
－

(5
.7
)
1.
9～

回
転
ナ
デ
の
ち
双
魚
文
､

施
釉

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切
り
､

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､施
釉

明
オ
リ
ー
ブ
灰

5G
Y7

/1
明
オ
リ
ー
ブ
灰

5G
Y7

/1
精
緻

良
好

底
部
の
み
､

3/
8

81
19
7

椀
(青
磁
)

�
a区

I-2
3G

Pi
t1

(1
5.
0)

(5
.3
)

7.
2

回
転
ナ
デ
､
施
釉

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､
ヘ
ラ
描
き
文
､

施
釉
､ケ
ズ
リ
出
し
高
台

明
オ
リ
ー
ブ
灰

5G
Y7

/1
明
オ
リ
ー
ブ
灰

5G
Y7

/1
精
緻

良
好

1/
3
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表
27
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(８
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

81
19
8

椀
(青
磁
)

�
a区

H-
22

G
Pi

t2
1

(1
3.
0)

(6
.0
)

3.
6

回
転
ナ
デ
､
施
釉
(貫

入
)､
蛇
ノ
目
釉
剥
ぎ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､

工
具
圧
痕
､
施
釉
(貫
入
)

灰
白

5Y
7/
2

灰
白

5Y
7/
2

精
緻

良
好

1/
2弱

81
19
9

皿
(磁
器
)

�
a区

I-1
8G

一
括

－
－

1.
5～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

灰
白

7.
5Y
8/
1

灰
白

7.
5Y
8/
1

良
好

1/
6以
下

81
20
0

椀
(磁
器
)

�
a区

Iｰ
13

.2
2G

�
層

－
4.
3

2.
3～

回
転
ナ
デ
､
鉄
絵
､
施

釉
(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､

鉄
絵
､
施
釉
(貫
入
)

灰
白

2.
5Y
8/
1

灰
白

10
Y7

/1
精
緻

良
好

1/
2

81
20
1

皿
(磁
器
)

�
a区

I-1
7G

一
括

14
.1

7.
8

3.
45

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
白

7.
5Y
8/
1

灰
白

7.
5Y
8/
1

良
好

1/
5以
下

81
20
2

椀
(磁
器
)

�
a区

J-
17

G
一
括

－
3.
8

2.
6～

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
ケ
ズ
リ
出
し

高
台

灰
白

N8
/1

灰
白

N8
/1

良
好

1/
8

81
20
3

猪
口

(磁
器
)

�
a区

J-
23

G
�
層

－
3.
1

1.
9～

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
白

N8
/1

灰
白

N8
/1

良
好

1/
3

81
20
4

椀
(染
付
)

�
a区

I-2
2G

�
層

－
5.
7

2.
6～

施
釉
(貫
入
)､
蛇
ノ

目
釉
剥
ぎ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
施
釉
(貫
入
)

明
オ
リ
ー
ブ
灰

2.
5G

Y7
/1

明
オ
リ
ー
ブ
灰

2.
5G

Y7
/1

精
緻

良
好

底
部
完
存

81
20
5

椀
(染
付
)

�
a区

東
ソ
デ
立
合

－
5.
2

2.
3～

施
釉
(染
付
)

回
転
ナ
デ
､
施
釉
(染
付
)

明
青
灰

10
BG
7/
1

明
青
灰

10
BG
7/
1

精
緻

良
好

1/
3

81
20
6

椀
(染
付
)

�
a区

J-
23

G
�
層

－
3.
8

2.
3～

施
釉
(染
付
)

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
､
施
釉

(染
付
､
貫
入
)

明
青
灰

10
BG
7/
1

明
青
灰

10
BG
7/
1

精
緻

良
好

1/
2

87
28
9

皿
(土
師
器
)

�
b区

S4
56

一
括

(8
.4
)

6.
9

1.
8

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

黄
橙

7.
5Y

R7
/8

黄
橙

7.
5Y

R7
/8

5㎜
大
の
長
石
､
1㎜
大
の
長
石
数

個
含
む

良
3/
4

87
29
0

杯
(土
師
器
)

�
b区

S4
56

4層
12

.7
8.
5

3.
0

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕
の

ち
ナ
デ
､
板
状
圧
痕

浅
黄
橙

10
YR
8/
3

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
3

1㎜
以
下
の
黒
色
・
赤
色
粒
と
5㎜

の
褐
色
？
粒
子
､
精
緻

良
好

4/
5

87
29
1

杯
(土
師
器
)

�
b区

S4
56

№
13

12
.0

8.
4

3.
1

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

橙
7.
5Y

R7
/6

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R7
/4

赤
褐
色
粒
(4
㎜
大
含
む
)
雲
母
､

黒
色
粒
､
長
石

良
完
形

87
29
2

椀
(青
磁
)

�
b区

S4
56

№
12

(1
6.
2)

6.
2

6.
9

ヘ
ラ
描
き
文
､
施
釉

(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
施
釉
(貫
入
)

オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
オ
リ
ー
ブ
灰

10
Y6

/2
精
緻

良
好

1/
3

90
29
4

皿
(土
師
器
)

�
b区

S4
69

№
11

,
26

(6
.7
)

5.
2

0.
9～

回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
糸
切
り
痕

に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
に
ぶ
い
橙

5Y
R7

/4
石
英
と
長
石

良
好

1/
2

90
29
5

杯
(土
師
器
)

�
b区

N-
15

G
(7

.4
)

5.
7

1.
5

ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
か
？

(磨
滅
し
て
い
る
)

に
ぶ
い
橙

10
YR
7/
4

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
2/
3

90
29
6

杯
(土
師
器
)

�
b区

N-
15

G
№
8

(1
2.
4)

7.
4

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り
(磨

滅
し
て
い
る
)

橙
5Y

R6
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
褐
色
粒
､
黒
色
粒

良
2/
3

90
29
7

杯
(土
師
器
)

�
b区

N-
15

G
№
1

(1
1.
9)

(7
.2
)

3.
9

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

3㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
雲
母
､

赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
1/
3

90
29
8

杯
(土
師
器
)

�
b区

P-
16

G
1層

7.
6

4.
6

2.
6

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
糸
切
り

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

1㎜
以
下
の
長
石
､
角
閃
石
､
雲

母
､
赤
色
粒
､
黒
色
粒

良
ほ
ぼ
完
形

93
29
9

椀
(陶
器
)

�
b区

№
22

(1
6.
8)

5.
8

8.
0

施
釉

ケ
ズ
リ
出
し
高
台
､
施
釉

灰
白

7.
5Y
7/
2

灰
白

7.
5Y
7/
2

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
を
少
量

含
み
､
精
緻

良
好

4/
5

93
30
0

皿
(青
磁
)

�
b区

N-
18

G
一
括

(1
2.
8)

(5
.0
)

3.
6

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
描
文
､

施
釉

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
､
ヘ
ラ
描
き
文
､
施
釉

灰
白

2.
5G

Y8
/1

灰
白

2.
5G

Y8
/1

精
緻

良
好

2/
5

95
31
0

蓋
(須
恵
器
)

�
区

SB
10
8
�
層

Pi
t5

12
.2

－
4.
2

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
白

N7
/０

灰
白

N7
/０

2㎜
以
下
の
長
石
と
石
英
､
精
緻

良
好

2/
3

98
31
1

高
台
付
杯

(黒
色
土
器
)

�
区

S2
91

一
括

(1
5.
2)

6.
1

8.
0

ヨ
コ
ナ
デ
､
内
黒

ヨ
コ
ナ
デ
､
板
状
圧
痕

黒
2.
5Y
2/
1

橙
2.
5Y

R
6/
6

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R
6/
4
1㎜
未
満
の
白
色
粒
､
雲
母
等

良
好

2/
3
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表
28
花
岡
古
町
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(９
)

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

口
径

底
径

器
高

(内
面
)

(外
面
)

(内
面
)

(外
面
)

99
31
4

甕
(土
師
器
)

�
区

S3
32

№
3,
5

25
.2

－
21

.0
～
ハ
ケ
メ
､
ケ
ズ
リ
､
指

頭
圧
痕

ハ
ケ
メ
､
ナ
デ

淡
黄

2.
5Y

R8
/3

淡
黄

2.
5Y

R8
/3

1㎜
程
度
の
長
石
､
石
英
と
2㎜
以

下
の
雲
母
と
赤
色
粒
､
3㎜
以
下

の
角
閃
石

良
好

3/
4

10
0

31
5

甕
�
区

S3
32

№
1,
6
(2
6.
1)

－
11

.1
ケ
ズ
リ
､
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
､
不
定
方
向
ハ

ケ
目
調
整

黄
橙

10
YR
7/
4

黄
橙

10
YR
7/
4

3㎜
以
下
の
長
石
､
雲
母
､
角
閃

石
､
黒
色
粒
､
褐
色
粒

良
口
縁
部
1/
3

10
1

31
7

杯
(須
恵
器
)

�
区

S3
21

№
4,
9
(1
3.
0)

3.
3

(8
.0
)
ナ
デ

ナ
デ

灰
白

2.
5Y
7/
1

灰
白

2.
5Y
7/
1

1㎜
未
満
の
白
色
粒
を
所
々

良
好

1/
2弱

10
5

32
1

杯
(土
師
器
)

�
区

M
-9

G
�
層

№
12

12
.3

6.
8

5.
3

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
ヘ
ラ
切
り

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

石
英
と
赤
色
砂
粒

良
好

ほ
ぼ
完
形

10
5

32
2

壷
(須
恵
器
)

�
区

M
-9

G
№
2,
4,
10

,
15

,1
9

－
－

17
.0
～
同
心
円
風
当
て
具
痕
､

ナ
デ
､
指
頭
圧
痕

タ
タ
キ

灰 N5
/

灰 N4
/

長
石
粒
と
黒
色
粒
を
少
量
含
む

良
好

胴
部
～
底
部

10
5

32
3

甕
(土
師
器
)

�
区

L-
8G

№
2,
4,
5

16
.8

－
27

.7
～
ナ
デ
､
ヨ
コ
ナ
デ
､
ケ

ズ
リ
､
粘
土
重
ね
痕

ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
､
ヨ
コ

ナ
デ

橙
5Y

R6
/6

に
ぶ
い
橙

7.
5Y

R6
/4

橙
2.
5Y

R6
/6

1～
5㎜
位
の
石
英
と
そ
の
他
の
砂

利
を
多
量

良
好

約
2/
3

10
5

32
4

杯
蓋

(須
恵
器
)

�
区

O
-1
0G

�
層

一
括

(1
7.
0)

－
2.
8

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

灰
N5

/０
灰

N5
/０

1㎜
以
下
の
長
石
と
石
英
の
微
細

粒
､
精
緻

良
好

約
1/
4

10
5

32
5

杯
身

(須
恵
器
)

�
区

N-
9G

�
層

11
.3

7.
7

4.
1

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
切

り
灰
白

N7
/０

灰
白

N7
/０

石
英
と
長
石
の
微
細
粒
を
少
量
含

み
､
精
緻

良
好

ほ
ぼ
完
形

10
5

32
6

椀
(土
師
器
)

�
区

L-
8G

一
括

15
.2

8.
8

6.
3

回
転
ナ
デ
､
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
ち
ナ
デ
､
貼
付
高

台
灰
白

10
YR
8/
2

に
ぶ
い
黄
橙

10
YR
7/
2

1㎜
以
下
の
長
石
､
石
英
､
赤
色

粒
､
精
緻

良
好

完
形

10
5

32
7

椀
(青
磁
)

�
区

N-
9G

Pi
t2

16
.3

5.
1

7.
0

ヘ
ラ
描
き
文
､
施
釉

(貫
入
)

回
転
ナ
デ
､
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
､
施
釉
(貫
入
)

灰
オ
リ
ー
ブ

7.
5Y
5/
2

灰
オ
リ
ー
ブ

7.
5Y
5/
2

精
緻

良
好

3/
5
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表
29
花
岡
古
町
出
土
石
器
観
察
表

図
版
番
号

遺
物
番
号

器
種

石
材

出
土
地
点

法
量
(㎝
)

残
存
率

地
区

遺
構

層
位

取
り
上
げ

長
さ

幅
孔
上

孔
下

厚
さ

重
さ
(g
)

14
5

石
錘

滑
石

�
a区

S6
8

6.
35

2.
2

2.
7

54
.5
1

完
形

16
8

石
錘

滑
石

�
区

S1
31

9.
6

2.
9

3.
1

11
0.
37

ほ
ぼ
完
形

22
30

石
錘

滑
石

�
区

A-
3G

1a
層

7.
3

3.
5

2.
0

52
.9
1

一
部
欠
損

22
31

石
錘

滑
石

�
区

B-
4G

(3
.5
)

1.
8

(1
.1
～
)

11
1.
06

1/
2以
下

36
54

石
鍋

滑
石

�
b区

S4
9

－
－

器
高
6.
1～

84
.5
0

一
部

40
65

硯
頁
岩

�
b区

F-
6G

Pi
t3
6

10
.9

8.
0

1.
4

18
2.
30

ほ
ぼ
完
形

40
68

石
錘

滑
石

�
b区

一
括

5.
9

8.
3

0.
7

0.
6

1.
6

98
.8
5

完
形

40
69

石
錘

滑
石

�
b区

清
掃

一
括

7.
3

1.
1

2.
2

39
.4
8

完
形

40
70

石
錘
未
製
品

凝
灰
岩

�
b区

G
-7

G
一
括

6.
0

5.
2

2.
8

75
.2
2

完
形

52
89

石
鍋
転
用
品

滑
石

�
b区

S2
30

8.
6

7.
4

1
0.
9

1.
4

13
5.
24

完
形

56
11
7

石
錘

滑
石

�
区

J-
7G

No
.5

7.
0

1.
85

2.
0

32
.4
5

ほ
ぼ
完
形

56
11
8

石
錘

滑
石

�
区

I-5
.6

G
Pi

t4
10

.3
2.
1

2.
5

65
.3
6

完
形

57
12
9

石
錘

滑
石

�
b区

一
括

6.
75

1.
8

1.
7

28
.6
8

ほ
ぼ
完
形

57
13
0

砥
石

砂
岩

�
b区

I-7
G

�
層

№
11

16
.3
～

5.
2

3.
4

47
8.
45

一
部
欠
損

57
13
1

磨
製
石
斧

頁
岩

�
b区

H-
6G

�
層

一
括

15
.7

6
3.
9

47
8.
45

一
部
欠
損

57
13
2

磨
製
石
斧

頁
岩

�
b区

F.
G
－
4.
5G

Pi
t9

10
.0

5.
2

3.
3

23
8.
84

一
部
欠
損

80
18
8

石
鍋

滑
石

�
a区

I-2
2.
23

G
埋
1層

北
G

－
－

器
高
5.
3～

88
.4
3

一
部

80
19
0

硯
頁
岩

�
a区

G
-1
5G

16
.5

8.
9

1.
9

32
8.
30

ほ
ぼ
完
形

84
28
0

石
錘

凝
灰
岩

�
a区

G
-1
6.
17

G
埋
1層

南
西

G
4.
5

4.
2

2.
5

45
.6
6

完
形

84
28
2

石
錘

滑
石

�
a区

J-
18

G
4.
75

1.
8

1.
7

19
.0
9

ほ
ぼ
完
形

84
28
1

石
錐

滑
石

�
a区

廃
土

7.
6

2.
1

2.
2

48
.0
4

完
形

84
28
8

凹
石

安
山
岩

�
a区

G
-1
6G

11
.9

9.
6

5.
0

72
3.
30

完
形

93
30
8

石
錘

滑
石

�
b区

包
含
層

一
括

5.
0

2.
05

1.
5

22
.1
0

完
形

93
30
9

凹
石

安
山
岩

�
b区

N-
16

G
�
層

8.
5

7.
7

3.
5

35
3.
98

完
形

10
1

31
8

石
錘

滑
石

�
区

S2
99

8.
9

2.
2

2.
6

73
.6
1

ほ
ぼ
完
形

10
2

31
9

石
錘

滑
石

�
区

S2
92

②
2.
45

1.
1

1.
0

4.
30

ほ
ぼ
完
形

10
5

32
8

砥
石

天
草
砥
石

�
区

M
-9

G
Pi

t4
13

.6
～

6.
9

6.
7

76
2.
40

一
部
欠
損

10
5

32
9

石
錘

滑
石

�
区

一
括

5.
15

2.
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表30 花岡古町出土鉄器観察表

図版
番号

遺物
番号

出土地点 遺 物 法 量
残存度

区 遺構 層位 取り上げ 器種 部位 長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 重量(g)

20 14 �a区 D-5 �層 No.8 耳環 2.85 2.9 0.75～0.9 3.97 4/5

22 27 �区 C-5 pit7 不明 3.5 3.8 0.1 3.29 剥片

22 28 �区 D-6 長頸鏃 (6.2) (1.1) 0.4～0.7 11.31 欠損

22 29 �区 B-4 pit15 板状鉄製品 (8.2) 1.4 0.3 12.04 欠損

31 43 �b区 S3 棒状鉄製品？楔 10.05 0.7 0.8 16.46 完形

33 46 �b区 S34 No.1 鉄剣 身部～茎部 29.5 19.3 0.4～0.65 139.24 ほぼ完形

40 66 �b区 北西層 棒状鉄製品 (5.0) (0.6) (0.4) 5.40 破片

40 67 �b区 北西層 長頸鏃 関部 (7.9) (1.0) (0.45) 7.25 破片

51 82 �b区 S228､I-6 �層 手鎌 刀部 (14.2) 2.9 0.2～0.45 37.81 9/10

53 96 �b区 S213 No.9 剣 30.6 2.8 0.55 168.91 完形

56 115 �区 I-6 pit3 鉄 (8.5) 1.0 0.55 13.38 9/10

56 116 �区 H・I-5？ 古墳面 鉄包丁？ 手鎌 10.30 2.85 0.15 11.43 ほぼ完形

61 133 �a区 S234 埋1層 刀子 刀部～茎部 (9.5) 0.85～1.5 0.3～0.4 14.24 不明

82 207 �a区 J-18 pit70 刀子 刃部 (6.8) (1.1) (0.5) 11.01 不明

82 208 �a区 J-23 �層 刀子 刃部 (11.8) 1.3 0.2 9.32 2/3

82 209 �a区 J-24 �層 刀子 (6.9) 1.4 0.35 13.06 2/3

82 210 �a区 K-24 pit3 刀子 7.85 1.15 0.3 5.20 4/5

82 211 �a区 G-16.17 5層 刀？ 茎部 (18.4) 2.4 0.3～0.7 97.75 不明

82 212 �a区 K-24 �層 青銅笄 (4.55) 1.3 0.2 5.86 1/3

82 213 �a区 J-17 pit123 青銅笄 (7.1) 1.1 0.1～0.2 6.78 1/3

82 214 �a区 G-16？ 角棒状鉄製品 (5.8) (0.45) (0.45) 7.29 不明

82 215 �a区 G-16？ 角棒状鉄製品 (8.2) (0.45) (0.45) 4.72 不明

82 216 �a区 SB121 pit4 鉄製品 (5.7) (0.5) (0.45) 5.61 不明

82 217 �a区 J-23 �層 青銅剣 剣先部 (4.65) 0.45 0.15 1.81 不明

82 218 �a区 I-23 �層 板状鉄製品 (6.6) 0.9 0.25 5.61 不明

82 219 �a区 I-23 �層 板状鉄製品 (5.0) (0.9) 0.25 3.64 不明

82 220 �a区 K-24 pit4 不明 (3.9) 1.2 0.2 4.51 不明

82 221 �a区 J-18 �層掘
り下げ (5.5) (1.05) (0.35) 8.37 不明

82 222 �a区 H-19.20 埋1層 (14.2) 0.3 0.3 3.91 ほぼ完形

82 223 �a区 H-19.20 埋1層 (3.6) 0.2 0.2 0.50 ほぼ完形

82 224 �a区 K-17 �層 釘 (4.9) 0.45 0.45 3.29 9/10

82 225 �a区 J-23 pit5 釘 (方形) (5.8) 0.5 0.45 3.49 9/10

82 226 �a区 I-17 pit46 釘 (方形) (4.3) 0.35 0.3 2.88 9/10

82 227 �a区 I-23 �層 鉄釘 (5.2) (0.6) 0.4 3.56 9/10

82 228 �a区 I-23 �層 鉄釘 (4.7) (0.7) 0.45 4.36 4/5

82 229 �a区 I-23 �層 ネジ釘 (方形) (7.2) 0.5 0.35 3.03 9/10

82 230 �a区 G-16 釘 (方形) (3.8) 0.3 0.3 1.09 不明

82 231 �a区 G-16 釘 (丸形) (3.5) 0.45 0.5 0.72 不明

82 232 �a区 G-16 鉄鏃？ 身部～茎部 (9.3) 0.25～0.95 0.2～0.45 4.76 不明

82 233 �a区 J-24 pit1 不明 3.3 0.9 0.7～1.0 6.42 不明

87 293 �b区 S456 2層 No.2 剣 (19.5) 1.6～2.2 0.4～0.45 70.45 9/10

99 313 �区 S290 鉄鋤先 刃部長
17.5

身部幅
13.1

身部厚
2.1 854.00 完形
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表33 花岡古町出土古銭観察表

図版
番号

遺物
番号

出土地点 法量
残存 銭貨名

区 遺構 グリッド 取り上げ 層位 径(㎜) 重量(g)

22 32 �区 C-5 西側 23.38 3.15 完形 銅銭 (洪武通宝)
22 33 �区 一括 22.81 2.92 完形 銅銭 (洪武通宝)
22 34 �区 C-5 pit5 25.02 2.70 完形 銅銭 (永楽通宝)
22 35 �区 C-5 pit6 一括 22.95 2.60 完形 銅銭 (朝鮮通宝)
42 71 �b区 G-5 pit7 24.07 1.76 ほぼ完形 銅銭 (太平通宝)
56 119 �区 J-6 pit24 22.91 1.81 4/5 銅銭 (熈寧元宝)
73 － �a区 S380 一番下 23.4 0.9 ほぼ完形 銅銭 字は摩滅で不明
73 － �a区 S380 床直 23.00 1.73 完形 銅銭 字は摩滅で不明
74 159 �a区 S384 床直 23.19 1.63 完形 銅銭 (治平元宝) 4枚癒着

83 234 �a区 I-22.23
pit8-(1) 24.23 2.77 ほぼ完形 銅銭 (開元通宝)
pit8-(2) 21.19 0.64 2/3 破片と接合するも状態不良
pit8-(3) 20.71～ 0.94 1/3

83 235 �a区 I-23 pit23 23.65 2.35 完形 銅銭 (開元通宝)
83 236 �a区 J-23 pit23 24.07 2.95 完形 銅銭 (開元通宝？)
83 237 �a区 H-20 pit9 24.44 2.21 ほぼ完形 銅銭 (唐?國通宝)
83 238 �a区 I-20 pit4 23.72 1.91 4/5 銅銭 (咸平元宝)
83 239 �a区 I-22 25.26 2.70 完形 銅銭 (景徳元宝？)
83 240 �a区 I-20 pit29 23.34 2.85 完形 銅銭 (祥符元宝)
83 241 �a区 J-17 �層掘り下げ 24.50 2.38 完形 銅銭 (祥符元宝)
83 242 �a区 J-17 pit126 24.55 2.52 完形 銅銭 (祥?符通宝)

83 243 �a区 I-23
pit-(1) 23.8 2.61 完形 銅銭 (天聖元宝) ？
pit3-(2) 西トレンチ 14.63 0.22 1/2 貨銭のかけら

83 244 �a区 廃土中 25.12 2.02 ほぼ完形 銅銭 (天聖元宝)
83 245 �a区 J-23 �層 24.71 2.68 完形 銅銭 (明道?元宝)
83 246 �a区 J-23 �層 24.61 2.85 完形 銅銭 (景祐元宝)
83 247 �a区 廃土中 24.72 2.31 ほぼ完形 銅銭 (景祐元宝)
83 248 �a区 I-23 24.75 2.66 完形 銅銭 (景祐元宝) ？
83 249 �a区 J-23 22.91 1.97 完形 銅銭 (嘉祐元宝)
83 250 �a区 I-22.23 pit2 23.52 3.02 完形 銅銭 (熈寧元宝)
83 251 �a区 J-17 �層掘り下げ 23.91 2.92 完形 銅銭 (熈寧元宝)
83 252 �a区 J-23 �層 23.32 2.53 完形 銅銭 (熈寧元宝) ？
83 253 �a区 H-20 pit3 26.84 2.63 完形 銅銭 (熈寧重宝)
83 254 �a区 I-23 24.27 2.61 完形 銅銭 (元豊通宝)
83 255 �a区 J-17 掘り下げ 23.85 2.21 完形 銅銭 (元豊通宝)
83 256 �a区 I-19 西グリッド 24.05 3.81 完形 銅銭 (元祐通宝)
83 257 �a区 I-23 �層 24.17 7.95 完形 銅銭 (元祐通宝) 3枚癒着
83 258 �a区 J-16 23.31 2.62 完形 銅銭 (元祐通宝)
83 259 �a区 J,K-23.24 pit5 23.66 3.51 完形 銅銭 (元祐通宝)
83 260 �a区 K-16 �層 24.94 1.97 完形 銅銭 (紹聖元宝)
83 261 �a区 I-22 pit1 22.61 2.60 完形 銅銭 (聖宋元宝)
83 262 �a区 H-22 25.11 3.76 完形 銅銭 (大観通宝)
83 263 �a区 J-23 pit 埋1層 23.94 2.65 完形 銅銭 (大観通宝)
83 264 �a区 S283 北グリッド 埋2層 23.57 3.19 完形 銅銭 (政和通宝)
83 265 �a区 I-22 pit59 24.99 1.92 4/5 銅銭 (政和通宝)
83 266 �a区 J-23 �層 22.36 3.51 完形 銅銭 (洪武通宝) 裏に字 (一錢) あり
83 267 �a区 K-17 �層 20.93 1.56 ほぼ完形 銅銭 (洪武通宝)
83 268 �a区 I-22 24.14 3.05 完形 銅銭 (永楽通宝)
83 269 �a区 J-23 22.32 2.06 完形 銅銭 (朝鮮通宝)
83 270 �a区 I-23 �層一括 23.22 2.21 完形 銅銭 (○武通宝)
83 271 �a区 J-23 pit87 24.95 3.00 完形 銅銭 (洪？○元宝) ？
83 272 �a区 I-22 �層 23.91 3.36 完形 銅銭 (○○元宝？)
93 301 �b区 O-16 No.3 25.65 1.82 4/5 銅銭 (景徳元宝) 一部欠損

93
302 �b区

M-18
pit-(2)

鉄分包含層
24.69 1.79 完形 銅銭 (皇宋通宝)

303 �b区 pit-(1) 23.72 2.62 完形 銅銭 (熙寧元宝)
304 �b区 pit-(3) 23.37 1.69 3/4 銅銭 (元豊？通宝) 一部欠損

93 305 �b区 O-16 No.1 23.45 2.43 完形 銅銭 (熈寧元宝)





図版１ �ａ区・�ｂ区 全景写真

図版２ �ａ区掘立柱建物跡(SB24)完掘状況(東から) 図版３ SB26完掘状況 (北から)

図版４ SB27完掘状況 (東から) 図版５ SB28完掘状況 (北から)



図版６ SB29完掘状況 (北から) 図版７ 柵列跡 (SA06) 完掘状況 (北から)

図版８ SA07完掘状況 (北から) 図版９ 溝跡 (S18) 出土状況 (東から)

図版10 井戸跡 (S65) 完掘状況 (東から) 図版11 土坑 (S68) 土層断面 (東から)

図版12 溝跡 (S71) 土層断面 (南から) 図版13 土坑 (S87･88) 土層断面 (東から)



図版14 �ｂ区掘立柱建物跡(SB12)完掘状況(西から) 図版15 SB13完掘状況 (東から)

図版16 SB19完掘状況 (北から) 図版17 SB21完掘状況 (北から)

図版18 SB23完掘状況 (西から) 図版19 柵列跡 (SA03･04) 完掘状況 (西から)

図版20 土坑 (S２) 検出状況 (北から) 図版21 S３検出状況 (東から)



図版22 S10完掘状況 (南から) 図版23 S８･50･52出土状況 (西から)

図版24 S30･34･36･37･45･46･48出土状況 (西から) 図版25 S34遺物出土状況 (北から)

図版26 S48遺物出土状況 (北から) 図版27 S７･49出土状況 (南から)

図版28 S22出土状況 (南から) 図版29 S12･31･32･33出土状況 (北から)



図版30 �区 全景写真

図版31 掘立柱建物跡 (SB37) 完掘状況 (北西から) 図版32 SB78完掘状況 (北東から)

図版33 �ｂ区掘立柱建物跡(SB69)完掘状況(東から) 図版34 SB68完掘状況 (南東から)



図版35 柵列跡 (SA25) 完掘状況 (北東から) 図版36 土坑 (S99) 完掘状況 (北から)

図版37 S105完掘状況 (北から) 図版38 S108土層断面 (北西から)

図版39 S110土層断面 (南西から)

図版40 S112土層断面 (北東から)

図版41 S113土層断面 (北東から)



図版42 �区 全景写真

図版43 掘立柱建物跡 (SB48) 完掘状況 (北西から)

図版44 SB53完掘状況 (北から)

図版45 柵列跡(SA18･20)完掘状況(西から)



図版46 土坑 (S137) 完掘状況 図版47 S147完掘状況 (南西から)

図版48 S150完掘状況 (北西から) 図版49 S152完掘状況

図版50 S162完掘状況 (北から) 図版51 土壙墓 (S169) 人骨出土状況

図版52 土坑 (S181) 完掘状況 (北から) 図版53 S199土層断面



図版54 �ａ区・�ｂ区 全景写真

図版55 �ａ区掘立柱建物跡(SB79)完掘状況(南東から) 図版56 土坑 (S234) 完掘状況 (南から)

図版57 S235完掘状況 (南から) 図版58 S239･246完掘状況 (北から)



図版59 �ｂ区井戸跡 (S228) 遺物出土状況 (南から) 図版60 S228遺物出土状況 (西から)

図版61 S228完掘状況 (東から) 図版62 S230遺物出土状況 (南西から)

図版63 S230完掘状況 (東から) 図版64 土坑 (S213) 土層断面 (北東から)

図版65 S213遺物出土状況 (北東から) 図版66 S232土層断面 (西から)



図版67 �ａ区 全景写真

図版68 掘立柱建物跡 (SB82) 完掘状況 (南西から) 図版69 SB92完掘状況 (南東から)

図版70 SB99完掘状況 (南から) 図版71 SB101完掘状況 (北から)



図版72 SB130完掘状況 (東から) 図版73 SB132完掘状況 (南から)

図版74 SB136完掘状況 (西から) 図版75 土壙墓 (S388) 遺物出土状況 (北から)

図版76 S388検出状況 (東から) 図版77 S388人骨出土状況 (東から)

図版78 S380遺物出土状況 (北から) 図版79 S380完掘状況 (東から)



図版80 不明遺構 (S287) 牛頭出土状況 (南から) 図版81 S287土層断面 (東から)

図版82 S317人骨出土状況 (北から) 図版83 土坑 (S355) 遺物出土状況 (南から)

図版84 S367土層断面 (南から) 図版85 S368遺物出土状況 (北から)

図版86 S384･385･373遺物出土状況 (南東から) 図版87 S397土層断面 (西から)



図版88 �ｂ区 全景写真

図版89 井戸跡 (S374) 遺物出土状況 (南から) 図版90 S374木枠検出状況 (東から)

図版91 S374木枠検出状況 (北から) 図版92 S374土層断面



図版93 S479検出状況 (南から) 図版94 S479土層断面 (南東から)

図版95 S479主体部検出状況 (東から) 図版96 S479半裁状況

図版97 土坑 (S461) 完掘状況 (西から) 図版98 S463完掘状況 (北から)

図版99 溝跡 (S456) 土層断面(１) (南東から) 図版100 S456土層断面(２) (西から)



図版101 土坑 (S466) 完掘状況 (西から) 図版102 S469遺物出土状況 (南から)

図版103 S472完掘状況 (北から) 図版104 S475完掘状況 (南から)

図版105 S482土層断面 (北西から) 図版106 S483完掘状況 (南から)

図版107 S488完掘状況 (北から) 図版108 S495･497完掘状況 (東から)



図版109 �区 全景写真

図版110 掘立柱建物跡 (SB108) 完掘状況 (北西から) 図版111 SB111完掘状況 (北西から)

図版112 SB112完掘状況 (北東から) 図版113 SB113完掘状況 (北東から)



図版114 SB114完掘状況 (西から) 図版115 SB116完掘状況 (南西から)

図版116 井戸跡 (S290) 土層断面 (南から) 図版117 溝跡 (S291) 遺物出土状況 (東から)

図版118 土坑 (S292･293･298) 土層断面 (南東から) 図版119 S292～298完掘状況 (南から)

図版120 S299完掘状況 (北西から) 図版121 S313完掘状況 (東から)



図版122 S312完掘状況 (南西から) 図版123 S314･315完掘状況 (北東から)

図版124 S319完掘状況 (南から) 図版125 S325土層断面 (東から)

図版126 S326完掘状況 (北西から) 図版127 S327完掘状況 (東から)

図版128 S328完掘状況 (南西から) 図版129 S344土層断面･完掘状況 (西から)



図版130 �ａ区出土遺物

図版131 �区出土遺物 (１)



図版132 �区出土遺物 (２)

図版133 �ｂ区出土遺物 (１)



図版134 �ｂ区出土遺物 (２)



図版135 �区出土遺物



図版136 �ｂ区出土遺物 (１)



図版137 �ｂ区出土遺物 (２)

図版138 �ａ区出土遺物

図版139 �ａ区出土遺物 (１)



図版140 �ａ区出土遺物 (２)



図版141 �ａ区出土遺物 (３)



図版142 �ａ区出土遺物 (４)



図版143 �ａ区出土遺物 (５)



図版144 �ａ区出土遺物 (６)



図版145 �ｂ区出土遺物



図版146 �区出土遺物



南九州西回り自動車道計画に伴う芦北球磨線緊急地方道路整備事業のために､ 平成15年度から17年度で

埋蔵文化財発掘調査が行われました｡ 整理作業は18年度に開始したものの､ 担当者不在と､ 整理中断等の中､

やっと花岡古町遺跡の報告書が完成しました｡

報告書にとりまとめることができたのは､ ひとえに暑い時も寒い時も発掘作業をしていただいた方々､ ま

た､ 暖かく見守って下さった地域の皆様､ 整理作業に携わってくださった多くの方々の努力の賜物です｡

本当にありがとうございました｡

【発掘調査作業に携わった方々】

浅田テル子､ 浅野光太郎､ 浅野光廣､ 井川文子､ 今里光江､ 内園茂人､ 内塚久代､ 内塚諭､ 宇戸トメヨ､ 宇

戸ユミ､ 浦田勝紀､ 漆下寿美子､ 岡本俊二､ 岡本信一､ 小川春雄､ 川野義治､ 川野絹子､ 川野和子､ 川村ミ

サヨ､ 川村良助､ 佐竹重信､ 佐竹直美､ 佐竹二三四､ 白上真也､ 城迫潤一､ 杉村ツギエ､ 栫ユウ子､ 高瀬仁

幸､ 高田美加､ 竹永照子､ 田口智広､ 立杉ミチル､ 立岡貞芳､ 田中克則､ 田端京子､ 塚本志保､ 土井政巳､

徳永毅､ 鳥居ミヨコ､ 中村正史､ 中滝キクエ､ 永野絵里､ 成田清美､ 成田眞樹､ 野口千代子､ 松崎由香里､

橋本マツ､ 平生裕二､ 平藪ハスミ､ 前樫政信､ 前坂國秀､ 馬把菜々美､ 蓑田真弓､ 宮島孝子､ 宮田敏子､ 元

山マサヨ､ 本山千代子､ 守山和男､ 山下美智子､ 山田光徳､ 山田康廣､ 吉田義之

(以上､ 敬称略､ 五十音順)

【整理作業に携わった方々】

川井田久子､ 興梠富貴子､ �口絹代､ �松孝子､ 手嶋裕子､ 府内博子､ 松本直枝､ 松本裕子､ 宮崎典子､ 鍋

島望､ 吉武知佐子

(以上､ 敬称略・五十音順)
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